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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　姉は私の人生だった。

　一歳年上の姉、蘭らん花か。

　彼女はその名のごとく華はなやかな容姿で、周囲の大人を魅み了りようした。

「なんて可愛かわいらしい赤ちゃんかしら！」

　生まれた瞬しゆん間かんからそう言われ続け、産婦人科でも大評判に。

　評判は評判を呼び、果てにはおむつのＣＭにまで出演を果たしたつわものだ。

　対して鈴すず音ねと名付けられた私は、とにかく地味。

　愛あい想その良い姉と違ちがって性格も引っ込み思案だし、いつも姉の影かげに隠かくれて、おどおどしているような子供だった。

　そんな私たちでも、小さい頃ころはそれなりに仲が良かった。

　綺き麗れいな蘭花は、私の自じ慢まん。

　蘭花に喜んでもらいたくて、私はなんでもした。

　おつかいを代わり、お菓か子しもおもちゃも蘭花が欲しがればなんでもあげた。

　二人は仲良しねって、両親も笑ってた。

　私もずっと、仲のいい姉妹だと思っていた。

　でも、本当は違ってたんだ。

　中学校に入ると、蘭花は学校で露ろ骨こつに私を避さけ始めた。

　何でって聞くと、蘭花はとびきりのしかめつらでこう言った。

「鈴音みたいな地味子が妹だと思われたら、恥はずかしい」

　それは、私の世界が崩ほう壊かいした瞬間だった。

　大好きな蘭花が私を疎うとんでいるという事実が、受け入れられなかった。

　それから私は、一層蘭花に尽つくすようになった。

　そんな私を蘭花が便利な道具として使うようになるのに、それほど時間はかからなかった。

「私が可愛くなるのはね、なにも私のためじゃないの。周りの人を喜ばせるためなの。その手伝いができて、鈴音も嬉うれしいでしょ」

　そう言う蘭花のために、私は様々な努力をした。

　蘭花の私服をコーディネートするのも、場面場面に合った化け粧しようをするのもそう。

　色の合わせ方やメイクを勉強したり、それらの道具を買うためにアルバイトもした。

　それでも、私の力で美しくなった蘭花を見れば嬉しかったし、満たされた。

　だからずっとそんな風に、蘭花のために生きていくのだと思っていた。










　運命が変わったのは、私が高校三年生の時だ。

　高校最後の文化祭、私たちのクラスはロミオとジュリエットの劇をすることになった。

　私の高校は進学校ではなかったので、最後ということもあり皆みんな結構力が入っていた。

　でも、それがよくない風に作用することもある。

　それは文化祭も差し迫せまった、ある日のこと。

　男子が釘くぎを打つベニヤ板を押さえていると、急に教室の隅すみから怒ど鳴なり声が聞こえた。

「なにこのメイク、ありえない！　ちょっと濃こすぎ!!」

　何事かと視線を向ければ、そこには衣装合わせ中のジュリエットが腕うで組ぐみをして立っていた。

　どうやら化粧が気に入らないらしい。

　彼女は苛いら立だたしげに、ドレスで仁に王おう立だちになっていた。

　その傍そばにいるメイク係の女の子は、怯おびえて今にも泣きそうだ。

　私はベニヤ板から手を離はなし、彼女たちに近づいた。

　普ふ段だんだったらそんな目立つようなことは絶対しないのだけれど、なぜか放ほうっておけなかった。

「少し濃いかもしれないけど、杉すぎ田たさんは彫ほりが深いから、十分映はえるよ」

　地味な私がそんなことを言ったので、周囲の人間は呆あつ気けにとられたみたいだ。

『あの時は心底驚おどろいた』と、後になって杉田さんに言われた。

　私は素す早ばやくパレットを奪うばい、ジュリエットに化粧を施ほどこした。

　姉にやるのと同じ要領で、その時間は約十分ほど。

　濃いメイクが様になるよう、色を足したり引いたり。

　その結果、何とか舞ぶ台たい映えのする顔を作りだすことができた。

「宮みや下したさん。こんな特技があるなんてすごいじゃん！」

「どうして言ってくれなかったの？」

　成り行きを見守っていた女子たちが駆かけ寄ってくる。

　沢たく山さんの人に囲まれて、私は嬉しいというより恥ずかしかった。

　それでも、自分のしたことでこんなにも喜んでもらえるなんてと、胸の底がじんわりと熱くなった。

　文化祭当日。私がしたメイクで舞台に立つ杉田さんは、とても美しかった。

「ありがとう！　鈴音ちゃん」

　鳴り止やまない拍はく手しゆの中で、杉田さんの口にしたその言葉。

　引っ張り出されたカーテンコールでは、真っ赤になってお辞じ儀ぎしたっけ。

　多分その瞬間に、私の将来の夢は決まった。

　───俳優やモデルに化粧をする、メイクアップアーティストになろう。

　私は蘭花のためでなく、自分のために生きようと決めた。
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　左右に延びる高い壁かべを、呆気にとられて見上げる。

　座り込んでいるのは砂ぼこり舞まう土の上だ。

　気が付けば、私は全く見覚えのない場所にいた。

（なんで？　さっきまで自分の部屋にいたよね？）

　実家を出て、最近引っ越こしたばかりの単身用のアパート。

　美容専門学校を卒業して、私は運よくメイクアップアーティストのアシスタントが内定していた。それを祝って、友人の杉田と飲んだ帰りだった。

　はしゃぎ過ぎて、電車は終電になっていた。それでも間ま違ちがいなく自分のアパートに辿たどり着き、ベッドに倒たおれ込んだはずなのに。

　しかし騒さわがしさに目を開けてみると、待っていたのはこの非現実的な光景だった。

　時折、すぐ側を牛に引かれた荷車や馬が通り過ぎる。

（ひかれる！）

　呆ぼう然ぜんとしている暇ひまもなく、慌あわてて立ち上がり道の端はしに避ひ難なんした。

　手にはなぜか、最近買ったばかりのメイクボックス。

　中身も入っているのか、ずっしりと重い。

（なんでこんなものが？）

　とにかく落ち着こうと、まずは汚よごれた服の埃ほこりを払はらった。服は昨日着ていたパーカーとスキニージーンズのままだ。

　更さらに自分の頰ほおをビンタしてみる。できるだけ容よう赦しやなしに。

　しかし一回叩たたこうが二回叩こうが、ちっとも目が覚めない。

　ただ頰がじんじんと痛むだけだ。

（いったぁ……夢なのになんで痛いの？）

　自分を痛めつける私を、通り過ぎる人々が不ふ審しんそうに見ていた。

　私は恥ずかしくなってビンタをやめ、そんな人たちを観察した。

　彼らの服装も、見慣れないものだ。

　男性も女性も、見たことのない着物のような服を着ている。作さ務む衣えを上から紐ひもで縛しばったような、簡単な作りの服だ。

（民族衣装っぽいけど、一体どこの？　もっと情報がほしい）

　辺りを見回すと、壁の一部が門になって開いているのが目についた。

　駆け寄ると、その先にあったのは塀へいに囲まれた小さな町だ。

　瓦かわら屋根の家が、四角い壁の中を埋うめ尽くしている。

　高いビルなど一つもないその風景に、思わず息を吞のんだ。

　黒い瓦屋根と、それを支える赤い柱。そして屋根から垂れ下がる赤い提ちよう灯ちんや結び飾かざりは、絵え葉は書がきで見た中国の古い街並みに似ていた。

　瓦の波を辿っていくと、視線はすぐに向こう側の壁へと行きつく。さっきも見た砂色の煉れん瓦が塀べい。町自体が壁で囲まれているということは、あの壁の更に向こうには何があるのだろう？

　半ば無意識で、門から延びる細い道を進んだ。

　さっきの広い道とは違ちがい、こちらは徒歩でしか通れないような狭せまい道だ。

　気づけば、視界が少し黄色く染まっていた。目がおかしくなったのかと思ったけれど、どうやらそれは違うらしい。ちくちくするので、何度も目をこする。すれ違う人の中にも、私と同じように目をこする人がいた。

（あ、これってもしかして……黄こう砂さ？）

　春先になると、天気予報が伝える単語が浮うかんでくる。

　中ちゆう華か風ふうの街並みと、そして黄色い砂。目の前の夢は、どうやら中国が舞台みたいだ。

（私って、実は中国に旅行に行きたいとか思ってたのかな？　だからこんな夢を見てる……とか？）

　大分落ち着いてきたので、現状を分ぶん析せきしつつ首を傾かしげる。

　町は静かだった。

　すれ違う人もそれほど多くない。

　誰だれかにここがどこなのか尋たずねたかったが、明らかに異国風の人に話しかけるのには勇気が必要だった。

　そんな時だ。道の向こうから、数人の男性が連れ立って歩いてきた。

　その中に一人、長い髪かみを一つに結ゆわえた優やさしげな女性がいる。

　不思議なことに、彼女は男性たちと同じベルトで締しめた服を着ていた。

　男装の麗れい人じん、とでも言えばいいのか。

（うわあ、綺き麗れいな人）

　見み惚とれて、思わず立ち止まる。

　集団の中の一人がそれに気づいて、私に話しかけてきた。

「──────？」

（え？　何？　なんて言ってるの？）

　言葉が聞き取れない。やっぱりここは日本ではないのだ。

　その言葉はなんとなく、中国語の響ひびきに似ていた。

（やっぱりここは中国なの？　夢なら言葉ぐらい分かってもいいのに）

　私が知っている中国語なんて、ニーハオとか、オーアイニーぐらいだ。

　ニーハオはこんにちはだからまだいいとして、オ愛ーしアてイいニまーすなんて出会い頭がしらで言われたら、相手だってびっくりするだろう。

「───？」

「──！　───!!」

　言葉が全く理解できない。応こたえられなくて、私は申し訳ない気持ちになった。

　唯ゆい一いつの救いは、彼らの表情が柔やわらかいことだ。怒おこっているような様子はない。まるで冗じよう談だんを言うように、陽気な顔つきをしている。

　しかし私があまりにも黙だまり込んでいるので、彼らも徐じよ々じよに怪け訝げんな表情を浮かべはじめた。

　どうしようかと困っていると、思わぬところから救いの手が差し伸べられる。

「───！」

　先さき程ほどの優しげな女性が、前に出てきて私を庇かばうように手を伸ばした。

　彼女が凜り々りしい顔で何か言うと、それだけで男たちはぴたりと口を閉じた。

（この女の人、偉えらい人なのかな？）

　彼女は少し考える素そ振ぶりをした後、戸と惑まどう私に手を伸ばした。

　言葉も通じず途と方ほうに暮れていた私は、咄とつ嗟さにその手を握にぎり返していた。
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　連れてこられたのは、立ち並ぶ家の内でも特に大きな建物だ。他ほかの家々と違って、明らかに沢たく山さんの人間が集まるための建物に見えた。

　間近で見ると、屋根の瓦すらも日本のものとは違っている。等とう間かん隔かくに丸い飾りのようなものがついていて、建物によってその飾りの模様も異なっていた。

　門をくぐると、中にあったのは中庭だ。そこには池があり、小さなお堂が向かい合わせに立っていた。

（綺麗な庭……もしかして、休ませるために連れてきてくれた、とか？）

　そう思って女性の様子を窺うかがえば、彼女は難しい顔をしていた。

　そういえば、いつの間にか連れ立っていた男たちも姿を消している。

　そしてそのおかげで、気付いたことがあった。

（あれ、もしかしてこの人、結構大きい？）

　周囲を囲んでいた男たちがいなくなって初めて、私は彼女が自分よりも随ずい分ぶん大きいことに気が付いた。

（いくら私が平均より低いっていったって、この人女にしては高すぎない？　まるでモデルみたい）

　そう思いながら見つめていたら、ぽんぽんと頭を優しく叩かれた。

　まるで、心配ないよとでも言うみたいに。

　白くて指の長い、器用そうな手だ。少し節の目立つ、働き者の手だった。

　彼女は私を連れて、更に庭の奥へと進んだ。

　するとそれほど歩かないうちに、建物の玄げん関かんのような場所に辿たどり着く。

　中を覗のぞきこめば、そこにはやはり中華風の調度品が並んでいた。そして天てん井じようから、漢字がいっぱい書かれた木の札がぶら下がっている。

（ということは、この世界の文字は漢字なのか）

　私が知っているのとは微び妙みように違うそれを目で追っていたら、急に手を強くひかれた。

　視線を戻もどすと、いつの間に現れたのだろう。そこには険しい顔をした老ろう婆ばが立っていた。

（誰だろう？　この人のおばあちゃんかな？）

　訳も分からずにいると、美女は大だい丈じよう夫ぶだと言うように私の肩かたに手を回した。

　優しげな顔に似合わない、引き締まった筋肉質な腕うで。

　胸の中に、もやもやとした不安が浮かぶ。

　老婆はまるで値ね踏ぶみでもするかのように、私をじっとりと見つめた。

　そしてすぐに結論が出たのか、首を横に振ふる。老婆は重い溜ため息いきをつき、背中を向けて奥に歩き出してしまった。

　隣となりの女性が、それを呼び止め頭を下げる。

　なんとなく私のことで謝っているような気がしたので、私も一いつ緒しよになって頭を下げた。

　そして顔を上げると、その老婆はゾクッとするような嫌いやな笑えみを浮かべていた。




[image: ]




「床ゆかは水面みなものように、窓まど枠わくは玉ぎよくだと思って磨みがきな」

　どこまでも続く廊ろう下かを必死になって磨いていると、やってきたのは例の老婆だった。

　今では、彼女の言葉も少しは分かる。

　といっても、まだまだ喋しやべるのは苦手なのだけれど。

「はい。お養母かあさん」

　ここで働く人間は全員、彼女をお養母さんと呼ぶ決まりだった。

　返事には興味がないようで、お養母さんは忙いそがしそうに去っていった。

　───あの日から、約一年。なんと、私はまだ中ちゆう華かな夢の中にいる。

　一年も醒さめない夢なんてあるのだろうか？

　もしかしたら夢なんかじゃなくて、本当に見知らぬ世界に迷い込んでしまったのかもしれない。

　安全で清潔な日本に帰りたいけれど、帰る方法も分からない。手がかりすらないのだ。

　専門学校を卒業して十九歳だった私は、もう二十歳はたちになった。そしてもうすぐ二十一。

　けれどもここで暮らす人たちは、皆みんな私を十三歳の男の子だと思っている。

　なぜか。

　それには色々と事情がある。

　あの日優やさしげな女性に連れて行かれたのは、なんと女性が春を売る妓ぎ楼ろうだった。

　その名も花か酔すい楼ろう。紹しよう介かいされた老婆は、妓ぎ女じよたちを管理する妓楼の主あるじだったのだ。

　正直、それを知った時には自分も妓女になるのかと目の前が真っ暗になった。

　しかし───。

「小しよう鈴りん！」

　呼ばれて振り向くと、そこには余よ暉きがいた。

　彼こそ、私をこの妓楼へ連れてきた張本人。あの美人さんだ。

　言葉が通じないので勘かん違ちがいしていたが、あの美人さんはなんと男性だった。

　余暉はこの花酔楼に髪を結ゆいにやってくる、髪かみ結ゆい師しだ。

　この世界の女性はみんな驚おどろくほど髪が長くて、着き飾かざる時にはそれを複雑に編み上げなければならない。

　だから妓楼が沢山あるこの辺りには、彼のような髪結師が沢山いるのだ。

　あの日彼と一緒にいた男連中も、髪結師だったと後で聞かされた。

　とにかく彼は、ショートカットの私をまさか女とは思わず、老婆には男として紹介した。

　髪かみ型がただけで男だと判断されたのは悲しいけど、よかったこともある。

　おかげで、妓女にならずに済んだということだ。

　多少心苦しくはあったが、私は余暉の勘違いを敢あえて訂てい正せいしなかった。

　その代わりに下働きとして、ハードな毎日を送っている。

　小鈴というのも、余暉のつけてくれたあだ名だ。

　一年前の私は、言葉が通じず自分の名前すらも伝えることができなかった。だから砂の上に木の枝で『鈴音』と書き、彼に名前を伝えた。

　次の日から、余暉は私のことを小鈴と呼ぶようになった。

『小』というのは日本語にすると『ちゃん』みたいなもので、この世界では親しい相手の名前を呼ぶ時に付けるらしい。

「これ、食べてみな」

　そう言って余暉が差しだしたのは、干した果実だった。

　食べたことはないが、屋台で売っているのを見たことがある。

　受け取っていいのか戸惑っていると、余暉は優しく私の頭を二度叩たたいた。

「子供が遠えん慮りよするな。前に市で見かけた時、食べたそうにしていただろう？」

　それは物もの珍めずらしくて見ていただけで、実は甘い物はそれほど得意ではないのだけれど。

（でも、折せつ角かく買ってきてくれたんだし……）

　おずおずと、小さな赤い実を口に入れた。

　その控ひかえ目な甘みは、甘い物が苦手な私がいくらでも食べられてしまいそうなほど美味おいしかった。

「おいしい……ありがとう余暉」

　もぐもぐと食べる私を、余暉が柔やわらかい笑顔で見守っている。

　その顔があまりにも幸せそうだから、いつも恥はずかしくなってしまうのだ。

　余暉は不思議な人だ。

　優しいけれど、いつもどこかに悲しみを背負っている。

　家族との縁えんが薄うすいせいかもしれない。以前、そんなことを言っていたのを思い出す。

　だから、私の世話をするのが楽しいのだと───。

　気を遣つかって言ってくれた一言でも、私はその言葉にとても救われた。

　身寄りのいないこの世界で、余暉はまるで兄のように私に優しくしてくれた。

「じゃあな、仕事がんばれよ」

　そう言って、彼は仕事をしに花酔楼の中へと入って行った。

　その背中を見送って、拭ふき掃そう除じを再開する。




　花酔楼での仕事は楽なものではない。

　朝は陽ひが昇のぼる前に起き出し、水を汲くんでお湯を沸わかす。

　そして妓女たちのために朝あさ餉げを準備して、それを片付けると今度は大量の洗せん濯たく物ものが待っている。

　妓楼の洗濯物はとにかく量が多く、しかも繊せん細さいで破れやすい高価な着物がほとんどだ。

　なので十分に時間をかけて、慎しん重ちように洗わなければならない。

　大きなたらいで着物を洗っていると、スイッチ一つで済む全自動洗せん濯たく機きが恋こいしくて堪たまらなかった。

　それでも毎日食べる物があって、雨風を凌しのげる寝ね床どこがある。

　もしあの日余暉に拾われていなければ、私はのたれ死んでいたかもしれない。

　そう思うと、今はこの場所で一いつ生しよう懸けん命めいやろうと思うのだ。

　一年間花酔楼に暮らして、この世界のことも少しずつわかってきた。

　この花酔楼があるのは、榮えいという国の首都、竜りゆう原げん。

　この国には皇こう帝ていという人がいて、その人が国を治めている。皇帝が暮らす紫し微び城は花酔楼からほど近い場所にあって、塀へいの向こうにはその瑠る璃り色いろの屋根がのぞいていた。

　花酔楼は格式高い妓楼で、お養母さんは皇帝の宴えん席せきにはべったこともあるのだそうだ。

　今は白しら髪がでしわくしゃなお養母さんも、若い頃ころは名の知れた妓女だったらしい。

　特に舞まいが素す晴ばらしく、酒しゆ宴えんには引く手あまただったとか。

　少しだけ、その頃のお養母さんが見てみたいと思う。
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　妓女たちが休息をとる昼下がり。

　お養母さんは新しい妓女を仕込むために、売られてきた女の子たちに歌や楽器を教える。

　その教え方は容よう赦しやがなく、いつも中庭の茂しげみでは、誰だれかしら小さな女の子が泣いていた。

　少年だと間ま違ちがわれているおかげでその苦行から逃のがれている私は、彼女たちを見るたびに居た堪れない気持ちになった。

　家を恋しがって泣く、まだ小さな子供。

　私には彼女たちの気持ちが、痛いほどよくわかった。

　私だって、あの懐なつかしい家に帰りたい。両親に会いたい。

　花酔楼の人間はみな、隠かくれて泣く彼女たちを当たり前のように受け入れている。ここにいる人間にとって、それは何度も繰くり返された光景に過ぎないのだろう。

　私はついに我が慢まんできなくなって、泣いていた少女に声を掛かけた。

「ねえ」

「……なあに、小鈴」

　小さな手で頰ほおを拭ぬぐった少女の目には、しっとりと涙なみだの膜まくが張っていた。

「お、おれが……きれい、してやるから……泣くな」

　まだこちらの言葉に慣れていないので、カタコトなのは許してほしい。

　私のぶっきらぼうな物言いに、少女はぱちくりと目を丸くした。

　怯おびえさせてしまっただろうかと心配になったが、彼女はぱっと花が咲さいたように笑った。

「なにそれ。変なしゃべりかたぁ～」

　少女の甘い舌たらずな言葉に、私はほっと安あん堵どの溜ため息いきをついた。

　彼女にちょっと待っていてと言い、急いで自分の寝床へ向かう。そしてそこに隠しておいたメイクボックスの中から、新品の化け粧しよう筆と一色だけのパレットを取り出した。

　発色の鮮あざやかなピンクのライニングカラー。

　それを服の袂たもとに入れ、少女の許もとに戻もどった。

　少女は私が戻ってくると、今度は照れくさそうな顔をした。

「小鈴、焦あせっちゃって変なの」

　そう言う彼女の顔を、戻る途と中ちゆう濡ぬらした布でそっと拭う。目につく汚よごれを払はらい、ついでに涙で熱くなった目め尻じりを冷やすためだ。

「これ、のせてろ」

　心地ここちいいのか、彼女は私の言う通りに上を向いた。

　その隙すきに、化粧筆にピンクを取り、ミルク色の彼女の頰にのせる。

「くすぐったいよぅ」

　少女はもじもじと足をすり合わせた。

　笑いを我慢しているようなその様子からは、先ほどまでの悲ひ愴そうな空気は感じられない。

　私はそれだけで嬉うれしくなった。

　ライニングカラーは舞ぶ台たいメイク用の着色料だ。

　眉まゆや目元、唇くちびるや頰など顔のどこにでも使えて、持ちがいい。

　またの名をカラードーランとも言う。芸能人がよく顔に塗ぬっているあれだ。

　小さな頰に、一輪の花と二枚の花弁。

　そして風をイメージして一本の曲線を描く。

　学生時代からこういうのは割と得意で、頼たのまれてフェイクタトゥーを描くことも多かった。

　フェスなんかで、腕うでや顔に入れて楽しむあれだ。

「もう、いいよ」

　全体のバランスを見て、よしと頷うなずく。

　ピンク色の花は初うい々ういしくて少女によく似合っていた。

　化粧筆とパレットをしっかりと仕し舞まい込み、彼女の目元から濡ぬれた布を外す。

「何したの？　小鈴」

「姐ねえさん、かがみ……見る」

「分かった！　姐さんのところに行って、鏡を見せてもらえばいいのね？」

　少女ははしゃぎながら、転がるように建物の中に入って行った。

（喜んでくれるといいな……）

　そんな彼女を見送って、私は自分の本来の仕事に戻った。
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　数日後、私はなぜか花酔楼ナンバーワンの芙ふ蓉ように呼び出されていた。

　隣となりには、心配して付き添そってくれた余暉も一いつ緒しよだ。

　芙蓉は完かん璧ぺきなスタイルに唇の厚い婀あ娜だっぽい美女だ。歌が得意で、声まで色っぽい。

　彼女はしどけなく寝ねそべりながら、緊きん張ちようする私を値ね踏ぶみするように見ていた。

（なんでこんなことに……）

　震ふるえる手で、芙蓉ご自じ慢まんの化粧筆を手に取る。漆うるしに螺ら鈿でん細工の蝶ちようが描かれた、それだけでひと財産になりそうな立派な品だ。

「姐さん。何も子供がしたことじゃないですか」

「あらぁ、アタシはこの子に化粧けわい師しの才能があるのか、確かめたいだけだよ」

　取り成すように余暉が言うが、芙蓉は一度言い始めたら聞かない人だ。

「さあ、早くおし」

　芙蓉の迫はく力りよくに押され、私は筆の先に紅を取った。

　なぜこんなことをする羽目になったのか？

　それは、先日少女の頰に花びらを描いたせいだ。

　慰なぐさめるために軽い気持ちでやったことだったが、その少女に鏡を貸した芙蓉にとっては、そうではなかったらしい。

　今日になって突とつ然ぜん呼び出されたと思ったら、アタシの顔にも美しい花を描いてみろと言うのだ。

（芙蓉姐さんが気に入らなかったら、どうしよう）

　芙蓉はお養母かあさんですら強く言えないような、花酔楼の中では絶対の存在だ。

　彼女のご機き嫌げんを損そこねれば、私は今後どんな扱あつかいを受けるか分からない。

　最悪、花酔楼を追い出されてしまうかもしれなかった。

　わざわざついてきてくれた余暉にも、申し訳なく思う。

（とにかく姐さんの機嫌を損なわないように、上手うまくやらなきゃ）

　アシスタントになる前だったとはいえ、私だって化粧に関しては素人しろうとではないのだ。

　そう自分を勇気づけ、作業を始めようとした。

　しかし筆が芙蓉の頰に触ふれる寸前、思わず手が止まる。

「なぁに？　どうしたんだい？」

　艶あでやかな芙蓉の顔には、たおやかでありながらもどこか人を馬ば鹿かにするような笑えみがのっていた。

　しかしどんな顔をされようとも、そのまま作業を続ける気にはなれなかった。

「どうした？　気分でも悪いのか？」

　固まった私を、余暉が心配そうに覗のぞき込む。

　私は首を振ふり、真っ直すぐに芙蓉の目を見た。

「姐さん。肌はだ汚きたない！」

「はあ!?　アンタ何言ってんだい!?」

　芙蓉が大声を出して怒ど鳴なる。どうやら言こと葉ば遣づかいを間違ったらしい。この国の言葉は、本当に難しい。

　私は彼女の怒鳴り声を背中に、急いで部屋を出た。

　そして必要なものを用意して、部屋に戻る。

　すると余暉が、今にも摑つかみかかってきそうな芙蓉を宥なだめてくれていた。

「まあまあ、姐さん落ち着いて。小鈴にも何か考えがあるんですよ」

　申し訳ないと思いつつ、一度では足りなかったので何往復もした。

　おかげで初めは怒おこっていた芙蓉も、最後には呆あきれた顔をしていた。余暉はずっと、心配そうな顔だ。

「なんだい？　上手くできないからってアタシにお供え物でも持ってきたのかい？」

　やっと全すべての用意を終えた私は、芙蓉の前に膝ひざをついて言った。

「姐さん、まず顔、あらう」

「はぁ!?」

　芙蓉は普ふ段だんの優ゆう雅がな様子など噓うそのように、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「その、しろい……はだ、よくない。水、あらう」

　そう言って差し出したのは、水の入ったたらいだった。

　間近で見た芙蓉の肌はひどく荒あれていた。これではどんな素す晴ばらしい化粧をしても、台無しになってしまうだろう。

「よくないってねぇ……これは宰さい相しよう様が贈おくってくだすった、最高級の鉛えん白ぱくだよ？」

　鉛白と聞いて、私は驚おどろきに飛び上がりそうになった。

　妓女たちが使っている白粉おしろいが、まさか鉛白だなんて思いもしなかったのだ。

　専門学校で化粧の歴史を勉強した時に、白粉に用いた鉛白によって沢たく山さんの中毒者が出たと習った。

　鉛白というのは名前の通り鉛なまりを含ふくんだ白い顔料のことだ。鉛は大量に摂せつ取しゆすると鉛なまり中ちゆう毒どくを引き起こす。鉛中毒は脳や神経に異常をきたす病気で、最悪の場合死に至るのだ。

「ごめん！」

　言うや否いなや、思い切って芙蓉の口に指を突つっ込んだ。

「あにするんらい！！！」

　突然無む理り矢や理り口を開かれて、芙蓉は目が飛び出さんばかりに驚いている。

（よかった……まだ変色はしてないみたい）

　鉛中毒の症しよう状じようの一つに、歯は茎ぐきの変色というのがある。芙蓉の歯茎は、まだ健康そうなピンク色だった。

「歯……肉？　見た。肌はだ荒あれる原因、分かる」

　そう言うと、今にも怒鳴りつけてやろうかと身構えていた芙蓉も、仕方ないという顔になった。

「そういうことなら……まったくっ、言ってからやっておくれよ！」

　決まり悪げに叫さけぶ芙蓉に、私はこくこくと頷いた。

「原因、わかた。あらって……きれい、する！」

　一刻も早く鉛白を落としてほしくて、芙蓉の肩かたをがっしり摑む。

　呆あつ気けにとられる芙蓉に、絶ぜつ妙みようなタイミングで余暉のフォローが入った。

「とにかく、言うとおりにしてやってくださいよ。そしたらコイツも満足しますんで」

　姐さんはしぶしぶ、たらいの水に手を伸のばした。

（余暉についてきてもらって、正解だった）

　彼はこの辺りの妓ぎ女じよにとって憧あこがれの的なので、姐さんも強くは言えないらしい。

　おかげで、芙蓉も素す直なおに顔を洗い始めた。

　それにしても、この白粉はどうしたものだろうか。いきなり私が危険だから使うなと言ったって、誰だれも信じないに違ちがいない。

　芙蓉が顔を洗う水音が響ひびく中で、私は白粉の代わりになる物がないか、必死で頭をめぐらせていた。

　そして彼女が十分白粉を流したのを見届けてから、乾かわいた布を渡わたす。

「ったく、アタシにこんなことまでさせるなんて……それにしてもこの水、なんだかちくちく嫌いやな感じがしないねぇ。どこの水だい」

「あめ」

「はぁ？　雨水だってのかい」

「井い戸ど水みず、顔、よくない」

　花酔楼では生活用水として井戸水を使っているが、地中を流れる井戸水は洗顔には向かない。

　雨水は軟なん水すいなので、洗顔に適しているのだ。勿もち論ろん、大気汚お染せんなど欠片かけらもなさそうなこの世界だからできることだが。

　これが例えば土に染しみて地中のミネラルを含み、硬こう水すいになると今度は逆に肌を荒らしてしまう。

　なので私も洗顔をする時は、井戸水ではなく巨きよ大だいな甕かめに溜たまった雨水を使っていた。

　普ふ通つう洗顔には井戸水を使うので、花酔楼でわざわざそんなことをしているのは私ぐらいしかいない。

「そのほうが、きれい、なる。ちくちく、しない」

　芙蓉はしばらく目を見開いて呆ぼう然ぜんとしていたが、何かを諦あきらめたように顔を拭ぬぐった。

　洗顔を終えてスッピンになった芙蓉の肌は、思った以上に荒れていた。

　寝ね不ぶ足そくと疲ひ労ろうのためか、隈くまも浮ういている。

　本当はきちんと休むのが一番の対処法だが、花酔楼で一番の売れっ子にはそれも無理だろう。

「そこ、寝ねる」

　そう言って私が指差したのは、部屋の奥にある寝しん台だいだった。

　寝台とはいっても、それは現代のようなスプリングの効いたものではない。見事な彫ちよう刻こくの入った木組みの上に、幾いく重えにも布の敷しかれたやたら硬かたそうな代しろ物ものだ。

「あははは！　やけに色気のない誘さそい文句だねぇ」

　スッピンの芙蓉が豪ごう快かいに笑う。

　その笑顔に私はほっとした。

　芙蓉が寝台の上に横になったのを見計らって、荷物を持って寝台の近くに移動する。

　陣じん取どったのは、芙蓉の頭の上辺り。

　私からは、芙蓉の顔がちょうど逆に見えた。

「目、とじる」

　言うと、芙蓉は大人しく従う。

　私の相手をすることに、疲つかれ始めているのかもしれない。

　用意した材料を、小こ鉢ばちでだまができないように混ぜ合わせる。

「なンだい？　なんだかいい匂においだね」

　これがいい匂いだということは、芙蓉は相当なお酒好きだと思う。

「これ……酒、しぼった……あまり？」

「酒しゆ糟そうのことか？」

『酒さけ粕かす』という単語が分からなかったので、知っている単語を繫つなぎ合わせてみた。するとすぐ側で、余暉が補足してくれる。

　この世界で、酒粕は酒糟というらしい。

　彼はよく会話の練習に付き合ってくれているので、私の言いたいことがなんとなく分かるみたいだ。

　肌が荒れた芙蓉のために、私が用意したのは酒糟だった。紹しよう興こう酒しゆではなく日本酒のように透すき通った酒の搾しぼり滓かすだ。

（厨ちゆう房ぼうから借りてきちゃったけど、あとでお養母かあさんには謝ろう）

「みず、まぜて……しぼる」

　混ぜていたものを布に空け、巾きん着ちやくのようにして絞しぼった。本当は一晩おいておいた方がいいのだが、今は時間がないので仕方ない。

　材料は、酒糟と雨水と油を少々。油は見た目だけでは何の油かまでは分からないが、やけにどろっとしているのでひまし油カスターオイルかもしれない。

（ひまし油なら、シミやソバカスにも効くよね）

　それらを混ぜ合わせたものを、芙蓉の顔の上にのせてゆっくりと延ばしていく。白くぽってりとしたそれは、私の手でゆるゆると広がった。

「冷たいわね」

「しゃべらない」

　私が言うと、なぜか芙蓉は素直に口を閉じた。絶対何か言うと思っていたのに。

（疲れちゃったのかな？）

　部屋は静まり返っていた。

　遠くで少女たちの練習する楽の音が、かすかに聞こえる。

　酒糟パックが顔に行き渡ると、今度は芙蓉のリンパを刺し激げきしつつ、老ろう廃はい物を流した。

　フェイスマッサージは私の得とく意い技わざの一つだ。

　三十分ほどで手を止め、芙蓉の顔を覗のぞきこんだ。

「あとは、少し待つ」

「……すぅ」

　よく見ると、芙蓉は安らかな寝ね息いきを立てていた。

　どうしようかと視線で余暉を窺うかがえば、彼は驚おどろいたような顔で私を見ていた。

（あれ、もしかしてやり過ぎた？　よかれと思ってやったけど、確かに子供がやるようなことじゃないよね……余暉は私のこと男の子だと思ってるんだし）

　むくむくと後こう悔かいが湧わいてきたが、やってしまった後ではどうしようもない。

　私は芙蓉を起こさないように静かに片付けを始めた。まずはたらいで手をゆすぎ、持ってきた道具や材料を片付ける。

　それらをまとめて持ち上げようとしたら、結構な量になった。見かねた余暉が、横から荷物を奪うばっていく。

「これは俺が片付けておくから、小鈴は姐ねえさんを見てな」

　そう言って、彼は優やさしく笑って去って行った。

「ありがとう……」

　その背中に、小さくお礼を呟つぶやく。

　あとはパックが乾くのを待って、絞った布で拭う。何度か絞って拭ふくのを繰くり返すうちに、本来の白くもちもちとした肌はだが現れた。パックの効果は十分にあったようだ。

　仕上げに乾いた布で水気を取り、今度は残った酒糟の絞り汁じるを布に含ふくませてぽんぽんと叩たたいた。

　酒糟パックの絞り汁は、化け粧しよう水としても有効なのだ。

（こんないきなりじゃなければ、ちゃんと前日から準備できたのに）

　パックと化粧水の出来には不満が残るが、気持ちよさそうに眠ねむる芙蓉を見ていると、やってよかったと思える。

　すっぴんで無防備に眠るその顔は、なんだか妙みように幼かった。

　彼女を起こしてしまわないよう、その体の上にそっと布ふ団とんをかける。

　本来の要望には応こたえられなかったが、仕方ない。

　私は近くを通りかかった見習いの少女に後を任せ、芙蓉の部屋を後にした。
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　さて、あれから更さらにひと月。

（またしても、なんでこんなことに……）

　立ち尽つくす私の前には、スッピンでも美しい妓ぎ女じよたちが列を成していた。

　その数、十人近く。

　おそらく花酔楼のほとんどすべての妓女が、ここに顔を出している。

「ちょいと！　小鈴の才能に気付いたのはアタシなんだからね！　さっさとそこをおどきよ！」

　すぐ側で、芙蓉が金切り声をあげる。

　なんでも、あの日洗顔と化粧水を施ほどこした芙蓉は、肌はだ艶つやが大変良くなりお客さんに大好評だったのだそうだ。

　リンパの老廃物を流したおかげか、芙蓉自身も顔の疲れが取れたと大満足だった。

　それがいつの間にか噂うわさとして広まり、今ではこの有様だ。

　私の手元で施せ術じゆつを受けている妓女は、気持ちよさそうな溜ため息いきをつく。

「はあ[image: ～][image: ～]、気持ちいいこと。これで五歳は若返るってんだから、聖せい母ぼ神しん皇のう様だってびっくりだよ」

　聖母神皇というのは、今の政治を牛ぎゆう耳じっている皇こう帝ていのお義母さんのことだ。本当は皇太后と呼ぶのだそうだが、自ら聖母神皇なんてややこしい名前で呼ばせているらしい。偉えらい人の考えることはよく分からない。

　私だって本名は鈴音だが、今は小鈴で十分だと思っている。

　そんなことを考えつつ、もういいかと手を止めた。

「ひと、いっぱい。かわいたら……洗って。それつける」

　そう言って指差したのは、お椀わんいっぱいに作った酒糟の絞り汁だ。

　人数が多いので、マッサージ後のアフターケアはそれぞれに任せている。完全セルフだ。

　妓女はしぶしぶ立ち上がり、あらかじめ用意しておいた椅い子すに座った。そこには既すでに顔をパックで白くした妓女が、数人横並びになっている。

　芙蓉にマッサージした時から改良を重ねて、パックも絞り汁の化粧水もそこそこの品質になってきた。

　私が作った物を喜んでもらえるのは、嬉うれしい。

　もっと改良を重ねて、もっと喜んでもらいたい。

　でも、ただの下働きの私がこんなことをしていられるのには、理由がある。

　本来の仕事から離はなれても怒おこられない理由。

　それはすぐそばで上じよう機き嫌げんに腰こしかけていた。

「ほんと、小鈴は拾い物だったね。あんたのおかげでうちの娘むすめたちは大評判さ！」

　一番端はしの椅子に座っていた老ろう婆ばは、そう言ってがははと豪ごう快かいに笑った。それにつられて、乾かわいたパックがぽろぽろと落ちる。

　それは、朝一番に施術を受けにきたお養母かあさんだった。

　マッサージを彼女も気に入ってくれたおかげで、他ほかの仕事は免めん除じよだ。

　おかげで日の出前から起き出したり、重い井い戸ど水みずを往復して何回も運ばなくてよくなった。

（フェイスマッサージの勉強しておいてよかった）

　好きな仕事ができるという状じよう況きように、私はささやかな幸せを感じていた。
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　そんなこんなで、花酔楼での待たい遇ぐうもよくなってきたある日のこと。

　夜、私は庭に隠かくれていた。季節は夏。汗あせだくだし蚊かも寄ってくる。

　なぜそんなことをしているのかというと、それは絵本を読むためだった。

　数日前、余暉が珍めずらしい物が手に入ったと言って、子供用の絵本を持ってきてくれたのだ。

　絵本といっても絵と文字が書かれた紙を紐ひもで綴とじただけの、簡単な物だった。それでも私はとても嬉しかった。

（これで文字が覚えられる！）

　単語を覚えるのに、これほど便利なものがあるだろうか。

　この世界の識字率はそれほど高くない。それでも、官かん吏り相手の商売である花酔楼では、大半の妓女が読み書きをすることができた。だから、文字が分かれば便利なことは色々とある。

　余暉のお得意様である妓女が、お客さんからもらったものを捨てようとしていたので貰もらい受けたのだそうだ。

　私は心から余暉にお礼を言った。

　返事の代わりに、彼は優しく私の頭をぽんぽんと叩いた。

　それは褒ほめてくれる時の余暉の癖くせだ。

　そうして撫なでられると、私もほっと安心する。

　ところが、早さつ速そく絵本で文字を勉強しようとしたら、ある問題にぶち当たった。

　それは明かりだ。

　昼間は妓ぎ女じよたちへのマッサージや酒糟パック作りで、休む暇ひまもなく忙いそがしい。そして夜になって妓女たちが出で払はらってしまうと、今度は夜闇やみで文字が読めないのだ。

　明かりを灯ともす油は貴重らしく、いくら待遇が良くなったとはいえ分け与あたえてもらえるはずもなかった。

　そこで私は仕方なく、お客さんを接待している妓女の部屋から漏もれる明かりで、絵本を読むことにした。

　勿もち論ろん、如何いかがわしい行こう為いに及およびそうな時は、さっと別の部屋の前に移動する。

　これじゃあ覗のぞき見でもしてるみたいだと、自分で自分が情けなくなった。

　それでも、薄うす明あかりの中で必死に絵本の文字を追う。

（やっぱりここの文字は、漢字によく似てる）

　ひらがながないので文章は読めないし、日本では見たことがないような文字も少なくない。しかし中国語だと言われれば、そうかもと思う程度には漢字に似ているのだ。

　かつて世界史の教師が、中国語は英語と同じで主語の後に動詞が来ると言っていた。それを応用して読めば、初めて見る絵本でもいくらかは理解できる。文字も画数の少ない簡単な字が多く、私はその紙面を追うのが楽しくてしょうがなかった。

　その男と出会ったのは、いつものように闇にまぎれて絵本を読んでいた時のことだった。

「そこで何をしている！」

　必死に文字を追っているところに声を掛かけられ、私は草むらの中で思わず縮こまる。

　声を掛けてきたのは、薄明かりでも分かる秀しゆう麗れいな立ち姿の青年だった。

　いつの間にそこまで来ていたのか、彼は私のいる茂しげみのすぐ近くに立っている。

「ご、ごめんなさい！」

　覗きを咎とがめられたのだと思い、必死で頭を下げた。

　いくら中を覗き見していないと言ったところで、この状況では信じてもらえるとは思えなかったからだ。

「外で怪あやしい気配がすると思って来てみれば……誰だれの差し金だ？」

　鋭するどい眼まな差ざしで尋たずねられ、困こん惑わくする。

（どういうこと……？　覗きだと思って怒ってるわけじゃないの？）

「お、おれは、こここ、ここの下働き！」

　口が回らず、鶏にわとりのようになった。

「そんな出まかせが通ると思うか」
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　しかし相手は納なつ得とくしない。

　目線で人が殺せるなら、私は今いま頃ごろ生きてはいられなかっただろう。男にはそう思わせるような気き魄はくがあった。

　泣きたくなって、私は見ていた絵本を男に差し出した。

「違ちがう！　これ、よんでた、だけ！」

　もっと流りゆう暢ちように言葉を喋しやべれたのなら、いくらでも言い訳ができたはずだ。しかし緊きん張ちようと恐おそれで、私はそれ以上どうすることもできなかった。

　青年が腰に付けた佩はい玉ぎよくは、科挙に合格した正しよう真しん正しよう銘めいの官吏の証あかし。彼の指一本で、私の首など簡単に飛ぶに違いない。

　とりあえず前にのめり込む勢いで頭を下げていたら、差し出していた絵本を奪うばわれた。

　うつむいたまま歯を食いしばり、相手の反応を待つ。

「……お前、異国の生まれか？」

　私のつたない言葉から、そう推測したのだろう。青年の言葉が、少しだけ柔やわらかくなった。

「わ、分からない。気づいたらここ、いた……」

　異国といえばそうなのだろう。しかしこの榮国を抜ぬけてどこまで行っても、私が暮らした日本に辿たどり着くとは思えなかった。

（そんな説明したって、分かってもらえるはずないし……）

　なんでこんな目にという、今まで何度考えたか分からない気持ちが湧わき上がってきた。

　本当だったら今頃、忙しいながらも充じゆう実じつした毎日を送っていたはずなのだ。

「頭をあげろ」

　命令に従い恐る恐る顔を上げると、男の顔が驚おどろくほど近くにあった。

　身み動じろぎもできず、自分よりはるかに長身の男を見上げる。

　仕立てのいい衫なつふくは、官吏であることを示す盤領まるえり。しかし行ぎよう儀ぎ悪く首元のボタンを外し、ジャケットのように大きく翻領ひるがえしている。腰に巻いた革かわのベルトからは透すかし彫ぼりの玉ぎよくを垂らし、精せい緻ちな金の帯金具バツクルはさり気ないが高価な品だと一目で分かる。官吏を表す黒の烏紗帽ずきんは被かぶらず、長い髪かみはまるで鬣たてがみのように全すべて後ろに流れていた。

　今まで見た官吏の中でも、一番だらしない格好だ。

　それなのに、不思議と彼の周囲にはピンと張った緊きん張ちよう感かんが漂ただよっていた。

　余暉とは真逆の、荒あら々あらしい美しさが彼にはあった。何もかもを見通すような鋭い眼差しと、固く引き結ばれた少し厚い唇くちびる。

「まだ子供か」

　その言葉が独り言なのか問いかけなのか判断がつかず、とにかく私は黙だまったままでいた。余計なことを言って、彼の更さらなる怒いかりを買いたくはなかった。

「文字を勉強しているのか？　なぜだ？」

　思ってもいなかったことを聞かれ、困惑する。

　少なくとも、日本人である私にとってそれは当然の考えだった。だから恐る恐る口を開く。

「文字……わかれば、知る……できる。この国のこと」

　非力な私にとって、知識は身を守る武器だ。実際、現実世界で覚えたマッサージや化け粧しよう水の作り方が、今の私を助けた。

（生意気だって、また怒おこられるかな？）

　恐る恐る男の顔色を窺うかがうと、驚くようなことが起こった。

　先さき程ほどまであれほど厳しい顔をしていた男が、ふっと微かすかに口元を緩ゆるめたのだ。

（え？　なんで？）

　そう思いつつ、尋ねることはできなかった。

「そうか、いい心がけだな」

　そう言って男は絵本を返すと、そのまま妓女の部屋へと去って行ってしまった。

　残された私はまるで狐きつねにつままれたような気持ちで、そんな彼の背中を見送った。
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　それ以来、その青年官吏とは頻ひん繁ぱんに顔を合わせるようになった。

　夜、私が中庭で絵本を読んでいると、度たび々たび彼がやってくるのだ。

　正直妓ぎ女じよを放ほうっておいて大だい丈じよう夫ぶなのかと思うが、今の所それで問題が起きたりしている様子はないので、大丈夫なのだろう。

「これも読め」

　そう言って男が差し出してきたのは、私が読んでいた絵本など目じゃない程、きちんとした本だった。

　絵がなく、文字の少ない文章が並んでいる。どうやら詩集のようだ。

　なので単語一つ一つに詰つまり、困惑してしまった。

「これ、あ……あ？　なんて読む？　難しい」

　どういうつもりだろうかと男の顔を見上げれば、そこには今までと印象の違う、優やさしい笑えみが浮うかんでいた。

「どれだ？　どの文字が読めない？」

　男が覗き込んでくるので、私は素す直なおに引っかかった文字を指差した。

　すると男は、文字どころか詩の内容やその時代背景まで、丁てい寧ねいに解説しはじめる。

（どうしてこんなに良くしてくれるんだろう？）

　そう思いつつも、私はいつの間にか男の話に引き込まれていった。

「これは俺の好きな詩だ。だから本の最初にくるよう作らせた。残りは簡単な詩ばかりだから、お前一人でもなんとか読めるだろ。分からないことがあったら、次来た時に聞くといい」

　そう言って、男は上じよう機き嫌げんで帰っていった。

　一人残されて、親指の腹でそっと紙面を撫なでる。

　それは現代の日本の物とは違う、厚くてざらざらする紙だった。

（でも確か、本って貴重な物なんだよね？　こんなに軽々しく貰もらってよかったのかな？　てゆうか今、『作らせた』って言わなかった？　そんなに偉えらいのあの人？　そして私はこれをもらっちゃって本当によかったの!?）

　返そうと思い慌あわてて男の背中を捜さがしたが、既すでに彼は建物の中に入った後だった。

　己おのれの迂う闊かつさを反省しつつ、私は文字の勉強を再開した。
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　その日、私は芙蓉の身み支じ度たくを手伝っていた。

　マッサージが気に入られたのか、私は芙蓉に呼び出されて彼女の部屋にいることが多い。

　妓女の襦じゆ裙くんは胸むな元もとが大きく開いている。だから私は芙蓉が胸元まで白粉おしろいを付けるのを手伝ったり、どんな化粧がお客さんに好まれるのか教わったりしている。

　花酔楼トップの彼女が使うだけあって、その化粧用具や化粧品は全て質のいいものだった。

　化粧筆とお揃そろいの漆うるしに螺ら鈿でん細工の化粧台や、曇くもりなく磨みがき抜かれた小さくはない鏡。化粧品の引き出しに収められた釵かんざしや歩ほ揺ようは、それ一つで家一いつ軒けんが建ちそうなほど緻ち密みつで豪ごう奢しやな代しろ物ものだった。

「アンタが女だったら、これの価値も分かるだろうけどねぇ」

　昼間の光の中で、芙蓉がしどけなく言う。

　化粧を施ほどこした芙蓉は、まるで天てん女によのようだった。女の私ですら、思わず見み惚とれてしまう。

　白粉に、高価な紅花の臙えん脂じ色いろ。その赤い唇が艶つやっぽく彩いろどりを添そえている。

　彼女の言葉に、女だと悟さとられるわけにはいかない私は大人しく黙りこんでいた。

「姐ねえさん、化粧濃こい……なんで？　しなくても綺き麗れい」

　私は前から、不思議に思っていたことを尋たずねてみた。

　芙蓉は素す顔がおも美しいのだから、それを生かす薄うす化げ粧しようの方がいいのにと常々思っていたのだ。

「ははッ！　アンタもわかってきたじゃないか」

　しかし、芙蓉は豪ごう快かいに笑って言った。

「あのね、夜ってのは暗くて女の顔なんて見えたもんじゃないだろ？　だから妓女は化粧の濃さを競きそうのさ。どうせ寝しん台だいにはいっちまえば、お客は女の顔なんて見てないしね」

　思いもよらない答えに、私は驚いてしまう。

　お客さんが芙蓉の顔を見ていないはずがない。いつだって贈おくり物として、高価な紅や肌はだを輝かがやかせる雲うん母もが届けられるのだから。

（潔いさぎよいというかなんというか……こういうところも、芙蓉の魅み力りよくなのかな）

　その美しい見た目に反して、芙蓉はさっぱりとした男前な性格だ。

　しかしそんな彼女が、私は好きだった。花酔楼の中でも、芙蓉を慕したう者は少なくない。

　そんな気持ちが顔に出ていたのだろう。芙蓉が少し意地悪な顔をして私をからかってきた。

「ふふ。アンタはそうやって、笑ってた方がいいよ。かわいい顔してるんだからサ」

　絶世の美女にそう言われると、お世辞と分かっていても照れてしまう。

「してない……俺、地味」

　姉と比べて何度も地味だと言われてきたし、自分でもその事実は受け入れ済みだ。

　地味でいいのだ。地味でも、他ほかの女の子を綺麗にすることはできる。

「ったく、もっと自信を持ちな！　そんなんじゃいつまでたっても嫁よめさんなんてもらえないよ」

（だって、本当にお嫁さんもらうわけにもいかないし……）

　どう答えようかと迷っていると、不意に芙蓉が黙り込んだ。

「姐さん？　どこか痛い？」

　彼女は儚はかなげに首を振ふる。

「いいや。アンタみたいな弟がいたら、楽しかっただろうなって思ってね」

「姐さん……」

　芙蓉は、時折こんな風に悲しげな顔をする。

　その理由を、聞いたりなんてできないけれど。

「ああ、ごめんね。突とつ然ぜんこんなこと言われたって、困っちまうよね」

「ううん。俺、嬉うれしいよ？」

　突然、芙蓉は抱かかえ込むように、私の頭を抱だきしめた。

　豊満な胸を押し付けられ、驚おどろいてしまう。

「佳けい佳けい……」

「うん？」

「佳佳ってのがね、アタシの本当の名前なんだ。もう誰だれも呼びやしないがね」

「佳佳？」

「アンタだけでも、たまに呼んでくれるかい？　アタシの母さんが、付けてくれた名前なんだよ」

　芙蓉の声は、今にも消えそうなほどか細いものだった。

「うん……」

「小鈴。アンタは本当にいい子だ。いい嫁さんもらって、幸せになりな。そうして子供が生まれたら、絶対に手放しちゃいけないよ。分かるだろ？　花酔楼だけじゃない、この街には親に売られた娘むすめが集まってるんだ。そんな娘、少ない方がいいに決まってるじゃないサ」

　それは初めて聞く、芙蓉の弱音だった。

　芙蓉だけじゃない。他の姐さんたちだって、皆みんな同じような痛みを抱えている。

　だからこそ、人の痛みがわかる優しい人たちだ。私はそんな、花酔楼の人たちが好きだった。

（日本に帰れないのは辛つらいけど、預けられたのが花酔楼でよかった）

　私は改めて、心の中で余暉に感謝した。

「さあて、そろそろ支度をしなきゃね。お客さんが来ちまうよ」

　照れているのか、芙蓉はそっぽを向いてしまった。

　私はくすりと笑い、持ってきていた化け粧しよう道具を片付け始める。

　その時ふと、庭で出会った青年のことを思い出した。

　彼も、妓ぎ楼ろうで優しくしてくれた内の一人だ。彼のお陰かげで、私の文字の勉強は順調に進んでいる。

　確か彼は、芙蓉のお客さんだったはずだ。

　だって芙蓉の部屋の明かりを拝借している時に、私を怒おこりにやってきたのだから。

「そういえば、今日も来る？　あの……官かん吏りの若い、男」

　名前も知らないと思いつつ尋ねれば、急に芙蓉が険しい顔になった。

　芙蓉の揚あげ代は高額なので、よっぽどの名家の子息でもない限り若い男性というのは少ない。

　私の知る限りでは、あの男が最年少のはずだ。

　まさか、聞いてはいけない相手だったのだろうか？

「なんだい。アンタが客を気にするなんて珍めずらしい。まさかアンタ孌らん童どうなのかい？」

「違ちがう！」

　思いもよらない指し摘てきに、思わず思いっきり否定してしまった。

（孌童って要はお稚ち児ごさんってことでしょ!?）

　お客さんのことを尋ねただけで、まさかそんな勘かん違ちがいをされるとは思わなかった。

「馬ば鹿かだね、冗じよう談だんだよ」

　そう言って、芙蓉は楽しそうに笑った。

　どうやら、からかわれたらしい。

　そこには先ほどまでの悲ひ愴そう感など微み塵じんもなくて、私は怒るよりもほっとしてしまった。

　なんとなく話を誤ご魔ま化かされたような気もしたが、今はそんなことどうでも良かった。
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　夜の帳とばりも降りて、花酔楼で最も広い客間には燭しよく台だいの炎ほのおが揺ゆれている。

「それで、いい加減教えてはもらえないか？」

「そうはお言いになってもねぇ。アタシにはなんのことやら」

　女の妖よう艶えんな笑えみを、男はものともしない。

「聖せい母ぼ神しん皇のう様は、若返りの秘術を持つ者に金百斤きんを与あたえるとまで言っている」

「そんなこと言われても、花酔楼にそんな者はいませんって。なにかの間ま違ちがいじゃございませんの？」

　そう言いつつ、芙蓉は男に酒を勧すすめた。

　透すき通ったそれは、皇こう帝ていが飲むのと同じ最高級の酒だ。

　しかし男は口を付けもせず、無ぶ愛あい想そうに言葉を続けた。

「それにしては、ここ最近の花酔楼の女たちの評判はたいしたものだ。その頰ほおからは皺しわが消え、一回りも二回りも顔が小さくなったと聞くが」

「はん。二回りも小さくなったら消えてなくなっちまいますよ。楽しい酒も飲めないなんて、野や暮ぼなお方」

　そう言って、芙蓉の方が先に己おのれの酒を飲み干した。

　ほうっと息を吐はいた彼女は、仙せん女によもかくやというほどに美しい。

「これはお前のためでもある。花酔楼の話が陛下の耳に入れば、その者は無む理り矢や理りにでも後宮に連行されるだろう。お前たちも隠かくし立てしたと罰ばつを受けるかもしれない」

「仲間を売って金を受け取れって？　黒こく曜よう様は下町の噂うわさを知っておいでかしら。宮きゆう殿でんの北門から出る荷馬車に乗るは、聖母神皇様の玩がん具ぐの成れの果てってね！　大体、あのお方のお陰でどれほど民たみ草ぐさが辛い想おもいをしているか。塔とうだの庭園だのって、新しい建物ばかりお造りになって、賦ふ役えきで男手を取られた家がどうなるかお分かり？　食べてもいかれず、泣く泣く娘を売り渡すのさ。飢うえ死ぬよりはマシだろうってね！」

　芙蓉は怒りに震ふるえた。

　皇太后の無む茶ちやのお陰で、売られてきた少女が花酔楼にも少なからずいたからだ。

「口を慎つつしめ。誰がどこで聞いているかわからないんだぞ」

「死ぬのが恐こわくて妓女なんて務まるかってんだい。気が削そがれた。今日はもうお引き取り下さいな！」

　芙蓉はそう言い放つとさっさと見習いの少女を呼び、お大だい尽じんのお帰りだと嫌いやみたらしく告げてしまった。

　黒曜と呼ばれた男は溜ため息いきをつき、帰り支じ度たくを始める。

　彼は名家である黒こく家けに連なる貴公子で、若くして科挙にも合格した英才だ。

　少なくとも芙蓉はそう聞いていたし、実際金かね払ばらいもよかった。

　しかし芙蓉は、この若くして将来有望の官吏があまり好きではなかった。

　花酔楼の妓女たちの美び貌ぼうが増したと評判になり始めた頃ころから、どこで聞きつけたのか彼は突然やってくる。

　官吏には珍しく野性みのある色男だ。彼のような男が艶つや街にくれば、当然噂になるはず。

　しかし今まで芙蓉は、黒曜という名前を聞いたことがなかった。

　そして黒曜は花酔楼に来るたび、芙蓉の床とこに入るでもなく美の秘密を渡せと言う。

　その美の秘ひ訣けつを持つ者を宮きゆう廷ていに召めし抱え、皇太后に捧ささげる───と。

　確かに小鈴のもたらす斬ざん新しんな美容法は、皇太后を喜ばせるだろう。謝礼だって十分に支し払はらわれるに違いない。

　しかし養母ははや妓女たちは、頑がんとして口を割らなかった。それはあの心地ここちよいマッサージを惜おしんだというよりも、小鈴を心配してのことだ。

　皇太后は確かに、気に入った者には気前よく褒ほう美びを取らせると評判だ。

　しかしその一方で、彼女のために後宮に入って、無事に戻もどった者はいないという。皇太后は飽あき性しようで、飽きた玩具は物でも人でもすぐに壊こわして捨ててしまうのだと。

　先ほど芙蓉が言った科白せりふは、それを痛つう烈れつに皮肉ったものだった。

「それにしてもあの男……」

　すでに黒曜が去った後、明かりを落として一人になった芙蓉は呟つぶやいた。

「てっきり皇太后に取り入ろうとしているのかと思ったのに、なんでアタシを咎とがめなかったんだ？」

　一体何を考えているのか。

　芙蓉は難しい顔で、窓の外を見つめた。

　そんな彼女の小さな呟きは、誰だれにも聞かれることなく夜の闇やみにまぎれてしまった。
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　その時私は庭に出ていた。

　傍かたわらには竹を編んだ箕みかご。その中には、採れたての雑草が種類別に置かれている。

「ちょっと小鈴！　草取りなんていいから、中入ってな！」

　突とつ如じよお養母かあさんに怒ど鳴なられ、驚おどろいた。

　最近、お養母さんは何か厳しくなった。

　妓女でもないのに外出禁止令を出され、今まで行っていたお遣つかいも他ほかの人に頼たのむという。

　私は仕事が減って楽ができるからいいのだが、その様子がちょっと尋じん常じようではなかった。

「いいかい小鈴。アタシは身寄りのないあんたを余暉から引き取って、今まで面めん倒どう見てやったんだからね？　わかってんのかい！　だから誰だれに誘さそわれても迂う闊かつについてくんじゃないよ。飴あめ玉だまやお菓か子しの類たぐいならアタシが買ってあげるからね！」

　とりあえず頷うなずくが、言っている内容がどうもおかしい。

　だって最初の頃は、いつでも代わりはいるんだからと脅おどしてばかりいたのだ。だから私は、寝ねる場所と食事のために必死で働いた。

　大体、甘い物はそれほど好きではないので、それをくれるからといってほいほいついて行ったりしない。

　それにしても、まさか庭に出ていることすらだめだなんて。

「草取り、違う。材料さがし」

「は？　『材料さがし』だって？」

　怪け訝げんそうな顔のお養母さんに、私は今抜ぬいたばかりの雑草を誇ほこらしげに掲かかげた。

　当たり前のことだが、学生の頃の私にはお金がなかった。

　だってお小こ遣づかいもバイト代も全すべて、姉の美容品に姿を変えていたからだ。

　しかし学生のバイト代なんて、たかが知れている。

　それに反して、市し販はんの化け粧しよう品は恐おそろしく高かった。化粧水は安くても一本千円。上を見ればきりがない。

　しかも化粧水だけではなく、洗顔料や乳液、クリームに美容液。果てには日焼け止めからリップクリームに至るまで。それらをライン使いしようと思ったら、同じブランドの商品を幾いくつも揃そろえなければならない。一つ千円の物をだ。それも消しよう耗もう品なので、物によってはひと月を待たず無くなってしまう。

　なので学生のうちは、プチプライスのブランドの中から気に入った物を選んで買うのが普ふ通つうだ。少なくとも、友人の杉田はそうしていた。

　しかし蘭花は、それでは満足しなかった。

　彼女は己の容姿に、一ミリの妥だ協きようも許さなかった。ニキビなんて出来ようものなら、躍やつ起きになって排はい除じよしたがった。シミやソバカスなんてもっての外だ。彼女は指のささくれにすら憎にくしみを抱いだいていた。

　というわけで姉の美容を保つには、私のバイト代を全てつぎ込んでも全然足りなかった。

　だって私が賄まかなっていたのは基き礎そ化け粧しよう品だけじゃない。ファンデーションやらマスカラやら、普通のメイク用品だって買わなくてはいけなかったのだから。

　他にも最新の雑誌を見て流行を勉強したり、新たな化粧法を取り入れてみたり。

　今思えば、自分のためでもないのによくもまああんなに熱心になれたよなと思う。

　姉に強制されていたというのもあるが、結局私は女の人を美しくするのが好きなのだ。だから芙蓉たちにはもっともっと、色々な美容法を試ためしてみたかった。

　そのために私がやろうとしているのは、かつて実際に行っていた雑草による美容法だ。

　それは、私の辿たどり着いた最高にお金のかからない美容法。

　驚くなかれ、雑草はしぶといだけあって、お肌はだや健康にとって驚くほどの有効成分が含ふくまれている。

　例えば春先に咲さくハルジオン。貧びん乏ぼう草と呼ばれるあれだ。

　それを水洗いして、花部と少しの根っこを焼しよう酎ちゆうに漬つける。そうするとあら不思議。三か月後には美白に効く化粧水が出来上がる。

　もちろん人によって合う合わないはあるが、うちの姉に関して言えばアレルギーもなくめちゃくちゃ効いた。

　他にも、ドクダミやヨモギ、クマザサなど。特別な物は何もいらない。ただ取ってきて洗って漬けるだけで、無む添てん加か化け粧しよう水の出来上がりだ。

　野草は化粧水の他にも、お茶や入にゆう浴よく剤ざい、果てには父の養毛にまで威い力りよくを発揮した。

　私はお金がかからなくてほくほくだし、姉は肌の調子が良くなってほくほく。さらに父まで抜け毛が減ってほくほくしていた。一石三鳥どころか四鳥も五鳥もある最高の美容法だ。

　ということで下働きが減って時間に余よ裕ゆうのできた私は、美容を気にする妓女たちのためにその野草化粧水を作るつもりだった。ついでに雑草茶も。この世界でお茶は高級品なので、気軽に飲めるものではないのだ。

　幸運だったのは、この世界の植物が日本とほとんど変わりないということだった。

　言葉が違ちがうので呼び名こそ違うが、見た目も味も全く一いつ緒しよだ。

　なので私はそれほど苦労せず、目的の雑草を揃えることができた。

　しかしそれをお養母さんに説明しようにも、少ない語ご彙いでどう説明すればいいのか。

　とりあえず私は材料採取を途と中ちゆうで諦あきらめ、楼ろうの中に入った。

　高血圧に効くドクダミ茶でも飲めば、お養母さんも少しは落ち着くだろう。
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　それから季節は過ぎて、秋になった。

　夏の暑さが和やわらいで、風が少し冷たくなる。

　夕刻、私は腰こしをかがめてオシロイバナの種を探していた。

　このオシロイバナは、その種が白粉おしろいになると知ったお養母さんが春先に大量に植えさせたものだ。なのでいくらとっても尽つきることがない。

　ちなみに、こちらでの花の名前は煮しや飯はん花か。ちょうど夕食頃ごろに咲くせいだ。

　花の下には、既すでに弾はじけた種が無数に落ちていた。

「何をしている？」

　声を掛かけてきたのは、例の若い官かん吏りだった。

　夏が終わっても、彼は間を空けずに通い詰つめているらしい。

　そのうち身代を喰くい潰つぶしてしまうのではないかと、私は少し心配になった。

　芙蓉の揚あげ代はそれほどまでに高い。

　彼には、本を貰もらった恩もある。

「種、探す」

　そう言って黒い種を差し出し、爪つめの先で割った。

　中から、白い粉がこぼれ出す。

「これ、塗ぬる。顔」

　単語の発音は良くなってきた自信があった。

　しかし、流りゆう暢ちように喋しやべるのにはまだ程ほど遠とおい。

　なので補足のために、顔をポンポンと叩たたくジェスチャーをした。すると、男の顔に理解の色が広がる。

「なるほど。鉛えん白ぱくの代わりか」

　腕うでを組んで唸うなる男に、私は鉛白を贈おくり物にしない方がいいと伝えたかった。

　鉛白も買えないのかと、芙蓉にプレゼントされては困るのだ。

「鉛白、よくない。顔、荒あれる。芙蓉贈おくる、別の物」

　男はしばらく、意味が分からないと言うように眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　こういう時は、もっと言葉が上手うまくつかえればなあと心から思う。

「鉛白、人殺す。頭、壊こわす、薬」

　そう言って自分の頭をとんとんと指差すと、男の顔色が変わった。

「それは……誰かに教わったのか？」

「違う。他の国、知った。俺、来た。遠く」

　そう言って、適当な方向を指差した。

　お客さんからどこから来たと尋たずねられたら、最近はこう返すようにしている。

　別の世界から来ましたと言って、信じてもらえるはずもない。

「あちらというと……西せい域いきか。砂さ漠ばくを越こえてきたのか？」

　そうか、西には砂漠があるのか。

　そんなことを考えつつ、こくりと頷うなずいた。

　男は何かを考え込むように、難しい顔をしていた。

「……お前が花酔楼にやってきたのは、いつだ？」

　尋ねられて、少し考える。

「一年と、半分くらい？」

　こちらに来たのは去年の春だから、そろそろそれぐらいにはなるはずだ。

　そう思うと、なんとなく感かん慨がい深い。

　すると、男の顔が更さらに難しいものになった。

　なにかまずいことでも言ってしまったのだろうか？

　怖こわくなって逃にげ出したくなったが、お客さんにそんな失礼をするわけにもいかない。あとでお養母かあさんに何と言われるか。

　どうしたものかと視線を彷徨さまよわせていたら、偶ぐう然ぜん通りかかった余暉と目が合った。

「旦だん那な様、こいつが何かしでかしましたか？」

　駆かけ寄ってきた余暉が、フォローに入ってくれる。

　それだけで、私は少しほっとした。

「いや、そうじゃないが……」

　そう言って、なにか難しい顔をしたまま男は去って行った。

　緊きん張ちようが解けて、ほっと溜ため息いきをつく。

「小鈴、今度は何をやらかしたんだ？」

「分からない。してない……多分」

　そう言って、二人揃そろって首を傾かしげた。
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　翌日、いつものように酒しゆ糟そうパックを作っていると、突とつ然ぜんお養母さんに呼び出された。

　今度は何を言いつけられるのだろうと思いながら、彼女の房ぼう室しつへ向かう。

「小鈴です。来ました」

　お養母さんの房室には、お養母さんとその隣となりに見知らぬ男性が座っていた。

　来客中かと慌あわてて去ろうとしたら、驚おどろくことにその男性に呼び止められた。

「まあまあ、そこに座りなさい」

（どういうこと？　いつもならお客さんの目につかないように行動しろって凄すごく怒おこられるのに）

　しかし怒ど鳴なりつけるはずのお養母さんは、むっつりと黙だまり込み私を見ようともしなかった。

　とにかく言われた通り、二人の前に座る。

　男がじろじろとこちらを見てきた。品定めされているようで居い心地ごこちが悪い。

　しばらくして、お養母さんがようやく口を開いた。

「小鈴、あんたの身み請うけ先が決まったよ」

「……なに、言ってる？　俺、妓女違う」

　何かの間ま違ちがいだと思って尋ねるが、お養母さんの態度は変わらない。

「もう迎むかえがきてる。荷物を持ってさっさとお行き」

　それだけ言うと、お養母さんは私に背中を向けて行ってしまった。

　その肩かたは、意外なほど小さく見えた。いつもはあれほど背筋をぴんと伸のばしているのが、まるで噓うそのようだ。

　それと入れ替かわりに、房室に屈くつ強きような男たちが入ってくる。

　彼らは私を逃がしはしないというように、ガッチリと取り押さえた。

　その動きは訓練された軍隊のように規則正しく、逃げ出す隙すきなど微み塵じんもない。

「はなして！　違う！　俺違う!!」

　もう何もわからなくて、必死に叫さけんだ。

　やっと一年半が経たって、ここの暮らしにも慣れたというのに。

　お養母さんや姐ねえさんたちとも、少しは仲良くなれたと思っていたのに。

（全部、私の独りよがりだったの？　お養母さんは私を誰だれかに売り渡わたしたの？）

　意味が分からなかった。

　身み支じ度たくをする暇ひますらない。

　何もわからないまま、私は馬車に押し込まれる。貴族様が乗るような立派な馬車だ。

　馬車の中には、見覚えのある人物が乗っていた。

「なんでここいる!?　あなたは……」

　そこまで言って、私は彼の名前も知らないことに気が付いた。彼は私に本をくれた青年官吏だった。

「車を出せ」

　彼の命令に従い、からからと車輪の回り出す音がする。

　少しずつ、住み慣れた花酔楼の建物が遠ざかっていった。

「な……んで？」

　尋ねようとして、自分がひどく緊張していることに気がついた。喉のどが渇かわいて、言葉が喉に張り付いて出てこない。

（身請けって、この人が私をお金で買ったってこと!?）

　悲しいのか、嬉うれしいのか、それすら分からなかった。

　花酔楼で辛つらい下働きをしていた頃ころなら、純じゆん粋すいに喜べたかもしれない。自分を救ってくれる人が現れたのだと。

　しかし妓ぎ楼ろうの人たちと仲良くなった今では、花酔楼から離はなれることが堪たまらなく寂さびしく、心細く感じられた。

（それも、こんな強ごう引いんなやり方……ッ）

　有う無むを言わさないそのやり方に、私は反感を覚えた。

　せめて一言でも事情を説明してくれたら、こんな思いはしなくて済んだのに。

　彼はこちらを見ようともしない。

「なんで、こんな───っ」

　勇気を出して口を開くと、鋭するどい眼まな差ざしが突つき刺ささった。

　大きな掌てのひらで、乱暴に口を押さえられる。

（恐こわいけど、優やさしい人だと思ってた！　こんなことをする人だったなんて！）

　混乱と恐きよう怖ふで泣きたくなった。

　しかし怯おびえていると相手に悟さとられたくなくて、掌の下で必死に息を殺した。

　その時だ。窓の向こうで、聞き覚えのある声がした。

「小鈴───!!」

　首を動かして無む理り矢や理り窓を覗のぞくと、遠ざかる花酔楼の前で余暉が叫んでいた。

　長い髪かみを振ふり乱し、彼は馬車を追ってくる。

　しかし馬車と一いつ緒しよに歩いていた男たちが、すぐに彼に駆け寄り取り押さえてしまった。

　男たちにもみくしゃにされている余暉が、少しずつ遠ざかっていく。

「やめて!!　余暉……俺大だい丈じよう夫ぶ！　だから無む茶ちやしないで!!」

　男の手を振り払はらい、必死で叫ぶ。

　男たちに取り押さえられてもなお、余暉は抵てい抗こうを止やめない。私は堪らなくなった。

「小鈴───!!」

　余暉が何度も、私の名前を呼ぶ。それは、彼のつけてくれた名前だ。

（私になんて関かかわらなければ、余暉はこんな目に遭あわなくて済んだのに！）

　堪こらえきれず、涙なみだが零こぼれた。

「やめさせて！　大人しく、する！　俺なんでもするから！」

　一緒に乗っていた男に縋すがりつき、頼たのみ込む。

　必死で懇こん願がんすると、男は溜息をつき窓から側を歩いていた男を呼び寄せた。そして何事か耳打ちすると、男は余暉のいる方向へ走って行った。

　それを確かめて、私はもう一度男に向き直る。

「約束、して。花酔楼、も、髪かみ結ゆい師も、手、出さない。じゃなきゃ俺、ここで死ぬ！」

　そう言って口を大きく開き、舌を突きだした。

　私の意図を悟ったのか、男は驚いたように目を見開き、そしてすぐに眉み間けんの皺しわを深くした。

「……わかっている。そんなことをしていると本当に舌を嚙かむぞ」

「本当か？」

「希望を聞いている内に大人しくしろ。まだ言うようならあいつらがどうなっても知らんぞ」

　そう凄まれれば、黙るしかなかった。

　そうして馬車は私を乗せて、塀へいの外に出ようとしていた。
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　そうして連れてこられたのは、見たこともないような大きなお屋や敷しきだった。

　花酔楼も妓楼の中では大きい方だったけれど、このお屋敷はそれとは比ひ較かくにならない。

　馬車のままで巨きよ大だいな門をくぐり、広い庭を進む。

　家屋へ続く道は石でしっかりと舗ほ装そうされていて、馬車はほとんど揺ゆれなかった。

　庭の中には広い池や建物が点在していて、とても個人宅とは思えない。

　私は、馬車の中で黙り込む男に目をやった。

　想像はしていたが、やはり彼は大層な家の出身らしい。

（でも、どうしてそんな人が身請けなんて……）

　そんなことを考えていたら、しばらくして馬車はようやく建物の入り口らしき場所に到とう着ちやくした。

　先に降りた男の手を借りて、恐おそる恐る馬車から降りる。

　馬車の中で黙っていろと脅おどして以来、男はずっと口を閉じたままだ。

　気き詰づまりで、建物を見上げた。

　庭も立派だったが、建物は更さらに立派だ。

　堂々と張り出す瓦かわら屋根と、それを支える鮮あざやかな腕うで木ぎ。肘ひじ木きには細かな装そう飾しよくが施ほどこされ、木の部分は全すべて不老不死を表す丹に色いろで塗ぬられている。

　啞あ然ぜんとしていると、建物の中から小こ柄がらな老人が出てきた。

　彼はぱたぱたとこちらに歩み寄り、慣れた様子で拱きよう手しゆをした。映画などでよく見る、掌に拳こぶしを当てて挨あい拶さつをするあれだ。

「お帰りなさいませ、こちらが例の……？」

「ああ。では頼んだぞ」

　そう言い捨てて、男は私を置いて行ってしまった。

（え、行っちゃうの？）

　男の背中を目で追っていたら、老人が今度は私の前にやってきた。そして先ほどと同じように拱手したので、私も見よう見まねでそれを返す。

　老人が、好こう々こう爺や然とした笑い声をあげた。

「これは、教育のし甲が斐いがありそうですな」

（教育？　一体何のこと？　せめて説明していってよ！）

　意味も分からないまま、私は老人の後について屋敷に入った。
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　連れて行かれたのは、これまた立派な造りの湯ゆ殿どのだった。

　石をくり貫ぬいた巨大な浴よく槽そうからは、ほくほくと温かそうな湯気が昇のぼっている。

　まるで温泉宿のような立派なお風ふ呂ろだ。

　一年半ぶりに見るまともなお風呂に、どうしようもなく心が騒さわいだ。

（花酔楼では、絞しぼった布で体を拭ふくのが精せい一いつ杯ぱいだったもんね。女だってばれるわけにはいかなかったし）

　今すぐに飛び込みたい気持ちを堪え、老人に従う。

　するとそこには、色っぽい薄うす絹ぎぬの女性が二人、私を待ち構えていた。

「下界の垢あかを存分に落とすがよい」

　老人は彼女たちに何事か言いつけ、私を置いてさっさといなくなってしまう。

（一体何がはじまるの？）

　不安で縮こまっていると、彼女たちが私を取り囲んだ。

「旦だん那な様のご命令です」

「隙すきなく全身磨みがき上げるようにと」

「早く衣ころもをお脱ぬぎくださいませ」

「私たちが存分におもてなし致いたします」

　まるで天てん女によのように美しい二人に見下ろされ、私は冷や汗あせをかいた。

　お風呂に入れるのは、嬉うれしい。

　しかし二人の目の前で服を脱げば、女だということがばれてしまう。

（あれ、でももう妓ぎ楼ろうを抜けたんだから、女だってばれても構わないのかな？　でも、もし女だってばれて何かあったら……）

　考え込んでいたら、いつの間にか彼女たちが私の服を脱がし始めていた。

「ちょ、まって！　うわっ」

　逃にげようとしたけれど、彼女たちの力が意外に強くて驚おどろく。それに下手に暴れたら、相手を怪け我がさせてしまいそうで恐かった。

「うふふ、可愛かわいいこと。初心うぶなのね」

「綺き麗れいにするだけだから、安心なさって」

　慰なぐさめるように声を掛かけられたが、ちっとも安心なんてできない。

（どうしてこの世界の女の人たちは、こうも色っぽいわけ!?）

　半ば八つ当たりのように思いながら、手を振りほどこうともがく。しかしどうにもできないまま、腰こし帯おびを引き抜かれてしまった。

（ああ、もうどうしようもないの？　女だってばれちゃうの？）

　諦あきらめかけた、その時。

「あら、怪我でもなさっているの？」

　彼女たちの手が、胸のさらしを見て戸と惑まどったように止まった。

（チャンスだ！）

　私は慌あわてて、緩ゆるめた服の合わせを搔かき合わせた。

「ひどい、けが。見ないがいい。火傷やけど」

　慌てながら、どうにかそう言い募つのる。

　怪我を見られたくないと嫌いやがれば、この場を切り抜けられるかもしれない。

　思った通り、彼女たちは顔を曇くもらせどうしようかと相談し始めた。

「ひとり、入れる！　姐ねえさんたちの風呂の世話、してた、から」

　それは真っ赤な噓うそだったが、どうやら信じてもらえたらしい。

　彼女たちは道具などの使い方を教えて、湯殿の外に出て行った。

　ほっと一安心だ。

　私は彼女たちの気が変わらない内にと、そそくさと体を洗い湯船につかった。

　久しぶりのお風呂は、本当に生き返るような心地ここちだ。

　体の芯しんまで解ほぐれ、深くリラックスする。

（無む理り矢や理り連れてこられたけど、これだけは嬉しいかも）

　丁てい寧ねいに髪かみと体を洗い、よく温まってから浴槽を出た。

　湯殿と地続きになっている脱だつ衣い所には、上等な服が一ひと揃そろえになって掛けられていた。

　私が着ていた服は処分されてしまったらしく、どこにも見当たらない。

　その用意されていた服に目をやって、驚きで思わず悲鳴をあげそうになる。

　褲ズボンではなく裙子スカートと、短い髪を補うための付け毛。

（まさか……私が女だってバレてるの？）

　誰だれかに理由わけを尋たずねたいが、湯殿はしんと静まり返っている。

　先ほどの女性たちは、気を遣つかって外で待っているらしい。扉とびらの向こうに、ささやかな人の気配を感じる。

　不安に思いつつ、仕方なくそれらに手を伸のばした。

　用意されていた襦じゆ裙くんは、まるで西洋のドレスのように優ゆう雅がなデザインだ。

　袖そで口ぐちの広がった短い上着の上に、胸の下で帯を結ぶエンパイアラインのドレスのような長い裙子スカート。更には羽は衣ごろものような披ひ帛はくというストールを、両りよう肘ひじに引っかける。

　花酔楼で姐さんたちの着き替がえの手伝いをしていなければ、着方すら分からなかったに違ちがいない。

　一度も袖そでを通したことのない上等な着物や装飾品の類たぐいは、ひどく重く感じられた。

　身だしなみを整え、勇気を出して扉を開く。

　湯殿の外では、先ほどの女たちが揃いの襦裙姿で待っていた。おそらくは、それがこの家の使用人の制服なのだろう。

　そんな彼女たちに連れられ、長い高たか床ゆかの回かい廊ろうを歩く。

　お屋や敷しきは外も凄すごかったが、中もそれ以上に凄かった。

　ちらりとのぞいた部屋にはセンスのいい調度品が並び、高価そうな壺つぼや置物がそこらじゅうに飾かざられている。屋敷自体もすみずみまで手入れが行き届いていて、壁かべの辰しん砂しや色が新築のように眩まぶしかった。

　長い回廊の果てにようやく辿たどり着いたのは、入り口に衝つい立たての置かれた一ひと際きわ立派な房ぼう室しつだった。

（いよいよ、私が身み請うけされた理由がわかる……）

　震ふるえそうになる足を叱しつ咤たして、衝立の向こうに歩き出す。

　しかし私を出で迎むかえたのは、華きや奢しやな女性の後ろ姿だった。

　複雑に結ゆい上げられた髪と沢たく山さんの花飾り。そして仕立てのよさそうな服が、彼女がただの使用人ではないと知らせている。

「奶奶おくさま」

　使用人たちが奶奶と呼びかけたということは、彼女がこの家の女主人ということだ。

（彼女なら、私がここに連れてこられた理由も知ってるのかも！）

　どきどきしながら、相手が振ふり向くのを待った。

　しかし現れたのは、まるでおたふくのお面のような顔をした少女だった。

　あまりにも厚く塗ぬりたくられた石せつ膏こうのような白しろ面おもてに、赤く分厚い唇くちびると太い下がり眉まゆ。

「ぎゃあ！」

　踏ふんづけられた猫ねこのような悲鳴が、喉のどから漏もれる。

　あげてしまってから、それが自分の悲鳴であることに気が付いた。

（やばい！　出会い頭がしらに悲鳴をあげるなんて、第一印象最悪だ！）

　慌てて取り繕つくろおうとするが、その前に少女は顔を押さえて泣き崩くずれてしまう。

　悲鳴をあげられたのが、ショックだったらしい。

「ご、ごめん！」

　慌てて少女に駆かけ寄る。

　彼女がさめざめと泣くので、化け粧しようを施ほどこしていたらしい顔は更さらにひどい有様になってしまった。

　しかしその隙すき間まからのぞく素す顔がおは、まだあどけなくも可愛らしいものだ。

（なんだ。化粧なんかしない方がよっぽど可愛いじゃん、この子）

　そう思いつつ、そのほっそりとした背中を撫なでて彼女を慰める。

「いいの。どうせわたくしなんて、お化粧をしても悲鳴をあげられるような女ですもの。だから旦那様も、私を放ほうっておかれるのだわ」

「そんなことはございませんよ奶奶」

「そうですわ。ただ少しやり過ぎなだけですよ。まるでおばけかと思いましたわ」

　慰めているのか貶けなしているのか、下女たちは少女に言い募る。

　その言葉に更に傷ついたのか、少女はいつまでたっても泣き止やもうとしない。

　可か哀わい相そうだし、なによりこれではあまりにも勿もつ体たいない。

「直す……化粧道具、貸して」

　先ほどまで不安でいっぱいだったのに、気づけば私の口からはそんな言葉が飛び出していた。
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　通されたのは、彼女の私室らしき部屋だ。

　広い部屋には鴛鴦おしどりが刻まれた大きな寝しん台だいがあり、所ところ狭せましと花が飾られている。

　いくらなんでもその量が多いので、私は首を傾かしげた。

（何かのお見み舞まい？　ちょっと尋じん常じようじゃない量だけど）

　その様子に気付いたのか、ここまで案内してくれた使用人が笑いながら説明してくれる。

「これらは全すべて、旦だん那な様からのプレゼントなんですよ。奶奶の名前が花か琳りん様なのにちなんで、毎日こうして花を届けるようにと。本当に、夫ふう婦ふ仲がよろしくて羨うらやましいですわ」

　長い裾すそで口元を隠かくしながら、彼女は優雅に笑った。

　対して部屋の主あるじである花琳は、おたふく顔のままでもじもじしている。

「そ、そんなことないですわ！　旦那様は、私に気を遣ってくださってるだけですの……」

　白粉おしろいの塗りたくられた顔が、悲しげに歪ゆがんだ。

（あらら。これは謙けん遜そんじゃなくて、本当にそう思い込んでるのかな？　毎日花を届けてくれるなんて、素す敵てきな旦那様だと思うけどなあ）

　愛らしい素顔を持っているのに、どうしてそんな風に思い込んでしまったのだろう。

（せめてお化粧で、自信を付けてほしい）

　私は彼女に向き合った。

「奶奶、座る」

　使用人たちを真似まねしてそう呼ぶと、彼女は眉を顰ひそめた。

「そんな、貴方あなた様は旦那様の大切なお客様。どうぞ花琳とお呼びください」

　言われて、胸がずきんと痛んだ。

（じゃあ、彼女があの男の奥さんなの？）

　私をこの屋敷まで連れてきたのは例の青年官かん吏りだ。彼は貴族が乗るような豪ごう華かな馬車に乗っていた。そしてこの広大な屋敷。彼がこの屋敷の主だと思うのが普ふ通つうだ。

　でも、胸が痛んだ理由は分からなかった。

　ただ、詩集をくれた時には身近に感じられた彼が、今はひどく遠い。

（どうして私のこと、身請けなんてしたの？）

　あらためて、そのことが疑問に感じられた。

　黙だまり込んだ私に対して、花琳は困っているのか悲しんでいるのか、複雑な表情をしていた。

　その顔を見ていて、あることに気が付く。

（あ、もしかして───）

　ぴんときた私は、慌あわてて手を振り彼女の誤解を正した。

「違う！　俺、旦那様の愛人違う!!」

　先ほどから、彼女の表情が優すぐれない理由はそれだったのだ。

　花琳は、突とつ然ぜん身み請うけされてきた私を旦那様の愛人だと勘かん違ちがいしていた。

　普ふ段だん通りの少年の格好だったら、そんな勘違いはされなかったに違いない。

（奥様からしたら、愛人が堂々と家に乗り込んできたと思ったのかも）

　そう考えると、厚い化粧で武装していた花琳に申し訳なくなった。

「とにかく、化粧、直す！　旦那様、見返す!!」

　そう言って一人気合いを入れて右みぎ腕うでを突つき上げると、おどおどと花琳も腕を上げて賛同してくれた。

　なんとなく、彼女とは仲良くできそうな気がした。

　花琳を寝台に横たえ、まずは使用人に頼たのんで持ってきてもらったひまし油を、掌てのひらで温める。

　それを額から順に、鼻、顎あご、目元、口元の順で延ばし、花酔楼でやっていたようなフェイスマッサージを施した。

　すると涙なみだで崩れた化粧が、ゆっくりと剝はがれていく。

　こういう自然由来のオイルを使ったクレンジング法というのは現代にもあって、時間はかかるが水分を残したままで毛穴の汚よごれを取ることができるのだ。

　この時代の化粧品は全て水で落ちる物なので、それほど時間はかからずに化粧を落とすことができた。

　じっくりマッサージをしていると、花琳の顔からは少しずつ強こわ張ばりも取れてくる。

　あとは用意してもらった蒸むしタオルで、オイルごと化粧を拭ふき取った。

　洗顔が終わる頃ころには、花琳はすっかりリラックスできたようだ。

「すごいです……こんな化粧の落とし方、初めて」

　花琳は物もの珍めずらしそうに鏡を覗のぞき込み、何度も自分の頰ほおを撫でている。

　気に入ったのならよかったと、私は胸を撫でおろした。

　花琳の肌はだはつるりと年相応に瑞みず々みずしく、白い肌は白粉なんて叩たたかなくても十分なほど白く肌理きめが細かい。厚い唇も太い眉も、化粧を落とすと普通の大きさだった。どうやら化粧でかなり強調していたようだ。

「花琳、化粧しない、きれい」

　率そつ直ちよくに思ったことを口にしたら、花琳の頰がぽっと赤くなった。

　しかしすぐに、彼女は浮うかない顔になってしまう。

　気分を害してしまったのだろうか？

「私って、いつもこうなの。緊きん張ちようしてばかりで、すぐに顔が赤くなってしまって……だから旦那様にそれを見られたくなくて、いつも白粉を沢たく山さん塗ぬっているのです」

（そうだったんだ）

　彼女が過か剰じような化粧をしていたのには、ちゃんと理由があったのだ。

　その痛ましげな表情を見ていると、いても立ってもいられなくなった。

　私の中に、何とかしてあげたいという強い想おもいが込み上げてくる。

「ちょっと、頼み、ある……」

　事の成り行きを見守っていた使用人に向かって、私はあるお願いをした。




[image: ]




「旦那様がお帰りになりました」

　使用人が、主の帰宅を知らせる声がした。

　それに慄おののくように、花琳の細い肩かたがびくりと震ふるえる。

　私の心臓も、びくりと跳はねた。

「大だい丈じよう夫ぶ。花琳、きれい。自信持つ」

「でも……」

　うじうじしてなかなか玄げん関かんに向かわない花琳の肩を、がっしりと摑つかんだ。

「大丈夫！　旦那様惚ほれ直す！」

「でも、でも……」

　さきほどからずっとこの調子だ。

　奥方が迎むかえに来なければ、旦那様はおかしく思うだろう。

　どうしたものかと思っていると、廊ろう下かの方からどたどたと誰だれかの走る音が聞こえた。

　格調高い貴族様のお屋や敷しきに、その足音はあまりにもそぐわない。

（随ずい分ぶんと騒さわがしい使用人だな。後で怒おこられないといいけど）

　悠ゆう長ちようにそんなことを考えていたら、部屋の扉とびらが開き衝つい立たてが振ふり払はらわれた。

　突然のことに驚おどろき、思わず花琳の前に飛び出してしまう。

　彼女を狙ねらう何者かが侵しん入にゆうしたのかもしれない。

「花琳っ、無事か!?」

　しかし、侵入者が発したのは予想もしない言葉だった。

　その声に反応したのか、私の後ろから花琳がひょっこり顔を出す。

「旦那様！　お、お帰りなさいまし……」

　花琳は恥はずかしがって、すぐに顔を隠してしまった。

　私は驚いて二人の顔を交こう互ごに見る。

　男は眉み間けんに皺しわのある、瘦やせた長身の男だった。

（どういうこと？　花琳の旦だん那な様はあの男じゃなかったの？）

　私が混乱して気を抜ぬいている間に、旦那様は花琳にずんずんと近付いていた。

「何かあったのか？　その顔を見せてくれ」

「どうかご勘かん弁べんを……恥ずかしいですわ」

「無事を確かめるだけだ」

　そう言って、旦那様は顔を庇かばう花琳の腕を摑みとった。

　花のようなかんばせが露あらわになる。

　白粉ではなくファンデーションを塗ぬった肌は、緑系のコンシーラーで赤みを抑おさえた。

　花琳は素材がいいからそれだけで十分可愛かわいかったのだが、ここは彼女に自信を持ってもらうため、敢あえて他ほかの化け粧しようも施ほどこした。

　薄うすく描えがいた山なりの優やさしい眉まゆと、つけまつ毛で少しずるをした愛らしい目。太く長めに引いたアイラインが、花琳の垂れ目を強調してより柔やわらかい印象を与あたえる。

　最後に、当代風に額に花か鈿でんを描いた。花鈿というのは額に花などのワンポイントを描く化粧法だ。赤い花弁が、花琳の肌の白さを際きわ立だたせる。

「これは……」

　私の技術を注ぎ込んだ化粧だが、果たしてこの世界の人に受け入れられるのか。

　そんな不安はあった。

　しかし旦那様は、私と花琳の不安など吹ふき飛ばすように愛妻をぎゅっと抱だきしめた。

「なんて美しい……仙せん女によが舞まい降りたのかと思ったぞ」

「旦那様……っ。勿もつ体たいないお言葉ですわ」

　こうして目の前に、一組の鴛鴦おしどり夫ふう婦ふが生まれた。

（良かったね、花琳）

　わざわざ花酔楼からメイク道具を持ってきてもらってよかったと、心の底から思った。

　同時に、この世界でも自分のメイクが通用する。それが分かったのが純じゆん粋すいに嬉うれしかった。

「部屋に籠こもって出てこないと聞いて、胆きもが冷えたぞ」

　しばらくして、旦那様はそう言うと、顔を上げて周囲を見回した。

「そういえば、黒曜様が連れてきたという子供はどこにいる？　花琳と一いつ緒しよだと聞いたのだが……」

「お客様でしたら、さっきから旦那様の目の前にいらっしゃいますよ」

「目の前？　まさか……」

　険しい顔をした旦那様と目が合う。

　鋭するどく睨にらまれると、動くこともできなくなった。

　蛇へびに睨まれたカエルというのは、こんな気持ちなのかもしれない。

　ピンと張りつめた空気の中で、花琳が助け舟ぶねを出してくれた。

「旦那様。この方はわたくしに、素す敵てきなお化粧をしてくれたのです」

「ほう、その化粧を？」

　すると旦那様は、何かを考え込むように己おのれの顎あごに指を当てた。

　部屋の中に重い沈ちん黙もくが流れる。

「これならば、うまくゆくかもしれない……」

　旦那様の呟つぶやきが、やけに大きく聞こえた。
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　翌日から、なぜか私のお嬢じよう様教育が始まった。

　理由は誰も教えてくれないし、黒曜もあの日以来姿を現さない。

　旦那様とやらに話を聞こうにも、彼は忙いそがしいらしく家を空けることが多かった。

　この屋敷に来た日、出で迎むかえてくれた老人が私の先生だ。

　お淑しとやかに見える礼れい儀ぎ作法から、琴こと、琵び琶わなどの楽器の演奏。漢詩の詩作に名筆の臨書。

　老師の教えは厳しい。初めて対面した時にした拱きよう手しゆも、コテンパンに直された。

　曰いわく、腕うでの角度がなっていないだの、指先をもっと伸のばせだの、男と女は手を逆に組むのだ馬ば鹿か者め！　などなどなど。

　上手うまくできなければご飯を抜かれてしまう。なので私は抵てい抗こうもそこそこに、必死でその教えにくらいついていった。

（ご飯で釣つるなんて卑ひ怯きようだ）

　花琳はそんな私を心配して、たまにお菓か子しを差し入れてくれる。

　お礼にこちらは肌はだをきれいに保つ美容法などを教えたりして、彼女とはかなり仲良くなった。

　あの日以来、旦那様との仲も良好だそうでなによりだ。

　彼女の仏ぶつ頂ちよう面づらの旦那様───黒こく深しん潭たんは、なんとこの国の宰さい相しよう様なのだそうだ。

　黒家は代々宰相を輩はい出しゆつしている名門であり、花琳はその遠とお縁えんの娘むすめなのだという。

「───初めてお会いした時から、深潭様は素敵でしたわ。わたくしずっとお慕したいしておりましたの」

　庭園にある四阿あずまやで、私たちは向かい合いお茶を飲んでいた。

　目をハートにして語る花琳は、愛される者の自信か最近とみに美しい。

　彼女の悩なやみである頰ほおの赤らみは、米粉に緑の顔料を混ぜた即そく席せきコンシーラーで抑えられている。

　最近、花琳はこの国では珍めずらしい薄うす化げ粧しようを好むようになった。

　最近では黒夫妻の鴛鴦夫婦ぶりにあやかって、使用人の女性たちも薄化粧をするようになったぐらいだ。

　私の化粧がきっかけで悩みを克こく服ふくしてくれたのは嬉しいけれど、毎日この調子なので少し当てられてしまう。

「あら、鈴音様。お茶を飲む時の手の形はそれではいけませんわ」

　花琳に指し摘てきされ、慌あわてて指の形を確かめる。

　そう。私たちはゆっくり休きゆう憩けいを楽しんでいるのではなく、これもお嬢様教育の一いつ環かんなのだった。

　名門貴族の遠縁とはつまり、花琳自身もどこぞの貴族のご令れい嬢じようということだ。

　なので私のお嬢様教育には、花琳もしっかり参加していた。

　今も向かい合ってお茶を飲みながら、その所作をテストされているところだった。

「どうしてこんなことするアルか？」

　理由も分からずマナーを叩たたきこまれ続ける日々に、私は疲つかれ切っていた。

　ついこの間まで妓ぎ楼ろうで下働きをしていたというのに、これでは生活に差があり過ぎる。

「いけません鈴音様。アルは禁止ですと言ったじゃありませんか」

「ごめんアル……」

「もう！　鈴音様ったら」

　花琳が嘆なげく。

　しかし言葉を正しくしゃべろうとすると、緊きん張ちようしてなぜか語ご尾びが『アル』になってしまうのだ。

　花酔楼にいた頃ころはこんなことなかったので、言葉に関してはむしろ後退しているような気がしないでもない。

　ちなみに『鈴音』という名前は、異国風だが字は女性らしいということでそのまま使ってもいいことになった。

　偽ぎ名めいだと咄とつ嗟さに反応できないので、それは正直ありがたい。

（それにしても黒深潭は、私を令嬢に化けさせて一体何をさせるつもり？）

「花琳、知らない？　女、ふりする、理由」

　尋たずねると、花琳が困った顔になった。

「申し訳ないですけれど、存じ上げませんわ。旦那様はただ、後宮に入れても問題ないようにせよとの仰おおせで……」

「後宮？」

　知ってはいても、馴染みのない場所の名前が出てきて戸と惑まどう。

　後宮とは、皇こう帝ていのために国中から集められた美女が暮らす場所だ。

　しかしそれゆえに、皇帝以外の男性の立ち入りは厳しく制限されている。

　後宮に勤める男たちは、すべて男性機能を失った宦かん官がんという念の入れようらしい。

「なんで、後宮？」

　花琳に尋ねてみても、彼女は困った顔をするばかりだ。

「なにも旦だん那な様だって、本当に鈴音様を後宮にお入れになるつもりはないと思いますわ。ただ、そうであってもおかしくないような教養を身に付けさせたいという意味かと。内官は貴族の令嬢か小国の王女がなるのが普ふ通つうですし、それに仕える女によ官かんも、それなりの教養がないと……」

「女官？　内官？」

「内官というのは皇帝のお妃きさきさまのことで、正一品の四夫人、正二品の九嬪ひん、正三品から正五品の二十七世婦、正六品から正八品の八十一御ぎよ妻さいからなります。女官というのは正八品以下の、宮きゆう廷てい内の職務に従事する女官たちのことですわ」

　説明を聞いていると、頭がこんがらがってきた。

（えーっと、正一品とか正二品っていうのは確か位を表すんだよね？　その数が少ないほど宮廷では偉えらいってことでしょ？）

　老師に無む理り矢や理り覚えさせられた知識を引っ張り出し、その様子を想像してみる。

　四夫人、九嬪、二十七世婦、八十一御妻。それらを足して百二十一人。上位のお妃様が百二十一人として、それ以外にも位の低い女官が数えきれないほどいるわけだ。

　一夫多妻が許されていない日本生まれの身としては、それが一人の男性の妻の数だと思うと眩暈めまいがする。

「でも、最近皇帝陛下はほとんど後宮にお渡わたりにならないそうです。まだお子もいらっしゃらないですし、旦那様もそれに頭を痛めておいでで……」

　まるで我がことのように、花琳は辛つらそうな顔をした。

　皇太子の有う無むが国にとって重要なのは分からなくもないが、それを終始周りに見張られているというのは、いい気分ではないだろう。

（まあ、そんなにせっつかれたら嫌いやにもなるか）

　皇帝に同情しつつ卓たく子しの上の油ゆ餅べいに手を伸ばそうとしたら、その甲こうをぺしりと叩かれる。

「淑しゆく女じよがお菓子をがっついてはいけませんわ。作法のレッスンが終わってからです」

　苦笑いで、私は手の甲を撫なでた。

（皇帝も可か哀わい相そうかもしれないけど、即そく席せき令れい嬢じように仕立て上げられようとしている私も十分に可哀相かも）

　黒邸ていの日々は、そんな風に厳しいながらも穏おだやかに過ぎていった。
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　それは、月が綺き麗れいな晩のことだ。

　身体からだは疲れ切っていたが、目が冴さえたので庭に出てきてしまった。

　秋も中なか頃ごろ。夜着だけでは肌はだ寒ざむい。庭のそこかしこで、鈴すず虫むしが鳴いていた。

（この世界でも、月は同じなんだ……）

　白く光る月を見上げながら、日本のことを思い出す。

　こちらにきてから、もう一年半以上の歳月が流れていた。

（あっちでは、私はどういう扱あつかいになってるのかな？）

　内定は取り消しになっているだろうし、アパートだって引き払はらわれているだろう。

　両親は悲しんでいるだろうと思う反面、姉さえいれば大だい丈じよう夫ぶだろうとも思う。

　日本で暮らしていた日々が、今は蜃しん気き楼ろうのように遠い。

　本当はこちらが夢なのではなくて、ずっと日本という国の夢を見ていただけなんじゃないか。最近はそう思うことすらあった。

　姉すら、今は懐なつかしい。

　なにもかもが恋こいしかった。両親も、友人の杉田も、そしてこれからするはずだったメイクの仕事も。

　手を伸ばしても、何一つ届かない。

　今はただ目の前に出される課題を、こなすだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　故郷を恋しがっていると、ガサリと庭木をかき分け声を掛かけてくる人がいた。

「眠ねむれないのか」

　声を掛けてきたのは見知った人物だった。

「あんた……」

　それは、花酔楼で芙蓉のもとを訪おとずれていた青年官かん吏りだ。

　彼に会うのは、この屋や敷しきに無理矢理連れてこられて以来のことだ。

　思わず呆あつ気けにとられて、ぼんやりと彼を見つめた。

　名前を呼ぼうとしたが、私は彼の名前すら知らないことに気付く。

「はは、俺を『あんた』なんて呼ぶのは、お前くらいだ」

　彼はおかしそうに笑った。

　それをきっかけに、言葉が溢あふれ出す。

「なんで、俺をここに連れてきた！」

　思わず摑つかみかかろうとして、彼の腕うでになにか丸い物が抱かかえられていることに気がついた。

　それは、小さな蓋ふたつきの壺つぼだった。素す焼やきの、貴族様が持つにはあまりにも素っ気ない品だ。

　華はなやかな容姿を持つ彼には、その壺は余りにも不ふ釣つり合いだった。

「なに、それ？」

　思わず尋ねると、彼は意地の悪そうな笑えみを浮うかべた。

「ああこれか。なんだと思う？」

「わからない。痰たん壺つぼ？」

　痰壺というのは、ぺっと痰を吐はきだす壺のことを言う。

　わざわざ持参するとも思えないが、大きさからするとちょうどそれくらいだ。

　私の答えに、男は呆あきれたような顔をした。

「なぜ俺がわざわざ痰壺を持ち歩かねばならない。これは、お前宛あてだ」

　そう言って、壺を差し出される。

　例の詩の本に続き、この男に何かを貰もらうのは二回目だ。

　恐おそる恐る受け取ると、壺は何かで満たされているのかずっしりと重かった。

「なに、これ？」

「いいから開けてみろ」

　しぶしぶ、言われたとおりにする。

　壺の中は、覚えのある匂においのする液体で満たされていた。

「これ……」

　すぐにわかった。

　これは、花酔楼で漬つけていたヨモギの化け粧しよう水だ。

「どうして？」

　男を見上げると、彼は答える代わりにざらりとした紙を差し出した。

　例の本とは比べものにならないような、粗そ末まつな紙だ。

　とりあえず壺を地面に置き、その紙を受け取る。

　紙をひらくとそこに、月の明かりで流りゆう麗れいな文字が浮かび上がった。

「〝小鈴、元気でやっているか？〟───これっ！」

　そこにしたためられていたのは、花酔楼の妓ぎ女じよたちからのメッセージだった。

　芙蓉をはじめ、私が毎日マッサージをしていた女性たちだ。

　花酔楼は一流の名に恥はじず、妓女たちもそれぞれに読み書きができた。だから紙にはまるで寄せ書きのように、様々な筆ひつ跡せきのメッセージが綴つづられていた。

　私がいなくなって化粧ののりが悪いとか、マッサージをする手が懐かしいとか、そんなことが書いてある。言葉が上手うまくないんだから下手なことは言うなとか、じっと相手を見る癖くせは相手を怒おこらせることもあるから、気を付けろとか。

　言葉は悪いが、どれも私を心配してくれているのが手に取るように分かった。

　彼女たちはまるで友人のように、実の姉のように、私を心配してくれている。

「〝人のことばかりじゃなくて、自分のことも考えな。あんたは他人のことばかり必死にやるから〟……」

　少し武骨なその文字にだけ、署名がない。

　しかし折々によく目にしたその筆跡には、見覚えがあった。

「お養母かあさん……」

　気づけば、涙なみだが零こぼれていた。

　無む理り矢や理り売りつけられたと思っていた。

　だけどあとからよく考えてみれば、お養母さんだって貴族に命じられれば拒きよ否ひできなかったに違ちがいない。

　売られる直前、外には出るなとあれほどしつこく言われていたのは、こうなることを危き惧ぐしていたのだろう。

　厳しい人だったけれど、彼女と余暉のおかげで私は野垂れ死にせずに済んだのだ。

　そういえば、この紙には余暉からのメッセージがない。彼は花酔楼だけの専属ではないから、仕方ないのかもしれないが。

　嬉うれしいのに、それだけが少し寂さみしい。

「あと、これも」

　男が手絹はんかちと一いつ緒しよに、麻あさでできた袋ふくろを差し出してきた。

　気き恥はずかしく思いつつ手絹で涙を拭ぬぐい、袋の中を覗のぞきこむ。

　そこには驚おどろくことに、少なくはない量のお金が入っていた。丸くて、真ん中が四角くくり貫ぬかれた銅貨だ。その四角の一片ぺんごとに、榮、黄、通、宝と文字が記されている。

　榮は国の名前。そして黄おうは皇こう帝ていの一族の姓せい氏しだ。

　お金には縁えんのない私だが、これがこの国で流通している通貨だということぐらいは知っている。

「どうして……？」

「お前を身み請うけする代金を支し払はらおうとしたら、小鈴に借金はないから本人に渡わたせと突つっ返された」

　驚きで瞬まばたきも忘れた。

　あのお金に厳しかったお養母さんが、まさかこの少なくはないお金を私にと言うなんて。

　黙だまり込んでいると、男は感心したように言った。

「それにしても、見み違ちがえたな。妓ぎ楼ろうで見た時にはただの子供だと思っていたが」

　思ってもみなかったことを言われ、顔が熱くなる。

「いつ、気付いた？　俺、女って」

　気になっていたことを尋たずねると、男は驚いた顔をした。

「な……」

「な？」

「なんだって!?」

「え？」

　私達はお互たがいに顔を見合わせた。

「お前女だったのか!!」

　その反応に、逆にこちらが驚いてしまう。

「深潭、女らしくしろ、言う。ばれてる、思ってた」

「いや……俺たちはお前に女のふりをさせようと思っただけだったんだが……」

　まだ信じられないという顔で、男の視線が何度も私の顔とつま先を往復する。

　気恥ずかしくなり、私は顔を伏ふせた。

　視線で本当に穴が開くなら、私は今いま頃ごろ穴ぼこだらけになっているはずだ。

「しかし……」

「しかし？」

　男は何か言おうとして、なぜか言い淀よどんだ。

　先を促うながすと、観念したように先を続ける。

「女にあんな手て荒あらな真似まねをして、すまなかった……恐こわかっただろう？」

　心底申し訳なさそうに言われ、私は何も言えなくなった。

　あの日突とつ然ぜん態度の豹ひよう変へんした男に、恐きよう怖ふを感じたのは本当だ。彼が花酔楼の人たちに手荒な真似をするかもしれないと、恐くて仕方なかった。

　しかしだからといって、面と向かって謝罪されると反応に困ってしまう。

　彼は貴族なのだ。

　だから本当なら、私に謝る必要なんてない。

　それに今は、厳しく躾しつけられているとはいえ、不自由のない暮らしをさせてもらっている。

「俺の名前は黒曜。お前は鈴音と言うそうだな？」

　花琳か深潭から聞いたのか。私はこくりと頷うなずいた。

「なぜ、身請け、した？」

　改めて尋ねると、黒曜は少し考えた末、私を池の側そばにある四阿あずまやへと誘さそった。

　長い話になるということなのか。歩き出した彼に、黙って従う。

　陶とう製せいの椅い子すは、ひんやりとして冷たかった。

　しばらくして、黒曜がおもむろに口を開く。

「───お前は、皇太后について知っているか？」

　皇太后というのは、この国の現皇帝の義母にあたる女性だ。

　かつて正せい妃ひだった皇帝の実母が身み罷まかられた後、前皇帝が寵ちよう愛あいし正妃にした女性であるという。

　花酔楼は官かん吏りの多い妓楼だったから、彼女について耳にする機会は多かった。

　ある者は酔よって皇太后を悪あしざまに罵ののしり、またある者は彼女を褒ほめ讃たたえる詩を詠よんでいた。

　しかし、そのどちらもが口を揃そろえて言うこと。

　それは、現皇帝が皇太后の傀かい儡らいにすぎないということだ。

　女と酒に酔って言ったことだから、それは偽いつわらざる本音なのだろう。

　あまりにも遠い世界の出来事なので、私はそれに関して今まで深く考えたことはなかったが。

「凄すごい、人。強い」

　女一人でその権力を維い持じするというのは、並なみ大たい抵ていではないだろう。

　なので私が言えるのは、それぐらいだった。

「強い───か。確かにその通りだ」

　黒曜は薄うすく笑いながら、その言葉の根底には隠かくすことのできない嫌けん悪おが滲にじんでいた。

「だが、皇太后の専横は目に余る。三省六部に口を出し、政まつりごとを恣ほしいままにしている。贅ぜい沢たく三ざん昧まいで国庫を浪ろう費ひし、新しい建物を欲しがっては国民に重い賦ふ役えきを課している。官吏は皇太后に媚こびへつらう者ばかりが出世し、諫かん言げんをする者は疎うとまれ中央から遠ざけられるばかり。このままではいずれ、この国は滅ほろびるだろう」

　突然の話に戸と惑まどってしまう。

　反応に困って黒曜の顔色を窺うかがうと、月光に照らされた美び貌ぼうは憂うれいの色を帯びていた。

　今までどこか粗そ野やな印象のあった黒曜だが、そうしていると確かに国を動かす官吏なのだと思える。

「黒曜、国、心配？」

　思ったことが、気付けばそのまま口から出ていた。

　妓楼に姿を見せる官吏の多くは、国がどうとか、そこに生きる市民がどうのなんて語らない。

　ただ、自分がどれだけ得をするとか損をするとか、儲もうけが出るとか出ないとか。

　言うことはまるで商人だと、私はいつも思っていた。

　だから花酔楼に通ってきていた黒曜が、そんなことを口にするなんてという思いがあった。

「故郷を失って、嬉しい者などいないだろう？　いい思い出ばかりじゃないが、俺はこの国が好きだ。だから守りたい」

　黒曜の顔には、強い意志が宿っていた。

　正直、私にはこの国の政治なんて分からない。制度も何も知らないのだから、何かを口出しできるような立場ではない。

　でも、黒曜が本当に国のことを想おもっている、ということは理解できた。

　私だって、明日あした日本が滅ぶと言われたら、きっと同じように思うだろう。

「叶かなうと、いいね」

　小さく呟つぶやくと、黒曜は照れ隠しのように私の頭を乱暴に撫なでた。

　余暉とは違う、不器用な撫で方だ。

　多分今まで、人の頭を撫でたことなんてないのだろう。

（頼たのむから、力の加減をして！）

　頭がくらくらしつつ、私はちょっと楽しくなった。

　本来なら、黒曜はきっと言葉を交かわすなんてできない身分の違う人だ。

　なのに今は偉えらぶるでもなく、私と対等に話をしてくれている。

「───初めて会った時、お前は部屋から零れた明かりで本を読んでいただろう？」

　初対面の時のことを言われ、こくりと頷く。

「それを見て、思った。志さえあれば、誰だれでも学ぶことはできる。貴族だけではなく、商人や農民の中からも、優ゆう秀しゆうな者はきっと生まれてくる、と」

（そんな立派なものじゃないのに……）

　申し訳なくて、黒曜の顔をまっすぐには見られなかった。

　私が本を読もうとしていたのは、別に偉くなりたいとか、国を変えたいとか、そんな立派な目標があったわけじゃない。

　ただこの国のことを知るのに、必死だっただけだ。知識を得て、自分の身を守りたかった。

　彼の理想に比べて、なんて卑ひ小しような理由だろう。

　思わず俯うつむいてしまうが、黒曜は構わず続けた。

「だから、お前に託たくそうと思った」

　はっとして、黒曜の顔を見つめる。

　そうだ。今はただの雑談をしていたのではなく、私を身請けした理由について尋ねていたのだった。

　ならば今の話に、あのお嬢じよう様教育が何か関かかわっているのか。

「頼む。国のために、後宮に入って皇太后を探さぐってくれないか？」

　黒曜はそう言って、卓たく子しに手をついて深々と頭を下げた。

　彼の言う言葉の意味が理解できず、私は啞あ然ぜんとしてしまう。

「どういう、こと……？」

　掠かすれた呟きが床ゆかに落ちた。

　先さき程ほどまでと打って変わって、黒曜の目が肉にく食しよく獣じゆうのそれに変わる。

「皇太后は女によ官かんや宦かん官がんの中でも、本当に信しん頼らいしている者しか傍そばに寄せ付けない。しかし逆に言えば、その懐ふところに飛び込めれば確実にその弱みを握にぎれるだろう」

　黒曜は狩かりの前の飢うえた豹ひようのようだった。不毛の大地に生きる飢えた黒豹だ。

　ぎらぎらと光る肉食獣の瞳ひとみに、思わず威い圧あつされてしまう。

　逃にがしはしないと、その目が言っていた。

（そうか、今の話を聞いた時点で、私は何も知りませんじゃ済まされないんだ！　この人、それが分かってて私にその話を……っ）

　ぶるぶると、寒さとは違ちがう理由の震ふるえがきた。

　私が誰かに黒曜や深潭の企たくらみを話したところで、平民が何を言っているんだと一いつ蹴しゆうされるのがオチだ。

　それにたとえ信じてもらえたとしても、一体誰に助けを求める？

　手紙をくれた優やさしい花酔楼の人たちを、こんなことには巻き込めない。

「無理！　できない」

　思わず叫さけんだ。

　黒曜から離はなれたくて、急いで立ち上がる。

　しかし咄とつ嗟さに手首を摑つかまれ、引き寄せられてしまった。私はじたばたともがく。

　なのに手首を摑んだ腕うではびくともしない。

「騒さわぐな。家人を起こして醜しゆう態たいを晒さらしたいか」

　吐と息いきがかかるほど近くで脅きよう迫はくされ、ぞわっと鳥とり肌はだが立った。心臓がどくどくと忙いそがしく脈打つ。

（怖こわいっ）

　抵てい抗こうをやめても、黒曜は私を放してはくれなかった。

「その化け粧しようの技術があれば、皇太后は確実にお前に興味を持つ。あの女が喋しやべったことを、伝えてくれるだけでいい。酷こくなことを言っているのは分かってる。それでも、お前の協力が必要なんだ」

　強ごう引いんさの中にも、黒曜の声には必死さが籠こもっていた。

「どちらにしろ、花酔楼の女たちのことは城下で評判になっていた。皇太后が興味を持つのも時間の問題だった」

「だからって！」

　もう一度手を振ふり払はらおうとして、今度は両手を摑まれてしまった。

　揉もみ合いになる。

　私はパニックに陥おちいり、必死で暴れた。

　それがいけなかった。

「わ！」

　二人でバランスを崩くずし、冷たい石の床に倒たおれ込んだ。

　反射的に目を閉じる。

　固いものに、肉を打ち付けたような音がした。ベチンのような、ドスンのような。

　しかしいつまで経たっても、痛みはやってこなかった。

（痛く……ない？　でもなんか、息苦し……っ!?）

　どうなったのだろうと目を開けると、息が掛かかりそうなほど近くに黒曜の顔があった。

　黒曜が下した敷じきになって、まるで私が押し倒したみたいだ。

　彼は痛みを堪こらえるように眉まゆを顰ひそめた。

「無事、か？」

　掠れ声で尋たずねられ、こくりと頷うなずく。

　でも目を見ることはできなくて、必死に顔を逸そらした。

「立てるか？」

　私はよろけながら、慌あわてて立ち上がった。

　しかし、黒曜は仰あお向むけに倒れ込んだまま、なかなか起き上がってこない。眉を顰めたまま、難しい顔をしている。

（もしかしてどこか痛めちゃった!?）

　助け起こそうと手を伸のばすと、振り払われてしまう。

　怒おこらせたのかと悲しくなった。

　頼みごとを断った上、官かん吏り様を下敷きにしたのだから当たり前だ。

　気軽に話していたとはいえ、相手は貴族。怒らせれば無事では済まない。

　どうしようと青くなっていると、黒曜はなぜか自分の目を覆おおった。微かすかに覗のぞくその目元が、薄うすく染まっている。

（どうしたの？　打ち所が悪かったとか？）

「とりあえず、それを隠かくしてくれないか？」

「それって……？」

　訳も分からず尋ねると、彼は我が慢まんできないと言うように叫んだ。

「いいから、その胸を仕し舞まえ！」

　その言葉の意味を理解するのに、一秒以上の時間が必要だった。

　下を見れば確かに、腰こし帯おびがほどけて襦じゆ裙くんがずり落ちている。胸に巻いたさらしが露ろ出しゆつし、あやうく外れかけていた。

「ぎゃ────！」

　慌てて胸むな元もとを押さえる。恥はずかしさで顔から火が出るかと思った。

　その間に、黒曜は立ち上がっていた。

　頑かたくなにこちらを見ようとしない。

　二人の間に気まずい沈ちん黙もくが流れた。

「何者だ！」

　黒曜の声を聞きつけた家人が、様子を見にやってくる。

　泣きたい気持ちで、私は黙だまり込んだ黒曜を見上げた。
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　通されたのは、広くはないが一級の調度品が置かれた豪ごう華かな部屋だ。

　椅い子すに黒曜が座り、その横には深潭が立っている。私は膝ひざ立だちの状態で手を拱きよう手しゆの形にし、許しが出るのを待っていた。

　意外なことに、黒曜は深潭よりも地位が上らしい。

　年ねん齢れい的には深潭の方が上だから、黒曜はよっぽどいい家いえ柄がらの生まれなのかもしれない。

　深潭によって人ひと払ばらいがなされた後なので、部屋の中は怖いくらいに静まり返っていた。

「黒曜様。勝手なことをされては困ります。後宮の件は私から穏おん便びんに知らせようと思っておりましたのに」

「深潭すまない。しかしやはり、この計画は鈴音には酷なのではないか？」

　深潭の言葉に、黒曜は眉を寄せた。

　私ははっとする。

　彼は私を心配して、頼たのんだ任務を取りやめにしようとしているのだ。

「───お気持ちはわかりますが、これより他ほかに方法が……」

「しかし、命の危険もある任務だ。納なつ得とくしていない者を、無む理り矢や理り行かせるわけにはいかない」

　黒曜の言葉に、ほっと安あん堵どする。

　しかし同時に、私はなんだかすっきりしない気持ちになった。

　危ないことなんて、勿もち論ろんしたくない。私には無事に日本へ帰るという目標があるのだから。

　でも、そしたら黒曜はどうなる？

　国を守りたいという彼の目標は？

「鈴音。先ほどはすまなかった。熱くなって、無体なことをした」

「平民に頭など下げるものではありません！　黒曜様」

　深潭が叫ぶ。

　私は反対に、言葉が喉のどに張り付いて声も出なかった。

　脳のう裏りには、熱く理想を語った黒曜の表情が蘇よみがえる。

　彼は男で、しかも官吏だ。

　皇太后を探さぐろうにも、後宮に入ることすらできない。きっと、歯は痒がゆい思いをしてきたのだろう。

（そういえば、話をする前にも頭を下げてくれた……）

　貴族である黒曜が、平民どころか得体のしれない私に頭を下げるのなんて、よっぽどのことだ。

　黒曜は精せい一いつ杯ぱいの誠意を持って、私にこれからすることを説明してくれた。

　本当だったら、無理矢理後宮に放ほうり込まれても、文句は言えないところなのに。

　今なんて、危険だからやめようと、そう言ってくれている。

（本当にこのまま、断ってもいいの？）

　私の迷いに反応するように、懐ふところに入れた手紙とお金がずしりと重みを増した気がした。

　取るに足らない妓ぎ楼ろうの下働きのために、黒曜はわざわざ手紙を届けてくれた。言わなければ分からなかった身み請うけの費用を、わざわざ私にと手て渡わたしてくれた。

　無理矢理ここに連れてこられたのには反感も感じたが、彼がただの強引な権力者ではないことぐらい、その態度を見れば私にだって分かる。

　本当は誠実な人なのだ。

　その彼が、心から国の行く末を心配している。

　そう思うと、じくじくと毒が回るように気持ちが動いた。

　心はまだ迷っている。

　でもそれを置いてきぼりにして、体は勝手に立ち上がっていた。

「どうした？　小鈴」

　花酔楼で呼ばれていたあだ名を、黒曜は呼んだ。

　まるで詩を教わった、あの頃ころのように。

　深潭は訝いぶかしげな顔で、私を見下ろしている。

「……行くます！」

「は？　なんて……」

「後宮、私行く！」

　思いもよらない決断に、きっと私自身が一番驚おどろいていた。
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　冬至節も過ぎてすっかり冬になった頃、私の後宮入りは行われた。

　このふた月ほどで、私の言葉や立ち居い振ふる舞まいも大分ましになったはずだ。

　花琳は最後まで心配していたが、絶対に無事に帰ると約束して別れた。この世界で初めてできた友達だ。できればもう一度会いたい。

　あの後、私が女だと知っても、花琳は態度を変えたりしなかった。

　深潭は最後まで仏ぶつ頂ちよう面づらのままだったけれど、何かあったらここを頼たよれと緊きん急きゆう連絡先を教えてくれていた。何かあった時は連れん絡らくどころではないんじゃないかと思ったけれど、余計なことは言わなかった。

　衣装に紛まぎれ込ませて、メイクボックスも無事に持ち込むことができた。これがあると、何かと心強い。

　正八品以下の女によ官かんとしての入宮だ。

　女官には色々な種類があって、総務に携たずさわる尚しよう宮きゆう、礼楽を司つかさどる尚しよう儀ぎなどがそれにあたる。

　私は化け粧しようや髪かみ結ゆいを受け持つ、尚しよう紅こうという部署に配属になった。

　尚紅では化粧を施ほどこす他にも、美容品の製造や釵かんざし類の管理が主な仕事だそうだ。

　緊きん張ちようはしていたが、国の一流どころの化粧けわい師しが集まる尚紅への配属は、楽しみでもあった。

　ところが。

「なにこれ……」

　実際に訪おとずれてみると、そこには目を剝むくような現実が待っていた。

「誰だれも、いない？」

　張り切って挨あい拶さつに向かった尚紅は、既すでに日が昇のぼっているというのにがらんとしている。

　私を案内してきた女官は、用は済んだとばかりに姿を消してしまった。

　一体どうすればいいのか。

（皆みんな仕事で出で払はらってるとか？　それにしては、なんだか部屋全体が埃ほこりをかぶってるような……）

　頭を抱かかえていると、後ろから声を掛かけられた。

「ちょっと、そんなところに突つっ立ってられたら邪じや魔まだよ！」

　振ふり返ると、随ずい分ぶんとお年を召めした女官が立っている。

　その手には雑ぞう巾きんとハタキ。どうやら居住空間を司る尚しよう寝しんの女官らしい。

　私の横をすり抜ぬけて去っていこうとする彼女を、慌あわてて呼び止めた。

「あの！」

「は？　なんだい？　忙いそがしいんだからさっさとしとくれ」

「あ、えっと……尚紅の女官たちはどこにいる、ですか？」

「なんだい、あんた異国の出身かい？　言葉が上手うまくないようだが」

　そう言いながら、彼女はようやく足を止めてくれた。

　どうやら焦あせっていただけで、悪い人ではないらしい。

「そう、です。今日から尚紅に配属されて、でも誰もいないでおかしいと」

「ありゃー、なにかの手て違ちがいかねえ。尚紅にもう女官はいないんだよ」

「いない!?」

　驚く私に、彼女は同情するような顔をした。

「ほら、化粧ってのは無防備な顔を晒さらすことになるだろ？　だから聖せい母ぼ神しん皇のう様が尚紅の女官に任せるのを嫌いやがってね。だから自分の化粧は全すべて専属の女官に任せるとおっしゃって、尚紅の一番の腕うで利ききを引き抜いちまったのさ。そしたら他のお妃きさき様たちもそれに倣ならって」

「それで今、至る？」

「そうだよ。高価な歩ほ揺ようなんかは尚しよう服ふくの管かん轄かつになったし、尚紅には一人も女官が残らなかったんだ。だから近々取り潰つぶすって話なんだが、なにか連絡に不備でもあったのかねえ」

　彼女は不ふ憫びんそうに私を見た。

　女官一日目にして随分と幸さい先さきの悪いスタートだ。

（いやいや、よく考えたら好都合じゃないか！）

「だいじょうぶ。ありがと。雑巾とハタキ、借りたい。どこですか？」

「は？　そんなもの借りてどうするの。あんたまずは尚宮に行って、本当の配属先を確かく認にんしてきなよ。案内してあげるからさ」

「はい。確認します。でもまずここ掃そう除じします。化粧道具、可か哀わい相そう」

　かつて化粧に使われていただろう化粧台や化粧道具が、部屋の中には見るも無残にうち捨てられていた。

　後宮で使われているほどの品だ。おそらくは高価な品に違ちがいない。

「そうかい。じゃあ待ってな、今予備の掃除道具を持ってきてあげるからね」

「悪い。教えてください。自分行く」

「いいんだよお。後宮も上の方は足の引っ張り合いだが、下の方は助け合いさね。あんたもどんな事情で後宮に入ったか知らないが、これにめげないでがんばんなよ！」

　励はげまされ、力強く頷うなずいた。

　今いま更さら誰だれもいない部署に配属されたからと言って、めげたりはしない。

　むしろ人目に付かない場所を手に入れたという意味では、好都合だ。

（それにしても───随分と下調べが雑じゃない？　黒曜）

　手引きをした黒曜に呆あきれつつ、私は掃除のために埃の中に飛び込んだ。
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　部屋の中のガラクタを外に出し、埃を落として掃はき掃除。床ゆかの水みず拭ぶきを終える頃には、日はとっぷりと暮れていた。

　お掃除はお手の物。これもしっかりしごいてくれたお養母かあさんのおかげだ。

　汗あせをかくと蒸むれるので、付け毛は早々に外してしまった。

　うち捨てられた尚紅の建物に、どうせ誰も来はしない。

　磨みがいたばかりの床に仰あお向むけになると、ぐーとお腹なかが空腹を知らせた。

　そういえば、食事はどこに行けば食べられるのだろう？

　後宮の中は衣食住完備と聞いていたのに、それらに対する説明は全く受けていないことに気付く。

「くっくっく」

　その時、部屋の外から低い忍しのび笑いが聞こえた。

　私は慌てて飛び起き、服の裾すそを直す。

　部屋に入ってきたのは、なんと黒曜だった。

「どうして？」

　後宮は男子禁制のはずだ。

　しばらく会うことはないと思っていた男の登場に、私は目を丸くした。

「そうしていると、小鈴だった頃を思い出すな」

　質問に答えず、黒曜は床に胡坐あぐらをかいた。

　私は慌てて頭を押さえる。見に来たのが黒曜でよかった。他ほかの誰かだったら、ショートカットがばれていたところだ。

　黒曜の手には、笹ささの葉でくるまれた包みが握にぎられていた。

　視線が、思わずその包みに吸い寄せられる。

「これを用意してきて正解だったようだ」

　差し出された包みの中には、粽ちまきが入っていた。

　糯もち米ごめに色々な具材を混ぜて、笹の葉に包んで蒸したあれだ。

「食べて、いいの？」

「ああ。お前に持ってきたんだ」

　それならばと遠えん慮りよなく受け取り、そっと口に運ぶ。流石さすが後宮の食べ物だけあって、驚おどろくほど美味おいしかった。

「そう慌てるな。喉のどに詰つまらせるぞ」

　そう言いながら、黒曜はどこか楽しげだ。

　粽を食べ終えて、人ひと心地ごこちつく。

　すると急に恥はずかしくなって、私は居住まいを正した。

「黒曜、どうしてここにいる？　後宮男入れないでは？」

　黒曜は笑いを堪こらえながら言った。

「何事にも、抜け道はある。この服は宦かん官がんの物だ。これならば男でも後宮の中で自由に身動きができる」

　黒曜が自由に後宮に入れる術すべがあると知って、私は急に気が抜けてしまった。

　どうやら、これからは孤こ立りつ無む援えんなのだと随ずい分ぶん緊きん張ちようしていたらしい。

「そんな方法あるなら、先言ってほしかった」

「あまり接せつ触しよくすると皇太后に怪あやしまれるからな。そうそうは助けてやれないぞ」

　安あん堵どする私に、黒曜が釘くぎをさす。

「わかってる。それより、なぜ私尚しよう紅こう担当にした？　ここ、誰だれもいないと聞いた」

「ああ、しかし誰もいない方が、お前も色々とやりやすいだろう？　どうやら付け毛もあまりお気に召さないようだしな」

　意地悪くほほ笑えまれ、顔が熱くなる。

　付け毛が苦手で、隙すきがあれば深潭の邸やしきでも外していたことを、黒曜は伝え聞いているのかもしれない。

「お前には面めん倒どう事を押し付けてしまった。すまない……」

　黒曜は憂ゆう鬱うつそうな顔で言った。

　その顔には、『今も迷っている』と克こく明めいに書いてある。

　関係のない私を危険な後宮に放ほうり込んで、本当に良かったのか───と。

（この人は、優やさしすぎる）

　彼の表情を見て、私は胸が痛くなった。

　花酔楼に来る官かん吏りたちは、彼のように優しくはなかった。

　気に入らないことがあれば平気で暴力を振ふるったし、酔よって物を壊こわしても平気な顔をしていた。お金があればなんでも解決できるのだと、平然と言い放つ人もいた。

　だから心配になる。

　そんな官吏たちの中で、黒曜はうまくやれているのだろうかと。

「私、平気アル」

「アル……？」

　ああいけない。またアルがでた。

「後宮で化け粧しようする、楽しみ。ここ、美人いっぱい。遣やり甲が斐いあるます。ついでに偶ぐう然ぜん聞いたこと、黒曜に教える、それだけ」

「鈴音……」

「だから気にする、ない。黒曜は黒曜のやりたいことする。私は私でやりたいこと、する」

　言いたいことが上手うまく伝わっているのか、心配だった。

　黒曜は呆あつ気けにとられた顔で、こちらを見ている。

　しかしゆるゆると、その表情が笑みに変わった。

　厳しい表情をしていることの多い黒曜。でもそれが笑顔に変わる瞬しゆん間かんは、なんとなく好きだと思った。

「恩に着る」

　そうして後宮一日目の夜は、平和的に過ぎていった。
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　入宮して一週間ほどは、掃除や片付けなどで忙いそがしいながらも平へい穏おんに過ぎていった。

　尚紅で寝ね起おきをし、ご飯は女によ官かん用の食堂で頂く。お風ふ呂ろは週に一度で、それ以外はお湯を貰もらって体を拭ふいた。

　同じ下働きでも、花酔楼にいた頃ころよりかなり恵めぐまれた生活だ。

　一通りの準備や用意が終わり、さてどうやって皇太后に取り入ろうかと考え始めた頃。

　ある日突とつ然ぜん、尚紅に一人の女性がやってきた。

「失礼いたします。こちらに最近黒家から入宮した女官がいると伺うかがったのですが───」

　私はその時、食事から帰ってきたばかりで運よく付け毛を付けていた。

（ギリギリセーフ！）

　焦あせりを悟さとられないように頷うなずき、居住まいを正す。

「はい。それ私です」

　女性は後宮に相応ふさわしい優ゆう雅がな物もの腰ごしで、優雅にお辞じ儀ぎした。

（一体誰だれだろう？）

　首を傾かしげていると、彼女はにこやかにほほ笑んだ。

「我が主あるじが、貴方あなた様の化粧を所しよ望もうしております。一いつ緒しよに来ていただけますか？」

　ごくりと唾つばを飲み、私は静かに頷いた。
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「まああなたが、噂うわさの化粧けわい師しとやら？」

　丸い目をぱちぱちさせているのは、見るからに高貴な女性だ。後宮に入るだけあって、流石に若く美しい。

　頭には高価な釵かんざしを山ほどつけ、化粧はこれでもかというほどに塗ぬりたくられている。

（でも残念だな。この人もっと薄うす化げ粧しようの方が似合いそうなのに。装そう飾しよく品だってもっと減らして、シンプルなデザインにした方が絶対映はえるよ！）

「その化粧師とはなにアルか？」

　私が尋たずねると、部屋にいる女たちは奇き妙みような顔をした。

　またおかしな言葉を使ったらしい。花琳のがっかりした顔が目に浮うかぶ。

　くすくすとおかしそうに、部屋の女主人が長い裾すそで口を隠かくした。

「ふふふ。異国帰りというのは本当のようね。あなたが黒花琳に、夫ふう婦ふ円満の化粧を施ほどこした化粧師なのでしょう？」

　聞き覚えのある名前と身に覚えのない内容に、首を傾げた。

　それを見た侍じ女じよが、丁てい寧ねいに経緯いきさつを説明してくれる。

　なんと私が花琳に施した現代日本風の薄化粧が、夫婦円満を招くということで貴族邸ていの使用人たちに大流行しているのだそうだ。

　そしてそれを実家からの手紙で知ったお妃きさき様の一人が、ぜひして見せてほしいという。

（びっくりだけど、正五品以上のお妃様に恩を売って損はないよね。何か皇太后の話も聞けるかもしれないし）

　私はすぐに了りよう承しようし、尚紅へと化粧品を取りに戻もどった。

　そしてメイクボックスではなく、花琳に用意してもらったこちらの世界の化粧道具を持ち込む。

　私が日本で買った筆を見本に、職人が腕うでによりをかけてつくってくれたものだ。

　鉛えん白ぱくではない、糯もち米ごめの粉を用いた白粉おしろいやそれに様々な色みを足して作ったコンシーラー。更さらには体に害のない顔料を足して作った、アイシャドーやチーク等。

　その豊富な色みに、侍女やお妃様は溜ため息いきを洩もらした。

「ほう。異国では化粧にこれほど沢たく山さんの道具を使うの？」

　まずは化粧を落としてもらおうと、洗顔のためのカスターオイルを取り出す。

　侍女たちは、危険なものはないのかと落ち着かない様子だ。

　お妃様本人はと言えば、興きよう味み津しん々しんといった様子で私の持ち込んだ道具を覗のぞき込んでいる。

「はい。でも、ひとりで全部使う、ないです。これ、人それぞれの悩なやみ合わせて、色や筆を使い分けるです」

「身体からだに害はないの？」

　心配そうにしていた侍女の内、最も年かさの女性が前に進み出る。

　どうやら、彼女がこの部屋の侍女たちの統とう括かつ役らしい。

「ない、です。ここにあるものは全すべて、自分で先に試ためした物、です。なんなら、お妃様に使う前に私に使って見せる、ですか？」

「そんなのいいわ。それより早くお願い！」

　先ほどまでお淑しとやかにしていたお妃様が、侍女を押しのけて飛び出してくる。

　私は驚おどろきつつ、彼女を宥なだめて寝しん台だいへ寝ねてもらうよう誘ゆう導どうした。

　そしていつものように、掌てのひらで温めたカスターオイルを、化粧の上に万まん遍べんなく乗せていく。

　もったりとしたカスターオイルが、お妃様の厚い化粧をゆっくりと浮き上がらせた。

「はあ、きもちいいわねえ」

「お妃様。口閉じてください。この油、口入るよくない」

「やっぱりお体に障さわるのでは……」

「口入る、よくないだけ。肌はだに潤うるおい与あたえるには、この油一番いい、です」

　侍女たちは気が気ではない様子だが、お妃様の体はすっかりリラックスしている。

　自分のマッサージで寛くつろいでもらえるのは、やはり嬉うれしい。

　時間をかけてリンパにマッサージを施し、丹たん念ねんに化粧を落としていく。

　最後に蒸むした布でお妃様の顔を拭ぬぐえば、つるりと剝むき卵のような肌が現れた。

「まあ！」

「お綺き麗れいですわお嬢じよう様さま！」

「はあ、とても素す敵てきな心地ここちだったわ」

　侍女がお妃様を取り囲み、そのつるつるになった肌を代わる代わる褒ほめ讃たたえていた。

　主人に対するお世辞もあるのだろうが、確かに彼女の肌は美しい。それにその顔はまだあどけない。

（最初の見た目より、本当はかなり若いみたい。このお妃様）

「お妃様の肌、若くてお綺麗。化け粧しよう薄うすいが、より魅み力りよくなるます」

「ほほ、そうかしら」

　彼女はまんざらでもなさそうに頰ほおを染めた。

　しかし、その目はすぐに悲しげに伏ふせられてしまう。

「でも妾わらわの目は、まるで小こ豚ぶたのようにまあるいわ。これでは陛下をお迎むかえしても、興ざめされてしまうと思うの」

　確かにお妃様は、くりくりっとした小動物のような目をしている。

　そこが可愛かわいいと思うのに、この世界の価値観では違ちがうみたいだ。

　まるで子豚のように───という表現を聞いて、私は驚いてしまった。

（可愛い系で十分美人なのに、この世界の美人の条件は目が切れ長なことだからなあ）

　日本にいたら彼女に似合う化粧法を勧すすめるところだが、仕方ない。

　私は化粧で彼女の望みを叶かなえることにした。

「では墨すみで、切れ長の目にするアル」

　にっこり笑って、作業に取り掛かかる。

　椅い子すに座ってもらい、服が汚よごれないようその首に布を巻いた。

　お妃様は不安と期待が入り混じった表情をしている。

　さて、まずは下地。

　といっても下地のクリームは流石さすがに作れないので、化粧水をその代わりにする。

　あの日黒曜が届けてくれたヨモギの化粧水は、消しよう炎えん作用に優すぐれ肌はだ荒あれによく効く。

　あとは白粉を塗る前に眉まゆ毛げを整え、これで下準備が完かん了りようだ。

　さて、次はいつもならベースメイクに入るのだが、その前にやることがある。

　私は荷物の中から、強力なのりである膠にかわを取り出した。

　普ふ通つうより長く煮に詰つめた特別製だ。

　膠の主成分はコラーゲンなので、肌に害はない。

　これをまつ毛の上に塗る。

「お妃様。目、つぶらないください」

　慣れない感かん触しよくに、お妃様はぱちぱちと目を瞬しばたたかせた。

　しかしそれでは膠があちこちについて大だい惨さん事じになるので、まぶたを押さえながらの作業だ。

　膠を塗ったまつ毛の上に、素す早ばやく二ふた重えの上側の皮ひ膚ふをくっ付ける。

　こうすると二ふた重え瞼まぶたの皺しわの部分が隠れて、一ひと重えのすっきりとした目になるのだ。

　ただし速そつ乾かん性がないので、辛しん抱ぼう強く皮膚を固定しておかなければならない。

　それを両目に施してから、ようやく地塗りに入る。

　塗るのは白粉に肌はだ色いろの顔料と油を混ぜた、お手製のドーランだ。

　白粉より落としにくいが、逆に言えば汗あせなどで落ちにくくなる。

　これを少しずつ、額、両頰、鼻の頭、顎あごに置いていき、それを人差し指と中指の二本で叩たたくように広げていく。

　生え際ぎわや首筋は自然になるようにぼかし、お妃様の肌の綺麗さを生かすために、できるだけ薄うす塗ぬりにする。

　次は、赤あか紫むらさき系の暗い色で影かげを付ける。逆に鼻筋や頰ほお骨ぼねにハイライトを入れると、顔が立体的に見えるのだ。

　やりすぎると異国風になってしまうので、加減には注意した。

　仕上げに粉こな白粉を叩き、顔の脂あぶら分を押さえる。

　アイメイクは、先ほど張り付けた一重が崩くずれないように慎しん重ちように。

　目め頭がしらにくの字の切開ラインを入れ、目め尻じりは切れ長に見えるよう赤紫色で横に長く陰いん影えいを入れた。

　さらにその輪りん郭かくをアイラインでなぞり、切れ長の目を強調する。

　あとは素早く、唇くちびる、眉まゆの化粧を仕上げていく。

　最後に、血色を良く見せるチークを叩いて完成だ。

　慣れない化粧に、お妃きさき様は少し疲つかれた様子だった。

　しかし鏡を覗き込むと、途と端たんにその顔は驚きに満ちた。

「ほ、本当にこれが妾わらわなの!?」

　鏡を持つ侍じ女じよたちも、言葉を無くしている。

　切れ長の目を持つ、アジアンビューティーがそこにはいた。

　ご希望の薄うす化げ粧しようよりは少し濃こい目の仕上がりだが、下地に肌色を使っているので不自然というほどではない。

　切れ長の目が強調されて、エキゾチックな色気が漂ただよう。

　お妃様は侍女たちと集まって、キャーキャーと楽しげな声をあげていた。

　そうしていると、年相応の女の子にしか見えない。

　その様子に、私は嬉しくなった。

「お気に召めす、しましたか？」

　お妃様は感かん極きわまった様子で、その目は少しだけ潤うるんでいた。

「ええとても。ありがとう。なんてお礼を言っていいかわからないわ」

「ご満足、もらたならよかったです」

「ふふ。ええとても満足よ」

　満面の笑えみを見て、私も達成感で胸がいっぱいになった。

　やはり、化粧をして誰だれかに喜んでもらえるのは嬉しいことだ。

　私は侍女たちに化粧の仕方を教え、特別に煮詰めた膠を分けてあげた。

　上の瞼まぶたをひっぱって一重にするのはコツがいるので、彼女たちは自分の目で練習してみると力強く請うけ負ってくれた。

　どうやらここの侍女たちは、特別忠誠心が強いようだ。散々引き留められて晩ばん餐さんを饗きようされた後、部屋を出ると陽ひはとっぷりと暮れていた。

　私はいっとき皇太后を探さぐるという任務を忘れて、晴れやかな気分で眠ねむりについた。
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　その日を境に、尚紅には様々な悩なやみを持つ妃ひ妾しようがやってくるようになった。

　流石は女社会の中のこと。噂うわさが回るのが速い。

　勿もち論ろん後宮に入った任務を忘れたわけではなかったが、黒曜が言う通り皇太后は自分のお気に入り以外決して近くに寄せないので、やりようがなかった。

　今のところ、出会った妃たちに噂うわさ話ばなしを聞くのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　そして彼女たちは、「聖せい母ぼ神しん皇のうに逆らってはいけない」と口を揃そろえる。

　それを聞くたび、どんなに恐おそろしい人なのだろうかと悪い想像が膨ふくらんだ。

　怖こわくて逃にげ出したくなったけれど、黒曜を裏切るわけにはいかない。

　だって彼と約束したのだから。

　自分の中に湧わき上がる恐きよう怖ふ心を抑おさえつつ、目の前の仕事に打ち込む。

　それでも、尚紅の仕事自体は楽しかった。

　まるでメイクの仕事をするという夢が叶ったみたいだ。

　しばらくは、毎日はそんな風に忙いそがしく過ぎていった。

　尚紅を訪おとずれる人の数は日に日に増え、後宮に働く女によ官かんは勿論のこと、お妃様相手だと侍女が私を呼びにやってくる。

　順番が前後してしまわないよう、私は尚紅の入り口に名前を書く紙を用意した。

　飲食店の入り口によくあるアレだ。

　しかしそうすると、当然のように問題も出てくる。

「我が主あるじは、九嬪ひんが一人昭しよう容ようである。即そつ刻こく駆かけつけよ」

「そういうわけ、いかないです。順番。こちらにご記名お願いします」

「我が主を愚ぐ弄ろうするのか!?」

（いやいや、してないから）

　こんな風に、順番を守らないお妃様（か、またはその侍女）が現れたのだ。

　後宮は完全な上下社会。仕方のないこととはいえ、毎回彼女たちを説得するのは骨が折れた。

　そうこうしている内に、順番待ちをしていた女官などは、お叱しかりを恐れて帰ってしまう。

　私にとっては、誰もが平等にお客様である。だからできれば来ていただいた順番を優先したい。

　それに一人の我儘ままを許してしまうと、後からどんどん同じような例外を増やさなければいけなくなる。

「昭容様、大変お美しく寛かん容よう、聞いた。ならば緊きん急きゆう違ちがうではないですか？」

「う……確かに昭容様はお美しく寛容よ。しかしそれとこれとは別で……」

　侍女が更さらに何か言おうとしたその時、その後ろから別の女官が現れた。

　額に花か鈿でんを描えがいた、細ほそ面おもての美しい人だ。立ち居い振ふる舞まいが優ゆう雅がで、身に着けている物もお妃様の一人かと見み間ま違ちがうほどの贅ぜい沢たくさだった。

　しかし、彼女の頰ほおには縦筋の傷きず跡あとが刻まれている。驚おどろいて、私は思わず息をのんだ。

「あなたが、新たな尚紅の女官か？」

「そ、そうアルが……」

「ちょっと！　昭容様のお召しが先よ！」

　侍女は新しく訪れた女官など見向きもしない。

　そして反対に、順番待ちをしていた女官たちはまるで蜘蛛くもの子を散らすように逃げて行ってしまった。

「控ひかえよ。聖母神皇様のお召しだ」

　女官が無表情に言い放つと、昭容様の侍女は一目で分かるほどに青くなった。

「お、お許しください。そのようなつもりでは！」

　彼女はまるで泣いて縋すがるように、床ゆかに額ぬかずく。

　女官はそれを冷たく一いち瞥べつした後、その凍いてついた視線を私に向けた。

「ついてこい」

　そう言って、颯さつ爽そうと部屋を出て行ってしまう。

　どうするべきか迷ったが、とにかく私はその女官についていくことにした。

　皇太后の宮に向かう回かい廊ろうを、彼女は音もなくしずしずと歩いていく。

（足、ついてるよね？）

　私は何度も、裾すそを引きずる彼女の足元を見てしまった。

　彼女の気配があまりにも希き薄はくなので、つい幽ゆう霊れいではないのかと疑ってしまうのだ。

「名は、なんという？」

　ひんやりとした声に尋たずねられ、なぜかどきりとした。

「鈴音と、いいます。異国よりきました」

　名前の音が珍めずらしいらしく、最近では自己紹しよう介かいにこう付け加えるようにしていた。

「なるほど。ではあなたが施ほどこすのは、異国の化け粧しよう法か？」

「そう、です」

「榮人の肌はだに合わなかったり、体に害を及およぼすような療りよう法ほうはないのか？」

「ございません！　全すべて我が肌にて、試ためしたもの。私、する。飾かざるではない。気になるところ、気にならなくする化粧」

　疑われているのかと、慌あわてて否定した。

　焦あせると、つい癖くせで言葉がカタコトになってしまう。

　すると不意に、女官が足を止めた。

　何か気に障さわるようなことを、言ってしまったのだろうか。

　戸と惑まどっていると、彼女は小さく呟つぶやいた。

「気になるところを、気にならなくする……か」

　ふっと一いち陣じんの風が吹ふき、彼女の柔やわらかな袖そでを攫さらう。

　次の瞬しゆん間かん何事もなかったように、彼女は再び歩き出していた。




「お前か？　異国の化粧けわい師しとやらは」

　その声は、想像していたよりも低かった。

　私はめでたい吉きつ祥しようの文様が織り込まれた絨じゆう毯たんに這はいつくばり、額を床に付けていた。

　声の主は皇太后。

　この国で最も権力があると噂される、その人だ。

　まだ顔を見てすらいないのに、その声からは余よ裕ゆうや迫はく力りよくといったものが感じられた。

　いつの間にか、体が震ふるえている。

（もし、黒曜との約束が知られていたら？）

　そんなはずはないのに、私は最悪の展開を想像して青くなった。

　それが悟さとられないよう、慎しん重ちように返事をする。

「はい」

「ふふ、畏かしこまらずともよい。面おもてを上げよ」

　命じられ、ゆっくりと顔を上げた。

　贅沢な金糸の刺し繡しゆうが施された襦じゆ裙くんに、派手な橙だいだいの褙はい子しはまるで金そのものを纏まとっているかのようだ。

　しかし何よりも驚かされたのは、皇太后の若さだった。

　彼女は四十歳過ぎだと聞いていたのに、どう見ても二十代にしか見えない。

　高価な臙えん脂じの紅に彩いろどられた唇くちびるが、艶つやっぽくほほ笑えむ。

　不思議と、誰だれかに似ているような気がした。

（誰だろう？　こんなゴージャスな美女、見かけたらそうそう忘れないはずだけど……）

　そんなことを考えながら、私は必死で笑みを浮うかべた。

「この度たびは、どのようなお召めし、ですか？」

「ふむ。お前が変わった化粧をすると聞いてな。哀あい家かも試してみたくなった」

　哀家というのは、夫を失った妃きさきが使う一いち人にん称しようだ。

　彼女が前ぜん帝ていの妻だったのだと、強く意識させられる。

「私の化粧、その人が気にしているところ、気にならなくするようにするためのもの。聖せい母ぼ神しん皇のう様十分お美しい。ご自分の気に入らないところ、あるですか？」

「美しいからこそ、それを保つには並々ならぬ努力が必要なのだ。慢まん心しんして気を抜ぬけば、今にもこの顔は醜みにくく病やみ衰おとろえるだろう。褒ほう美びは惜おしまん。哀家をもっと、もっと美しくしておくれ」

　そこまで聞いて、私は違い和わ感かんを覚える。

　確か皇太后には、尚紅で一番の腕うでを持つ化粧師が側そばにいるはずだ。

　なぜならその引き抜きがきっかけで、今の尚紅が廃はい止し寸前になってしまったのだから。

　皇太后の機き嫌げんを損そこねてしまわないよう、私は慎重に言葉を選んだ。

「私の前任者、会わせてくれる、ますか？　聖母神皇様の肌のこと、詳くわしく聞く。それによってやり方、変わるます」

　言った瞬間、部屋の中の空気が緊きん張ちようしたのが分かった。

　まるで、見えない刃やいばを突つき付けられたかのようだ。

　皇太后は眉まゆを顰ひそめ、不ふ機き嫌げんそうに団扇を振ふった。
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「あれか？　はて、どうしたかしら。雨う露ろ」

　そう言って皇太后が尋ねたのは、彼女の傍そばに控えていた小こ柄がらな老人だった。背中は曲がり、顔はしわしわ。特とく徴ちようのある服装から、一目で彼が宦かん官がんだと分かった。

　彼は皺しわに埋うもれるように笑い、そして言った。

「はい。前任の化粧師でしたら、北門から既すでに旅立った後でございます。泰たい山ざん府ふ君くんにでも願い出ませんと、面会は叶かなわんでしょうなあ」

　ぎくりとして、息を吞のんだ。

　泰山府君というのは、人の生死を司つかさどる神様の名前だ。

　考えたくはなかったが、引き抜かれた尚紅の女によ官かんは恐おそらく、もうこの世にはいないのだろう。

　病気の類たぐいならいいが、とてもそうとは思えなかった。

　おそらく前任者は、皇太后の不興を買ったのだ。

「鈴音と言ったか。お前も、心して聖母神皇様にお仕えするように。それが我が身のためだぞ」

「おやめ雨露。鈴音が硬かたくなっているじゃないか」

　二人はおかしそうに笑う。

　ぞっとして、声も出なかった。

（恐こわい……この人たちおかしいよ！　なんで人の命を奪うばって平気でいられるの？　命を取られるほどひどい失敗なんてあるの？）

　思わず俯うつむきそうになるのを堪こらえ、皇太后の美しい顔をまっすぐに見つめた。

「ありがたき、幸せ。聖母神皇様を、今よりももっと、美しくしてご覧、入れるます」

　強く言い切ると、部屋中の視線が私に集中した。

　一番重要な皇太后の反応はと言えば、一層甲かん高だかい声で笑うばかりだ。
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　麻あさを漉すいた書類に筆を走らせながら、黒曜は考えに耽ふけっていた。

　今いま頃ごろ、鈴音は無事にやっているだろうか。

　皇太后の不興を買ったりしていないだろうか。

　近ちか頃ごろは、何をしていてもそんなことばかり考えてしまう。

　皇太后を探さぐってもらうために彼女を後宮に入れたというのに、できれば皇太后には近づいてほしくないとさえ思うのだ。

　文字を学ぶ奇き特とくな少年として出会った鈴音は、初めはただの少年に見えた。

　花酔楼で噂うわさの化粧けわい師しについて探っている時のことだ。庭の茂しげみに潜ひそむ人ひと影かげを、皇太后の放った凶手ころしやかと警けい戒かいした。

　ところが声を掛けてみると、なんてことはない部屋の明かりを借りて書を読む小柄な少年だった。

　栗鼠りすのように目を丸くする姿には愛あい嬌きようがあり、精せい悍かんさというよりは柔らかさのある顔立ち。健康的に日に焼け、くるくると面おも白しろいように表情が変わった。

　異国の出身なのか、少年は言葉が不自由だった。

　けれどたどたどしい言葉で必死に相手に気持ちを伝えようとする姿に、心打たれた。

　なにより、文字を学びたいというその強い意志。

　榮国で学問を学ぶのは、ほんの一ひと握にぎりの上流階級だけだ。それがなぜかといえば、当然お金がかかるから。

　子供さえ、働かなければ生きていけない世の中だ。

　勉強をする余裕など、恵めぐまれた者にしかあたえられない。

　それは文字を書きつけるための紙にも、過去の偉い人じんの教えを記す文ぶん献けんにも、家に招く教師にも言える。学問に必要な物は、すべてが高価なのだ。

　これでは、平民が科挙を受けることなどできるはずもない。

　広く人材を求めるという科挙の目的も、その現実の前には霞かすんでしまう。

　科挙を受験するのは貴族の子し弟ていがほとんどだ。稀まれに地方の郷ごう士しの子息が意い気き揚よう々ようとやってきたりもするが、大たい抵ていは肩かたを落として帰郷していく。

　だからこそ黒曜は、小鈴と呼ばれていた少年を応おう援えんしたいと思った。

　彼に、国を変える可能性を見たから。

　小鈴は素す直なおだった。

　黒曜の教えることを、ぐんぐん吸収した。

　黒曜の目をまっすぐに見つめ、臆おくすることなく質問してくる。

　それは宮きゆう廷ていに暮らす者たちとは、全く逆の反応だった。

　黒曜を畏おそれ、傅かしずく人々。彼らは顔に笑えみを張り付けながら、平気で噓うそをつく。

　そんな反応に慣れ切っていた黒曜にとって、小鈴との触ふれ合いは今までにないものだった。

　このまま化粧師が見つからなくても、彼との関係を続けたいと思うほどに。

　事情が変わってしまったのは、小鈴こそが評判の化粧師だと知ったからだ。

　元々皇太后のもとに潜せん入にゆうさせるために探していた化粧師だったが、それが小鈴だと知り黒曜の心は揺ゆれた。

　黒曜にとって、小鈴は初めてできた友だった。

　だからこそ、惜しんでしまった。

　それは小鈴が女性だと知った後も、変わらなかった。

　母を亡なくしてからずっと、後宮を、女を嫌きらって生きてきた黒曜が。

　父に道を踏み誤らせた皇太后を憎にくみ、彼女が掌しよう握あくする後宮にも決して近づかなかった。それでなくても、生まれてから今までいやというほど醜い女の争いを見せられてきたのだ。

　だからその女性のそばで安らいで、ましてや死なせたくないと思うようになるなんて───。

　しかし彼女が行う未知の化粧法は、皇太后の懐ふところに入り込むにはうってつけのものだった。

　今、城下では宰さい相しようの妻、黒花琳にあやかって、薄うす化げ粧しようが夫ふう婦ふ円満の秘ひ訣けつだともてはやされている。

　噂は驚おどろくほどの勢いで広がり、白粉おしろいが全く売れなくなったと卸おろし問どん屋やは頭を抱かかえているらしい。

　───鈴音から聞かされなければ、白粉が毒だなどと考えもしなかった。

　黒曜は白粉が原因と思われる事故を徹てつ底てい的に調査し、薄化粧の流行に乗じて鉛えん白ぱくの使用を禁止するつもりだった。

　たった今御ぎよ璽じを押した書類も、そのためのものだ。

　それは黒曜が初めて出す勅ちよく旨しだった。

　鈴音と出会って、色々なことが変わっていく。

　手にはもう一枚。

　こちらは古くからの儀ぎ礼れいに則のつとり、皮で出来た書状だ。

　そこには榮とは違ちがう文字で、黒曜の望む内容が記されている。

　かねてより黒深潭と進めていた計画が、もうすぐ実行に移されようとしていた。

　いよいよだと思うと、気が昂たかぶって落ち着かない。

　黒曜は不意に立ち上がると、玉ぎよく璽じを専用の官かん吏りに預け席を離はなれた。

「皇こう帝てい陛下、どちらへ？」

　宰相である黒深潭は、相変わらずしかつめらしい顔をしている。

「構うな」

　黒曜───榮国十五代皇帝黄おう龍りゆう宝ほうは、黄色の袞こん服ふくを翻ひるがえした。

　そこに描えがかれているのは、五本の爪つめがある九匹ひきの龍。

　それこそが、彼がこの国で最も尊い立場にいるという証あかしだった。

　その背中を見ながら、深潭は溜ため息いきをつく。

　───入れ込み過ぎているのでは。

　そう思ってはいても、黒曜の厳しい表情を見てはとても諫かん言げんなどできそうになかった。
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（終わった……。よかった……）

　今日はとりあえずの顔見せだったらしく、準備をしておけと尚紅に帰された。

　ああ言ったはいいが何も対策など考えていなかった私は、部屋を出た途と端たん両手が激しく震ふるえだしてしまった。

　押さえても、止まらない。

　それどころか震えは全身にまで広がり、私は回かい廊ろうの途と中ちゆうでへたり込んでしまった。

　帰りの道案内は、迎むかえに来たのと同じ顔に傷のある女性だ。

　彼女は歩けなくなった私を見ても、眉まゆ一つ動かさなかった。

　しかし驚いたことに、目の前に膝ひざをついて私の手を握にぎった。

「息をゆっくりと吐はいて……そう。落ち着いて」

　小さな声で、優やさしく語りかけられる。

　手から伝わる温ぬくもりに、ひどく安心できた。

　彼女は私の震える手を撫なでさすった。白く美しい手だった。

　皇太后に直接仕えているぐらいだ。さぞ名のある家いえ柄がらの女性なのだろう。

　しかしその頰ほおにある傷が、美しい顔の中でひどく浮ういていた。

（こんなに美人なのに、勿もつ体たいない）

　ふと、そんなことを思った。

　彼女の手を借りてどうにか立ち上がり、再び尚紅へと歩き出す。

　お礼を言いたいのに、なぜか言葉が出なかった。

　それでも勇気を出して、彼女に声を掛かける。

「もしよろしい、あれば、尚紅寄ってくださいますか？」

「私が、ですか？　なぜ？」

「聖せい母ぼ神しん皇のう様の化け粧しようについて、知りたいです」

　彼女はしばらく黙だまり込んでいたが、了りよう承しようしてくれたのでほっと息をつく。

　やることが決まってからは、不思議ともう手は震えてこなかった。

　彼女は春しゆん麗れいと名乗った。

　春麗をマッサージ用の寝しん台だいに案内すると、彼女は驚いた顔をする。

「なぜ、私に？　聖母神皇様の化粧について、知りたかったのではないのか？」

「まずは私するを、試ためすしてから意見ください。おかしいあったら、教えてほしいです」

　そうお願いすれば、春麗はしぶしぶ提案を受け入れてくれた。

　寝台に横になってもらい、私はいつもの要領で洗顔を始める。

　傷のある頰に触れた時、彼女はぴくりと体を強こわ張ばらせた。しかし口は閉じたままだったので、こちらも特に何かを言ったりはしなかった。

　傷は随ずい分ぶん古い物なのか、しっかりと固まっている。

　変色はそれほどでもないが凹おう凸とつがあるので、白粉では隠かくせないのだろう。

　洗顔を終えて化粧水を叩たたき込む頃ころには、春麗の肩からは少し力が抜ぬけていた。

　それから薄うすい絹を用意して、傷の上に張り付ける。

　そして白い肌はだに合わせて慎しん重ちように色を選び、何度もファンデーションを重ねた。

　傷や痣あざを隠す化粧のことを、メディカルメイクという。

　私は専門でこそないが、専門学校でメディカルメイクの講義は受けていた。

（こんなこと、春麗には余計かもしれないけど……）

　私は春麗に、喜んでほしかった。

　手を握ってくれたささやかなお礼に。

　目立たなくなった傷の上に、最後に砕くだいた雲うん母もを叩き込む。

　傷は完全に消えたりはしなかったが、言われなければ気付かないぐらいには目立たなくなった。

　化粧というのは女性を美しくするだけではなく、こうして気になる部分をカバーして自分に自信を持つための手段だ。

　仕上がりを見た春麗は、しばらく黙り込んでいた。

「……聖母神皇様は、噂うわさに聞く薄化粧を望んでいる」

　そう言い放つと、春麗は急いで立ち上がり、素す早ばやく房ぼう室しつを出た。

　私は慌あわてて彼女を追う。

「待って！　悪い、した！　謝る！」

　必死で追いすがったが、彼女は足を速めるだけだった。

（傷つけた……っ、余計なことだったんだ。どうしよう！）

　泣きたくなりながら、春麗を追った。

　尚紅を出て少ししたところで、彼女は急に立ち止まる。

　外には既すでに薄うす闇やみが降りていて、彼女の華きや奢しやなシルエットが白く浮かび上がる。

　振ふり返った彼女の頰は、涙なみだで濡ぬれていた。

　それでも毅き然ぜんと前を見ていた。

「お礼は言わん」

　感情の読めない平へい淡たんな声。

「あなたの化け粧しようの技術が素す晴ばらしいということは分かった。これからは聖母神皇様のため、よく励はげめ」

　それだけ言うと、彼女は行ってしまった。

　罪悪感だけが重くのしかかる。

　良かれと思ってしたことでも、相手を傷つけてしまえばそれは暴力だ。

　自分の考えのなさが身に染しみて、自己嫌けん悪おで今にも潰つぶれそうだった。
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「何があった？」

　どれくらいその場にいたのだろう。

　冷たい廊ろう下かで項うな垂だれる私に、声をかけてきたのは黒曜だった。

「黒曜……」

（私には、優しくされる資格なんてない）

　反射的に、彼の手を振り払はらってしまう。

「一体何があった？」

　答えず、私は彼の裾すそを握った。

「……なか、入る。早く」

　今の黒曜は宦かん官がんに変装しているとはいえ、人に姿を見られるのはまずい。

　そう言って尚紅に入ろうとすると、突とつ然ぜん後ろから抱かかえ上げられた。

「うわっ！　なにするアル!?」

「黙っていろ。この方が早い」

　驚おどろきの悲鳴を、私は喉のどの奥に押し込んだ。

　そのまま、ずかずかと黒曜は尚紅の中に入る。

　柔やわらかい敷しき物ものを敷しいた床ゆかの上に、そっと壊こわれ物のように下ろされた。

（いっそ放ほうり投げてくれればよかったのに）

　自己嫌悪に打ちのめされた私は、そんな八つ当たりめいたことを考えていた。

「何があった？　女によ官かんから酷ひどい仕打ちでも受けたか？」

　私を覗のぞき込む黒曜は、凜り々りしい眉を顰ひそめ労いたわるような目をしていた。

　その視線が苦しくて、口から言うつもりのなかった言葉が溢あふれ出す。

「資格、ない」

「資格？」

「優しくされる資格、ない。女の人、傷つけてしまった。私余計なことした」

　まるで飲んだ毒を吐き出すように、私は貧しい語ご彙いで先ほどの出来事を説明した。

　皇太后に召めされたこと。

　そこの侍じ女じよの顔に傷があったこと。

　良かれと思ってそれを隠す化粧をし、傷つけてしまったこと。

　語り終えると、胸のつかえが少しだけ軽くなるのを感じた。

　黒曜は口を挟はさまず、黙って話を聞いてくれた。

「私ひどい。ひどいことした。だから優しくされる、資格ない」

　言いながら、これでは同情してくださいと言っているようなものだと思った。

　黒曜の優しさを完全には拒きよ否ひできない、自分の弱さが嫌いやになる。

「帰って。大だい丈じよう夫ぶ。明日あしたから、また頑がん張ばる」

　そう言って、私は黒曜に背を向けた。

　味方がいれば、どうしても甘えたくなってしまう。

　でも、そんな自分がたまらなく嫌だ。

　屈かがみこんだ拍ひよう子しに付け毛が落ちる。

　晒さらされた首筋が、寒さで粟あわ立だった。

　黒曜が立ち上がったのか、衣擦れの音がする。

　彼を見送らなければと思ったが、その顔に失望を見るのが恐こわくて床に縮こまっていた。

　足音が続かないので不思議に思っていると、突然背中に重みを感じる。

　驚いて息をのむ。

　だけどなんて、心地ここちいいのだろう。

「あまり自分を責めるな。お前ばかりが悪いわけじゃない」

　耳元で、ささやく声がする。

　甘い低音に頭の奥がとろけそうになった。

　お腹なかに腕うでが回され、後ろから抱だきしめられる。

　先さき程ほどとは違ちがう意味で、黒曜の顔を見ることができなかった。

「どうして……優やさしくする、くれる？」

　黒曜は、会うたびに印象の違う不思議な人だ。

　初めて会った時は、恐い人かと思った。

　でも本をくれた時は、優しい人なのだと知った。

　優しくて、誠実な人だ。

「後宮に入るよう、頼たのんだのは俺だ。ならば、お前が後宮でなしたことの責任は、全すべて俺にある」

「違う。私勝手して、勝手傷ついてる。春麗様の方が、きっと痛い……」

　別れ際ぎわの彼女の泣き顔を思い出すと、胸が痛んだ。

　優しくされる資格などないと言いながら、黒曜の体温にどうしようもなく慰なぐさめられる自分がいた。

　床の敷物に、ぼたぼたと染みができる。

「泣くな」

「泣くない」

「泣いているだろう？」

　黒曜の長い指が、私の頰ほおから涙を攫さらっていった。

　打ちひしがれている時、人の体温はどうしてこんなに心地いいんだろう？

　私は身動き一つできなかった。

「そこまで強くなる必要はない。俺はお前に無む茶ちやな頼みをした。それをやると言ってくれただけで十分だ」

「それとこれとは───」

　反論が遮さえぎられる。

「俺の本当の味方など、深潭ぐらいのものだった。あれは俺の乳ち兄きよう弟だいであるから、いつまでも私を弟のように思っているのだ」

　何を言い出すのかと、首を傾かしげる。

　そんな私に構わず、黒曜は言葉を続けた。

「俺は口の堅かたい密みつ偵ていを必要としていた。皇太后に差し向けるためだ。皇太后に送り込んだ幾いく人かは、既すでに連れん絡らくを絶っていた。おそらく───消されただろう。だから後宮に送り込んでも不自然にならない、皇太后が自らつながりを持ちたがるような人間が必要だった。しかしそれを探したくとも、皇太后の手の者に俺は絶えず監かん視しされている。そんな時だ。花酔楼に、異国の化粧けわい師しがいるという噂うわさを聞いたのは」

　雨音に混じる黒曜の言葉に、私は黙だまって耳を傾かたむけた。

「場所が妓ぎ楼ろうなのも都合がよかった。通っても不ふ審しんには思われん。そして俺はそこで、奇き妙みような少年に出会った。妓楼から漏もれる明かりで、文字を学ぼうという奇き特とくな少年だ」

（私のことだ）

　それに気づき、どきりとした。

　黒曜はどんな顔をしているのだろう。知りたくても、この体勢ではそれもできない。
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「彼に文字を教える時間は、俺にとっても楽しいものだった。そんなふうに、気軽に人と話したことなどなかったのだ。少年は素す直なおだった。初めは明らかに俺を恐おそれていたのに、話す内に徐じよ々じよにその表情が柔らかくなっていった。俺は、これが友人というものだろうかと思った。それまで俺には、ただ一人の友人もいなかったのだ」

　顔が赤くなるのを、止められなかった。

（そんな風に、思ってくれてたんだ）

　彼は貴族だ。

　気軽に友人など作れるような立場ではなかったのかもしれない。

　花酔楼の庭という特とく殊しゆな空間でなければ、私たちはきっと言葉を交かわすこともできなかった。

「だから───その少年が異国の化粧師であると知った時、やっと見つかったという喜び以上に、辛つらかった。その者に危険な任務を命じなければいけない自分の立場が。本当は何もかも忘れて、彼とはただの親しい友人でありたいと───」

　黒曜はそこで言葉を途と切ぎれさせた。

　どうしたのだろうかと思っていると、素す早ばやく背中にあった体温が離はなれていく。

「邪じや魔まをした」

　驚いて慌あわてて振ふり向くと、黒曜が房ぼう室しつから出て行くところだった。

　私は驚いて何も言えないまま、彼の背中を見送った。
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　後宮から戻もどった黒曜は、ひどく慌てていた。

　白はく皙せきの額に汗あせを浮うかべ、早はや鐘がねのように打つ心臓を持て余している。

「陛下！　どうかなさいましたか？」

　衛兵が駆かけ寄ってきた。

「いや、大だい事じない」

　黒曜はそれを押し止とどめ、深い溜ため息いきをついた。

　本来、皇こう帝ていの臥が房ぼうは後宮にあってしかるべきだ。

　しかし幼少の頃ころより後宮を忌いみ嫌きらっている黒曜は、しきたりを無視して外朝に臨時の臥房を設しつらえさせている。

　臨時とはいえ、屋根つきの立派な寝しん台だいだ。透すかし彫ぼりの天てん井じようから、たっぷりとした絹の帳とばりが垂れている。

　主あるじの着き替がえを手伝おうと、若い侍じ従じゆうが寄ってきた。

　皇太后による凶手ころしやが紛まぎれ込まないよう、身の回りの世話をする侍従すら最低限の数に抑おさえられている。

　宦かん官がんではなく禁軍から無理に登用したその侍従は、心ここにあらずの皇帝から次々と衣ころもを剝はぎ取っていった。

「……深潭は？」

「既に宮城を出ております。お呼び戻しになりますか？」

「いや」

　黒曜はほんの少しだけ首を振り、その必要はないと伝えた。

　彼は白い寝ね間ま着きに着替えを済ませ、寝台に横になる。

　しかし目をつぶろうにも、ちっとも眠ねむ気けがやってこない。

　瞼まぶたの裏に、項うな垂だれた鈴音の背中が蘇よみがえる。

　普ふ段だんは令れい嬢じように程ほど遠とおい活発な印象があるだけに、悲しげなその様子がやけに気にかかった。

（自ら差し向けた密偵を心配するなんて、どうかしている）

　そう思いつつも、思考は気づけば短たん髪ぱつの少女のもとに向いている。

　酷ひどいことをしてしまったと、彼女は泣いていた。

　普段は潑はつ剌らつとして存在感のある少女だが、後ろから抱きしめればなんてことはない、今にも折れそうな儚はかなげな背中だった。

　黒曜にとって、その儚さは驚きよう異いだった。

（なぜ、少年だなどと信じていられたのだろうか？）

　黒曜は持て余している。

　今すぐ彼女を後宮から連れ出して、泣くことがないよう傍そばで護まもりたいと思う自分自身を。

（危険な考えだ……それは）

　幼い頃より国の歴史、特に皇帝の生しよう涯がいについてよく学んできた黒曜にとって、それは危険な衝しよう動どうだった。

　榮国ができる以前。天てん地ち開かい闢びやくより今に至るまで、女で国を傾けた指導者は数知れない。

　名君と呼ばれた者でも一度色に溺おぼれれば、執しつ務むを疎おろそかにし昏こん君くんとして後世に名を残すことになる。

　それは黒曜の父である、先せん帝ていも同じだった。

　生前は善政を敷しいたにもかかわらず、老いて若い皇后を迎むかえた後は、その専横を許したとして昏帝という不ふ名めい誉よな諡おくりなを得ている。

（俺は恐れているのか。あんなか弱い娘むすめを）

　彼女を突つき放すように後宮を出た自分は、確かにあの瞬しゆん間かん恐れていた。

　鈴音に───自分が固こ執しゆうしてしまうのを。

　そしていつか───その大事なものを失うことを。

　龍宝の大切なもので、手元に残っているのは深潭ぐらいだ。

　他ほかは全すべて、皇太后によって奪うばわれた。

　母は身み罷まかり、父は道を失い、本来は黒曜のものであるはずの政まつりごとすら、今は皇太后の手にしっかりと握にぎられている。

　鈴音は深潭ほど強くない。

　きっとまた、奪われる。

（誓ちかったはずだ。父の汚お名めいを雪そそぎ、あの女を奈な落らくの底に突き落とすのだと）

　権力を恣ほしいままにする義母を、黒曜はそのままのさばらせておくつもりはなかった。

（そのためには、鈴音を思う気持ちは邪魔だ）

　今日を以もつて、密みつ偵ていに心を傾けるのは止やめよう。黒曜はそう心に決めた。

　そして激しくうねるその気持ちに、重おも石しをのせて眠ねむりについた。
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　翌日、皇太后の宮へ行くのはひどく気が重かった。

　正確には春麗と顔を合わせるのが。

　黒曜に慰なぐさめられたとはいえ、昨日の私の失態が消えてなくなるわけじゃない。

　しかしあれだけ大口を叩たたいておいて、すっぽかすわけにもいかなかった。

　せっかくのチャンスなのに、皇太后の不興を買っては元も子もない。

　私は朝早く、皇太后のもとへと向かった。

「おお、よく来てくれた。待っていたのよ」

　皇太后は快く、私のことを迎え入れてくれた。

　その傍かたわらには、相変わらず傷を晒さらした春麗が立っている。

　彼女は私を迎え入れてはくれたが、その動きはひどく義務的で、決して私の顔を見ようとはしなかった。

「春麗、人ひと払ばらいを」

　皇太后の一言で、房室の中にいた侍じ女じよや宦官たちはそそくさと外に出ていく。

　広い部屋はすぐさま私と皇太后と春麗の三人だけになり、足音が去った後はしんと静まり返った。

「さて、鈴音とやら。哀あい家かは相談があるのだけれど」

「はい。なんでしょうか？」

「ふむ、この髪かみを見ておくれ」

　そう言って、皇太后は身を乗り出してきた。

　春麗がその複雑に結ゆわれた髪を瞬またたく間に解き、長い黒くろ髪かみが目の前に滝たきのように広がる。

「お美しい髪、です」

　とても四十を過ぎたとは思えない、しっかりとした髪だ。

　しかし私の言葉に、皇太后は不満そうな顔をした。

「よく見や。近ちか頃ごろは白しら髪がが増えてな、これでは恥はずかしくて人前にも出られない」

　彼女の言葉に従って、目を皿にして髪を見つめる。

　すると確かに、その中には幾いく本かの白髪が混じっていた。

　しかし皇太后の年ねん齢れいから考えれば、当然というか少ないぐらいだ。

「十分お美しい、思うですけど……」

「もう！　いいからこれを黒く美しい髪に戻もどしておくれ！　できない者など後宮にはいらないわ！」

　突とつ然ぜん怒ど鳴なりつけられ、身をすくめた。

　どうやら怒いかりを買ってしまったらしい。

　私は慌あわてて額ぬかずいた。

「お許しくださいっ」

「いいから、さっさとなんとかしや！」

「は、はいただ今！」

　甲かん高だかい声に追われて、私は房ぼう室しつを飛び出した。

（そんなこと言われたって、どうしたらいいの!?）

　礼れい儀ぎ作法をかなぐり捨てて、回かい廊ろうを走っていく。すれ違ちがった宦官が、何事かとこちらを見ていた。
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　それは突とつ然ぜんの出来事だった。

　後宮嫌ぎらいで知られる皇帝が、突とつ如じよとして皇太后の許もとに現れたのだ。

　何事かと、後宮の人々の間には緊きん張ちようが走った。

　血のつながりのない彼らの関係は、義理の母と息子むすこという以上に、様々に複雑な要素が絡からまり合っている。

　皇太后が権力を得るために、幼くして皇こう帝ていに据すえられた若き天子。

　その彼が皇太后に対して敵意を隠かくさなくなったのは、ここ数年のことだ。

　以来、食ってかかろうとする皇帝の頭を、皇太后が掌てのひらで押さえつけるような情勢が続いていた。

「何用かしら？　皇帝陛下」

　椅い子すの上で寛くつろぎながら、彼女は皇帝を迎えた。

　立ち上がりもしなければ、礼儀を示すこともない。

　侮あなどっているのだ。

　長く権力を握る我が身を、皇帝が罰ばつせられるはずはないと知っている。

　後宮を訪おとずれる時、皇帝はいつも一人だ。

　外部の人間の立ち入りは厳しく制限されているし、皇太后の意に背そむいてまで皇帝にすり寄る者は後宮にはいない。

　みな、陰かげで現状を嘆なげくのみだ。皇太后の巻き起こす嵐あらしに溺れながら。

「義母上ははうえ。お久しぶりでございます。ご機き嫌げんはいかがですか？」

「ええ、おかげさまで楽しく暮らしているわ。それにしても龍宝、あなた随ずい分ぶんと久しぶりの後宮ではなくて？　老いた哀家などではなく、咲さき誇ほこる花たちを愛めでなさいな。なんなら特に美しい花を選んで持ってこさせようか」

「お構いなく。欲しい花は己おのれで選びますゆえ」

　皇帝は冷たく切り捨てた。

　皇太后の美しい顔かんばせに、ほんの微かすかな不快の色が覗のぞく。

「あら。では今日はその花とやらを摘つみにきたのかしら」

「いいえ」

　そう言うと、皇帝は懐ふところから一枚の書状を取り出した。

　少し黄みを帯びたそれは、植物から作る紙ではなく古めかしい羊皮紙だ。

　皇太后は警けい戒かいした。

　今まで慎しん重ちように息を殺してきた若き皇帝が、直接後宮にまで乗り込んできたのだ。これがただごとであるはずがない。

「なにかしら？」

　ざらつく革かわの表面に、赤黒い文字が並んでいた。綺き麗れいとは言い難がたいその文字には、執しゆう念ねんのようなものが感じられる。

「これは……」

「禁軍南北両軍が、朕ちんに従うという血書です」

「なんですって？」

　皇太后の顔色が変わる。

　血書というのは強い誓ちかいを表すため、血と墨すみを混ぜて書いた書のことをいう。

　そうして綴つづった文章は強い拘こう束そく力を発揮し、破ればその死後は地じ獄ごくに落ちるとされていた。

　確かに目を凝こらして文ふみをよく見れば、その末まつ尾びには黄龍宝の名と、禁軍を司つかさどる大将軍の名が記されている。

　それは王都にあるほぼすべての軍事力が、皇帝の支配下に下ったことを意味する書状だった。

「馬ば鹿かな……ッ。どうしてこんなことに！」

　皇太后は常にないほど顔を歪ゆがめ、皇帝を睨にらみつけた。

　しかし相手の白はく皙せきの美び貌ぼうは、あくまで揺ゆるがない。

「義母上。お忘れですか？」

「なんのこと？」

　皇帝は呆あきれるように、小さな溜ため息いきを零こぼした。

「あるいはご存じなかったのかもしれませんが……あなたが戯たわむれに殺した女によ官かんの中には、大将軍の娘むすめ御ごがいらっしゃったのですよ」

　皇太后の表情が固まる。

　己の権力に溺おぼれた彼女は、自分が何をしても許されて当然だという思いで今日まで生きてきた。

　いや、許される必要性すら感じていなかっただろう。なにせ、彼女の行動を制限できる者など、誰だれ一人いなかったのだから。

　しかしそうではない。

　数多あまたの人間の我が慢まんの上に、彼女の帝てい国こくは咲いていた。

　そして今、その我慢は限界に達しようとしていた。

「義母上には選せん択たく肢しが二つあります。一つは、北の離り宮きゆうへ蟄ちつ居きよ。そしてもう一つは……分かりますね？」

　皇帝のまなざしは、ぞっとするような冷たいものだった。

　これは脅おどしだ。大人しく蟄居しなければ、武力によって押さえつけその命を奪うばおうという。

　皇帝は血書を大事に仕し舞まい込むと、油断なく部屋を辞した。

　皇太后は床ゆかに頽くずおれ、春麗がそれに寄り添そう。

　無事に後宮を出たところで、黒曜は振ふり返り言った。

「さて、これであの女、どう出るか───」

　彼の体は、緊張と高こう揚ようで強こわ張ばっている。

　剣けんを交えない攻こう防ぼうが、宮城の奥深くで始まろうとしていた。
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　あるものを手に、皇太后の許もとに戻る。

　思った以上に時間がかかってしまった。

　太陽はすでに、中天近くまで昇のぼろうかというところだ。

「お待たせいたしました」

　息を切らして声をかけると、対応してくれたのは春麗だった。

「聖せい母ぼ神しん皇のう様は今、ひどく気分を害している。日を改めるように」

「でも、聖母神皇様お望みの物、お持ちしたです」

「ほう、何かしら？」

　答えたのは、春麗ではなかった。

　房室の御み簾すの奥から、とろりと甘い声がする。

　しかしその声は、毒を含ふくんでいるからこそ甘いように思えた。例えば毒のある生き物が色しき彩さい豊かであるように、皇太后は美しく危険な人だ。

「失礼します」

　春麗がどいたので、恐おそる恐る房室に入った。

　そこに人ひと気けはない。

　声のした御簾の奥からは、香こうを焚たいているのかかぐわしい匂においがする。

「それで、哀あい家かが望んだものは手に入ったのかしら？」

　御簾の前に跪ひざまずき、私は手にしていた盆ぼんを差し出した。

「はい。こちらに」

　盆の上に載のっているのは、透とう明めいな液体の入った青磁の碗わんだった。

　後宮の厨ちゆう房ぼうから拝借したので、形に寸分の狂くるいもない高価そうな物だ。

「これはなんですか？」

　皇太后の代わりに覗き込んだ春麗が、その無機質な美貌をわずかに歪ませた。

「この水を毎日頭に馴な染じませる、すれば、聖母神皇様のお望みどおりの髪かみになる、です」

「危険はないのですか？」

　春麗の言葉に、私は首を横に振った。

「舐なめてみる、ください。口に入れても平気アル」

　春麗は眉み間けんに皺しわを浮うかべた。

　私は自分の言葉を証明するように、器うつわに指をつけてその液体を少しだけ舐める。

　口の中に、癖くせのある苦みが広がった。

「ただし、沢たく山さんの量だめですが」

　疑うたぐり深そうにしながら、春麗は私と同じようにその液体を舐めた。

　彼女の眉間の皺が、より深いものになる。

「これは……」

「にがり、です」

「にがり？」

　御簾の奥から、いぶかし気な声がする。

「はい。豆とう腐ふ作る、特別な水です。海の水から、塩を取り出すあと、できます」

　白しら髪がを黒くろ髪かみにと聞いて、私の頭に最初に思い浮かんだのはにがりだった。

　日本にいた頃ころ、薄うす毛げを気にする父親のために、にがり育いく毛もう剤ざいを作ったのを思い出したのだ。

　ミネラルをたっぷり含んだにがりには、育毛作用がある。

　同時にそのミネラルの中の亜あ鉛えんなどの鉄分が、メラニン色素を助け白髪にも高い効果を発揮する。

　この世界には塩も豆腐もあるので、厨房には当然にがりもあった。

　流石さすがに後宮の厨房だけあって、なんでも揃そろえてあって助かった。

　一番効果的な使い方は、にがりを混ぜた水を頭にスプレーすること。

　流石にスプレーはないので、にがり水でヘッドマッサージをしようとお碗に入れて持ってきた。

「ほう……」

　御簾の奥から、皇太后が顔を出す。

　化け粧しようを落としたその顔は、ひどく疲つかれていて隈くまが浮いていた。

　いつもの自信に満ちた様子からは、考えられない姿だ。

　しかしその姿に、私はある人を思い出した。

　初めて皇太后に会った時から感じていた既き視し感かん。

　やっと、その正体を捕つかまえた気がした。

「聖母神皇様！」

　春麗が彼女に駆かけ寄る。

　皇太后の頼たよりない肩かたを、春麗が支えた。

　私は表情を変えないよう努力した。なんとなく、驚おどろいているのを悟さとられてはいけない気がした。

「今まで誰もこの悩なやみを解決できた者はいないの。いい加減なことを言ったり、噓うそを言ったり……。あなたこそが、本物だといいのだけれど」

　そう言って、皇太后はうっすらとほほ笑えんだ。

　どこか病やみ疲れたその笑みに、私は思わず息をのんだ。




　寝しん台だいと椅い子すに載せた盥たらいで、即そく席せきの洗せん髪ぱつ台を作る。

　首が痛くならないよう細心の注意を払はらい、蜜みつ蠟ろうでロウ引きした布を皇太后の細い首に巻く。

「目、つぶっているです。染しみるいけない」

　そう言うと、彼女は素す直なおに目を閉じた。

　皇太后の髪はとても長く、大きな盥の中で溢あふれそうなほどだ。

　そこにたっぷりのぬるま湯と、にがりを入れて髪を浸ひたす。

　そしてゆっくりと慎しん重ちように、ヘッドマッサージをした。

　専門じゃないので上手うまくはないが、それでも心を込めて頭皮を揉もみ解ほぐす。

「聖母神皇様、冷たいない、ですか？」

「ええ、とってもいい心地ここち」

　皇太后の疲れた顔が、にわかに緩ゆるむ。

　少しでもその疲れが癒いえればと、作業を続けた。

　どれくらいそうしていただろうか？

　腕うでの感覚が無くなってきたころ、皇太后がすうと溜ため息いきをついた。

「……あなた、いくつになる？」

「え？　なにですか？」

「歳よ」

　眠ねむっているのかと思っていたので、突とつ然ぜんの質問に驚いてしまう。

「あ、ああ……えと、二十と少しになるます」

「あら、意外といってるのねえ」

　赤い唇くちびるが、くすくすとおかしそうに笑った。

「なら、哀家の娘むすめと同じほどね」

「娘さん、いらっしゃるですか？」

「そうね……生きていれば、だけれど。不思議ね。今ではもう、思い出しもしなかったのに……」

　急に何を言い出すのかと、私は首を傾かしげた。

「後宮を離はなれるとなったら、急に恋こいしく思い出されてしまって」

「聖母神皇様、国をお離れになる、ですか？」

　尋たずねると、皇太后その人ではなく春麗に鋭するどく睨にらまれてしまった。

　どうやら、してはいけない質問だったらしい。

　皇太后は、それからしばらく黙だまり込んだ。

　私も下手なことは言わないように、黙もく々もくと作業を続ける。

　どれくらい経たっただろうか。皇太后が薄うすく目を開けた。

　その目からは、どんな感情も読み取れはしなかった。

「哀家は、貧しい庶しよ民みんの生まれでね。それでも十と六で所帯を持って、幸せだったのよ。子供も生まれて」

「聖せい母ぼ神しん皇のう様……」

　春麗が、痛ましげに皇太后を覗のぞき込んだ。

「でもね、街を歩いていたら拐かどわかしに遭あって、気づけば後宮に入れられていた。それが雨露の手の者だってことは、後で知ったのよ。雨露は哀家を陛下に献けん上じようすることで、内ない侍じ監かんという地位を得た───」

「そんな……」

　思いもよらない話に、私は何も言えなくなった。

「ひどい時代だったのよ。人攫さらいなんて珍めずらしくなかった。それでも、哀家はついてたわ。陛下の寵ちよう愛あいを得て、贅ぜい沢たくに暮らすことができたのですもの。城下にいた頃は、いつもお腹なかを空すかせてたわ。お乳も出なくてね、不ふ甲が斐いなくていつも泣いてた」

「娘さんは、今どうしてる、ですか？」

「分からない。でも内乱でたくさんの人死にが出たから、もう生きてはいないでしょうね」

　彼女は悲しげにほほ笑んだ。

　私はそれまでずっと、皇太后は人の心なんて持たないひどい人なのだと思っていた。

　それなのに思いもよらない本音に触ふれて、どうしていいのか分からなくなってしまう。

「だから哀家はね、もう死ぬまで好きにしてやろうって決めたのよ。ままならない人生なら、最さい期ごまで好き勝手に生きてやろうってね」

　彼女の目には、なにか執しゆう念ねんのようなものが宿っていた。

　皇太后は、自分と家族を引き離した運命を呪のろっているのかもしれない。

（黒曜。私はどうしたらいいんだろう？）

　居た堪たまれない気持ちになって、思わず自分の任務に疑問を抱いだいた。

　確かに、皇太后の身勝手で沢たく山さんの人が犠ぎ牲せいになっている。

　けれど、彼女自身も誰だれかの身勝手の犠牲者だったのだ。

　私はまるで、石を吞のんだような気持ちになった。

（彼女がただの嫌いやな人だったら、遠えん慮りよなく憎にくめたのに……）

　絶え間なく手を動かしながら、そんなどうしようもないことを考えた。

　髪かみの手入れを終える頃には、皇太后はすっかり寝ね入いってしまっていた。

　風邪かぜを引かないようにしっかりと髪を拭ぬぐい、房ぼう室しつを後にする。

　ところが外に出たところで、春麗に呼び止められた。

　この間のことを責められるのかと、私は思わずどきりとした。

　しかし春麗が口にしたのは、思いもよらない科白せりふだった。

「さきほどの話は、どうか内密に」

「分かる……ますた」

　私の了りよう承しようを得ると、用はそれだけだとばかりに春麗はすぐに踵きびす返す。

「待って！」

　そんな彼女を、気付けば呼び止めていた。

「昨日は、ごめんなさい。あなたに、ひどいした……」

　私の言葉に、春麗は黙って耳を傾かたむけていた。

　その表情は相変わらず冷たくて、とても悲しい気持ちになる。

「許す、もらえない、分かっています。でもどうしても、謝るしたかった。私考え足りなかった、春麗様の気持ち……」

　水に触れていた手が、乾かわいてピリリと痛んだ。

　顔を上げているのには、沢山の勇気が必要だった。

　春麗は黙り込んだままだ。

　二人の間に重い沈ちん黙もくが落ちた。

　どうしようかと戸と惑まどっていると、春麗が不意に口を開いた。

「お前は……変わっているな」

　そう呟つぶやいて、彼女は今度こそ房室に戻もどっていった。
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　それから毎日、ヘッドマッサージのために皇太后の許もとに通う日々が続いた。

「毎日、鈴音がくるのが待ちきれないわ」

　皇太后はヘッドマッサージがとてもお気に召めしたらしく、ありがたいことにそう言ってくださるまでになった。

　自然に皇太后の宮にいる時間が増え、そこで働く侍じ女じよたちと交かわす言葉も増えてきた。

　彼女たちは春麗を筆頭に、とてもてきぱきとしていて仕事のできる人たちだ。万ばん事じそつがなく、その働きぶりにはいつも感心してしまう。

（そつがなさすぎて、取り付く島もないけれど……）

　肝かん心じんの春麗とは、あの日以来必要最低限の言葉しか交わしていない。

（どうしたら、春麗に喜んでもらえるだろう？）

　その時、私は回かい廊ろうを歩きながらそんなことを考えていた。

　雲ゆきが怪あやしい。雨が降り出す前に尚紅に戻りたい。

　そんな時だった。

　中庭の方からその声が聞こえたのは。

「春麗ったら。ほんと、何が楽しくて後宮に仕えてるのかしら？」

　知った名前に、思わず足を止める。

　声は中庭の庭木の陰かげ、回廊からそれほど離れていない場所から聞こえた。

　どうやら数人が集まっているらしく、少なくはない人の気配がする。

「まったくよ。聖母神皇様に褒ほめられても、笑いもしないし。いつも無表情で気味が悪いわ」

「ほんと。だってあの傷をつけたのは、他ほかでもない聖母神皇様なのよ？」

「え!?　それ本当？」

「本当よ。私この目で見たもの。春麗が入宮したばかりの頃ころよ。その美しさに嫉しつ妬となさった聖母神皇様が、あの顔に自ら傷をお付けになったのよ」

　驚おどろきで、息ができなくなった。

　あの日の春麗の涙なみだを思い出す。

　今思えば、春麗が感情を露あらわにしたのはあれ一度きりだ。

（なんてひどい……っ）

　悲しさと悔くやしさで、胸がいっぱいになった。

　皇太后にいくら悲しい過去があったって、何をしても許されるわけじゃない。

　気持ちの整理がつかないまま、私は気づけば彼女たちの中に割って入っていた。

「春麗悪い、言うないでください！　春麗様いい人。優やさしい人、です！」

　中庭は静まり返り、気まずい沈黙が落ちる。

　その中で、さっき春麗の傷の話をしていた侍女が、口火を切った。

「ま、驚いた。誰かと思ったら化粧けわい師し様じゃないの。何か勘かん違ちがいなさっておいでじゃないですか？　私たちは別に、春麗を悪くなんて……ねえ？」

　そう言って首を傾げると、一いつ緒しよにいた侍女たちは次々に彼女に同意する。

「え、ええそうだわ！　私たち、春麗は感情を仕事に持ち込まなくて、本当に凄すごいわって話をしていたところですの」

「そうですわ。化粧師様ったらそそっかしいのだから」

「ほほほほほ」

　彼女たちは優ゆう雅がな身のこなしで、そのままそそくさとその場を去っていった。

　残された私には、何とも言えない気持ちの悪さだけが残った。

　しとしとと雨が降り出して、私の襦じゆ裙くんをしっとりと濡ぬらした。

　なのにしばらくは、その場から動くことができなかった。
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　ガシャンと陶とう磁じ器きの割れる重い音がした。

　所用から戻った春麗が房室に飛び込むと、侍女の一人が破は片へんの飛び散った床ゆかに額ぬかずいていた。

「ああ春麗、戻ったの……」

　皇太后はよろめいて椅い子すに腰こしかけた。籐とう細工の華きや奢しやな椅子が、ぎしりと悲鳴を上げる。

「聖せい母ぼ神しん皇のう様！　どうかお許しくださいっ」

　磁器の欠片かけらを恐おそれもせず、侍女は震ふるえながら叩こう頭とうする。まるでもっと恐ろしいものがあるとでもいうように。

　春麗はいつもの冷たい顔で、皇太后の傍かたわらに立った。

「この者が、何か無作法でもいたしましたか？」

「聞いてちょうだい春麗。これのせいで、哀あい家かの髪がほつれてしまったわ。美しく結ゆった哀家の髪が」

　皇太后があまりにも悲しげに言うので、春麗はその華はなやかに結われた髪へ視線を向けた。

　一見しただけでは分からないが、恐らくどこかの飾かざりに触さわってしまったのだろう。

「北門から放ほうりや」

「そんな！　聖母神皇様、どうかご慈じ悲ひを！」

　懇こん願がんに涙が混じる。

　皇太后の宮に勤める者にとって、北門行きは直接死を意味する隠いん語ごだ。

　今まで何人の罪なき女によ官かんや宦かん官がんたちが、北門送りになったことだろう。

「聖母神皇様」

「なんだい春麗。命いのち乞ごいか？」

「いえ。しかし増員のご予定については、先に伺うかがっておかねばなりません。聖母神皇様の身近に寄れるのは、選ばれた身分の者のみ。そう使い捨てにされては、補ほ充じゆうが追いつきませんゆえ」

　春麗はできるだけ感情を込めずに、平へい淡たんな言葉で言った。

　己おのれも北門送りになるか、或あるいは侍女と共に助かるのか。

　きりきりと糸の張りつめるような沈黙が続く。

「……気が削そがれた。雨露を呼べ」

　春麗は拱きよう手しゆして礼を述べると、床に頭を擦こすりつける侍女を助け起こし、医官の許へ行くように言った。

　侍女の頰ほおには、磁器の欠片で切ったのか薄うすい傷が浮うかんでいる。

「……あなたのも、傷が残るかもしれないわよ」

　房ぼう室しつを出てそっと囁ささやけば、侍女はぎょっとしてそそくさと逃にげていった。

　外はしとしとと冷たい雨が降っている。

　春麗は溜ため息いきをついて、部屋中に散らばった磁器の欠片を拾い集めた。

「聖母神皇様。お呼びですかな？」

　やってきたのは、小こ柄がらでしわくしゃな老人だ。

　宦官の中で最も位の高い内ない侍じ監かんである雨露は、皇太后が権力を振ふるう上で欠くことのできない存在だった。

　春麗は瞬またたく間に磁器を片付け、雨露に椅子を勧すすめ茶を淹いれる。

　皇太后の宮はいつでも人手不足なので、一人で三人分の仕事をしなければ追いつかないのだ。

「ああ忌いま々いましい。はやくあの男の息の根を止めて頂ちよう戴だい！　哀家が蟄ちつ居きよなど、冗じよう談だんじゃない！」

　彼女はひどく興奮していた。

　皇帝からおどされて以来、ずっと不安定な日々が続いている。

「万事恙つつがなく。聖母神皇様、ご心配召されますな」

　雨露は呵か呵かと笑い声をあげた。

　その好こう々こう爺やめいた見た目とは裏腹に、国一番の俗ぞく物ぶつだ。

　なにせ、皇太后を今の地位に押し上げたのは、外ならぬ彼なのだから。

「そうは言っても、あのしぶとい青せい児じのことだもの」

　青児というのは、現皇帝の幼名だ。

　皇太后はいつまでたっても、義理の息子むすこを皇帝として認めようとしない。

　どころか、今まで実権を握にぎってきた彼女にとって、若く気力に満ちた皇帝は邪じや魔までしかなかった。

「今度こそ、我らが悲願を果たしてご覧に入れましょう」

「失敗は許されないわよ、雨露」

「ご心配なく。臘ろう日じつに呼びました雑技団に、凶手ころしやを忍しのばせてございます。後は聖母神皇の御み名なにおいて後宮に皇帝をご招待頂ければ、北ほく衙がの連中も助けには来れますまい」

　臘日とは臘月八日の成道日に催もよおされる祝しゆく宴えんで、釈しや迦かが悟さとりを開いた祝いの日である。

　また北衙というのは建国時から続く皇帝禁軍の名残なごりで、宮城の北に駐ちゆう屯とんしていたことからこう呼ばれた。

　春麗はただ、静かに命令を待っていた。

　今日はひどく冷える。

　───聖母神皇様のために、湯石を用意しなくては。

　外を見れば、雨はいつの間にか雪混じりの霙みぞれへと変わっている。

　頰の傷が疼うずく。

　春麗は呆ぼう然ぜんとした鈴音の顔を思い出し、そっと己の頰に指を這はわせた。
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　あの晩から、黒曜とは一度も会えていない。

　そうして、いたずらに時間だけが過ぎていく。

　黒曜にも春麗にも避さけられ、私はすっかり落ち込んでいた。

　後宮という慣れない場所で、味方がいないと思うとひどく心細い。

　黒曜がどうしてあんなことをしたのか、その理由はいくら考えても分からなかった。

（私を慰なぐさめようとしたんだ。特別な意味なんてない。だって黒曜は科挙に受かったような秀しゆう才さいで、その上貴族だよ？　それに比べたら私なんて……）

　そう思うのに、あの日を思い出すと居ても立ってもいられなくなった。

　その理由を知りたいような、知りたくないような。

　もう忘れようと思うのに、気が付けばいつも黒曜のことを考えている。

「ほんに、この〝マッサージ〟とやらは気持ちいいねえ」

　思考に沈しずんでいた私は、はっとして皇太后に意識を戻もどした。

「気に入る頂けて、よかった、です」

「最近、髪かみが黒くしなやかになってきたような気がするわ。尚しよう食しよくに命じて、にがりとやらを大量に取り寄せさせているの。海からだから、届くのに少し時間がかかるのが難点だけれど……ねえ、真しん珠じゆじゃ代用できない？　同じ海のものよね？」

　流石さすが皇太后というべきか、高価な真珠をにがりの代わりにしようとする彼女に私は驚おどろいてしまった。

（でも確かに、パールエキスも髪や肌はだにはいいよね……）

　言葉を選びながら、私は慎しん重ちように答える。

「真珠にも肌や髪を美しくする効果、あるます。真珠は貴重で、試ためしたことないアルが」

「ああ、確か鈴音は西の生まれだものね。なら実際に試してみましょ。春麗。この間どこぞの豪ごう族ぞくから贈おくられた真珠があったでしょう。歩ほ揺ように仕立てようかと思ったけれど───あれを砕くだくよう尚しよう功こうに命じて」

「かしこまりました」

　尚功というのは、後宮内の工芸品を司つかさどる部署だ。

「そ、そんな……」

　展開の速さに、私は思わず手を止めてしまった。

　自分の言葉の影えい響きようで、皇太后に献けん上じようされるような高価な真珠が砕かれることになってしまったのだ。

（これじゃあ、下手なこと言えないよ！）

　改めて皇太后の影響力に驚いていると、彼女の眉み間けんにしわが寄った。

「これ、手を止めるでない。まさか噓うそ偽いつわりを申したわけではあるまい？」

　目を閉じたままだが、皇太后の言葉には隠かくしようのない脅おどしが滲にじんでいる。

　見えていないと分かっていても、つい反射的に首を横に振った。

「いえ。聖せい母ぼ神しん皇のう様に噓など言うしないです。ただ、肌に塗ぬるなら形が変な真珠で十分思うます。献上された真珠は、ぜひ歩揺にお使うください」

「あら、形が変な真珠なんてあるの？」

「はい。真珠は貝の中できます。丸い綺き麗れいな真珠、少なくて高価と聞くます」

「鈴音は物知りね。春麗、では鈴音の言うように」

「かしこまりました」

　春麗は優ゆう雅がに腰こしを折り曲げ、外へと出て行った。

　なんとか切り抜ぬけられたと、私は安あん堵どの溜ため息いきを漏もらした。

　順調に思える皇太后の化粧けわい師しの仕事も、今のような落とし穴が無数にあって、毎日が綱つな渡わたりの気分だ。

　私は皇太后の機き嫌げんを取るために、ヘッドマッサージの他ほかにもひまし油を使ったフェイスマッサージや、フットマッサージなど、できることはなんでもした。

　国最高の美容法を試してきた皇太后の肌は、そのままでも二十代のような若さを保っている。

　それを更さらによくしなければならないのだから、手段を選んではいられないのだ。

　お抱かかえの侍じ医いなどからも話を聞き、私は皇太后に満足してもらおうと必死だった。

　しかし同時に、皇太后のことを聞いて回っても不自然ではない立場を手に入れたことで、密みつ偵ていの仕事は順調だ。

　私のつたない喋しやべり方は周りを油断させるらしく、宦かん官がんたちは意外なほど素す直なおに色々なことを教えてくれる。

　あの日以来侍じ女じよたちとは少し気まずかったが、それでも彼女たちは仕事に対しては誠実だった。

　皇太后の趣しゆ味み、嗜し好こう。どんな色が好みであるか。或いはどんな動物の細工が好きか。

　直接役立つことばかりではなかったが、少しずつ過去に失敗をして後宮を去った人々の話も聞くことができた。

　だからあなたも気を付けなさいと、親身になって心配してくれる人もいる。

　最近の皇太后は、特に機嫌を損そこねていることが多く、彼らはびくびくと小さくなって暮らしていた。

　その理由については、誰だれも分からないと首を傾かしげていたが。

「では、午後にまた参るます。お健すこやかに過ごすくださいませ」

　そう言って、私は皇太后の宮を後にした。

　宮の主あるじは笑え顔がおで私を見送ったが、その傍そばに控ひかえた春麗は私を見ようともしなかった。

　仕方のないことなのかもしれないが、その冷たい表情を見る度たびに気持ちが落ち込んでしまう。

　外は今日も、重く雲がたれこめていた。

　今にも雪が降りそうだ。

　白い息を吐はき、私は一人尚紅の建物へと戻った。
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「大変なことになったわ！」

「ついに陛下にお目にかかれるのねっ」

　その会話を耳にしたのは、完全なる偶ぐう然ぜんだった。

　私は山白竹を探して、昼でも薄うす暗ぐらい後宮のはずれまで来ていた。山白竹というのはクマザサのことだ。

　クマザサをお酒に漬つけて、化粧水を作る。

　クマザサは新芽よりも青々とした葉の方が効果が出るので、それを探す内に後宮の奥にまで踏ふみ込んでしまったらしい。

　声のする方角にはうち捨てられた古い井い戸どがあり、その近くで数人の女によ官かんがこそこそと身を寄せ合っていた。

　見覚えのある顔だ。そこにいたのは、皇太后の宮で勤める侍女たちだった。

『陛下』という聞き捨てならない単語に、私は慌あわてて身を潜ひそめる。

「臘ろう日じつの祝しゆく宴えんに陛下をご招待なさるなんて、ついにお二人の仲も雪解けかしら」

「あら、あなたって随ずい分ぶん楽天的ね。聖母神皇のご命令ですもの。皇こう帝てい陛下だってお断りできるはずないわ」

「そんなことより、当日は一体どのお妃きさき様の房ぼう室しつにお泊とまりになるのかしら。もしかしたら私たちにもチャンスがあるかも！」

　彼女たちは人ひと気けがないのをいいことに、寒さも気にせず楽しそうにしている。

　もっとよく話を聞こうと、私は身を潜めて彼女たちに近づいた。

「雨露様が、城下から雑技団をお招きになったそうよ。素す敵てきな俳優もくるのかしら。本当に楽しみ」

「あらちょっと。俳優なんてめじゃないわ。陛下だってお美しいと評判じゃないの」

「でも、陛下はいつお隠れになるか分からないじゃない？　この状じよう況きようだし……だったら、俳優と火遊びでもした方がましよ」

「なんてことっ、言葉がすぎるわ！」

　耳を傾かたむけながら、私は息を吞のんだ。

〝お隠れになる〟というのは、死の隠いん語ごだ。

　皇太后と皇帝の危あやうい力関係は、女官たちにも危険なものとして映るらしい。

　それにしても妙みようなのは、皇太后の宮を出入りしている私がこの話を初めて知ったということだ。

　臘日は既すでに明後日に迫せまっている。

　後宮では臘日の準備こそ進んでいるが、そこに皇帝陛下がやってくるというのは今初めて知った。

（秘ひ密みつ裏りに準備が進められている？　でもなんで？）

　頭に沢たく山さんの疑問が浮うかぶ。

　どう考えても、いい知らせでないのは間ま違ちがいない。

（黒曜は知ってるの？　陛下が後宮にくるなんて危険すぎる！）

　最悪の未来を想像し、居ても立ってもいられなくなった。

　黒曜たち官かん吏りは、祝宴だからといって後宮に入ることはできない。それは皇帝を守る禁軍も同じことだ。

　後宮に入れるのは、女か宦官のみ。

　もしもの時に皇帝を守るその仕組みが、今は逆に皇帝を危険に晒さらしている。

　今の後宮は皇太后の庭なのだから。

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえつつ、笹ささの隙すき間まから慎しん重ちように息を吐いた。

　寒い筈はずなのに、不思議と汗あせが出てくる。

　冷静になろうと思うのに、どうやってもうまくいかない。

（くるはずがない。黒曜や深潭が、陛下を止めるはずだ。だから、大だい丈じよう夫ぶ……）

　必死に自分に言い聞かせても、不安は決してなくならなかった。

（とにかく、黒曜か深潭に報しらせなきゃ！　急いで尚紅へ帰って───）

「ぐっ！」

　茂しげみを抜けようと、振ふり返ったその時。

　首筋に衝しよう撃げきを感じて、私は気を失った。
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　目を覚ますと、どこかの房室の中にいた。

　明かりがないので何も見えない。隙すき間ま風かぜが入る場所なのか体が震ふるえるほど寒かった。

　手足が縛しばられ、口には猿さる轡ぐつわを嚙かまされている。

（ここは……？）

　埃ほこりっぽいにおいが鼻についた。

　少しずつ目が慣れてきて、周りの様子が分かってくる。

　木箱が積み重なっているので、おそらくは物置かなにかなのだろう。

　小さな明かり取りの向こうは、完全な闇やみだった。

　あれからどれくらい経たったのだろうか。

　全すべての感覚がぼんやりとしていた。

　霧きりを摑つかむような感覚で、記き憶おくをどうにか手た繰ぐり寄せる。

（そうだ、私は女官たちの話を盗ぬすみ聞きしてて……）

　その時だ。

　外に人の気配を感じて、私は身を固くした。

　草を踏む足音が、建物のすぐ側そばまで近づいてくる。

　ガタンと立てつけが悪い音がして、入ってきたのは春麗だった。

　驚おどろきで思わず、側の木箱に肩かたをぶつけてしまう。

　木箱はガタンと、騒さわがしい音を立てた。

　彼女の持つ蠟ろう燭そくの明かりが、頼たよりなさそうに揺ゆれている。

「目が覚めたのか？」

　冷たい眼まな差ざしに見つめられ、息を吞んだ。

　彼女の傷きず跡あとが、蠟燭の明かりにうっすら浮かび上がる。

　初対面の時とは違ちがい、彼女の気配はまるで抜ぬき身の刃は物もののように鋭するどかった。

　どうしてこんなことをと、気軽に尋たずねられるような雰ふん囲い気きではない。

「お前は、皇帝が差し向けた密みつ偵ていか？」

　春麗の言葉は平へい淡たんで、全く感情が含ふくまれていなかった。

　だから首を振ることもできず、私は呆ぼう然ぜんと彼女を見上げた。

「あの女官たちは、いつもあの場所で噂うわさ話ばなしをしている。すると、皇帝の放った密偵が面おも白しろいように掛かかるんだ。それを見つけて仕留めるのが、私の役目」

　思いもよらない事実に、私は息をするのも忘れた。

　美しい彼女が、そんなことをしていたなんて思いもしなかった。

　───皇太后に刃は向むかう者には、死あるのみ。

　そんな言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　私は絶望的な気持ちになった。

（やっぱり無理だったんだ。私に密偵なんて……）

　これからどうなるだろうかと、未来を想像すると体が震えた。

　拷ごう問もんされるのか、はたまたすぐにでも殺されるのか。

　日本にいた頃ころは遠かった死という感覚が、今は触ふれられそうなほど近くにあった。

　知らず呼吸が荒あらくなる。

　その恐きよう怖ふから逃のがれたくて、今すぐにでも気を失ってしまいたいと思った。

　そうすれば、誰だれに依い頼らいされたかも喋しやべらずに済む。

（せめて黒曜の存在は、知られちゃいけない）

　春麗の指が、静かに伸のびてくる。

　目をぎゅっとつぶって、私は必死にあの晩の温ぬくもりを思い出そうとした。

（黒曜を、裏切りたくない！）

　知らずに出てきた涙なみだが、目め尻じりからこめかみに滑すべっていく。

　歯のがたがたという震えを、猿轡が阻はばんでいる。

　息苦しさを感じながら、生なま唾つばをごくりと吞んだ。

（お父さんお母さん、ごめんなさいっ。私、日本に帰れそうにないや……）

　私は死を覚かく悟ごした。

　しかしいくらまっても、痛みはやってこない。

　どれくらい経ったのだろうか。

　訝いぶかしく思って目を開けると、春麗の白い顔が目の前にあった。

　驚く私の顔をじっと見つめ、その白い手が私の猿轡を外した。

「どうして……？」

　荒く息を吐はきながら、彼女に尋ねる。

　相変わらず春麗の顔には、表情のようなものは何一つ浮かんでいなかった。

　しかしそんな彼女が放った言葉は、驚くべきものだった。

「お前の雇やとい主に知らせろ。皇太后は内ない侍じ監かんの雨露に命じて、雑技団の中に凶手ころしやを潜ひそませている」

　囁ささやきながら、彼女は素す早ばやく私の手足を縛っていた縄なわを解ほどいた。

「早く！　臘ろう日じつは今夜だ。もうすぐ夜が明ける」

　何がどうなっているのかも分からないまま、慌あわてて立ち上がった。

　固定されていた節々が痛んだが、動けないことはなさそうだ。

　私は春麗の顔を見つめた。

　こんなことをすれば、彼女だって無事では済まないだろう。

　助かったのは確かだが、彼女の意図が分からない。

　じっと見つめていると、春麗はようやく小さな溜ため息いきを洩もらした。

　そしてその唇くちびるが、不器用な笑えみを形作る。

「無事に帰ってきて、私の顔に化け粧しようをしてくれ」

　優やさしい声だった。

　まるで震える私の手を握ってくれた時のように。

　私は返事に迷った。

　ありがとうなのか、ごめんねなのか。

　口からは、言葉にならない熱い息が漏もれた。

　泣いている暇ひまはないと分かっているのに、目め頭がしらが熱を持って仕方ないのだ。

「嬉うれしかったんだ……私を優しいと言ってくれたお前が……っ、早く行け！」

　春麗の声に促うながされ、震える足で踏ふみ出した。

　振り返ると、春麗はいつもの無表情に戻もどっていた。

　私は彼女に頭を下げ、物置を出て行く。

　明け方の空気は冷たくて、まるで無数の薄うすい刃物に切りつけられているようだった。

　東の空が、じりじりとピンク色に染まっていく。

　何度も転びそうになりながら、私は明け方の後宮を駆かけ抜ぬけた。
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　深潭に教えられていた連れん絡らく先は、後宮の塀へいに沿うように建てられた宦かん官がんの詰つめ所しよだった。

　建物の外がい壁へきは色あせ、所々欠けている。

　人の気配がなく、辺りはひっそりと静まり返っていた。

（本当に、ここであってるの？）

　その頼りない様子に、思わず不安になってしまった。

　中に入るのを躊躇ためらっていると、後ろから声を掛けられて驚く。

「おや、道に迷いなすったか？」

　振ふり返ると、そこにいたのは一人の老人だった。

　薪たきぎを抱かかえ、彼もやはり宦官の制服を身に纏まとっていた。

「あの、黒深潭という人にここに来るように言われて……」

　そこまで言うと、老人の目の色が変わった。

「ほう。あなたが旦だん那な様の仰おつしやっていたお人か」

「では、あなたが？」

「左様。外は冷える。詳くわしい話は中で」

　促されるまま、私は建物の中に入った。

　色あせた古い建物だが、中は綺き麗れいに片付いていた。

　土のままの床ゆかに、木のテーブルがそのまま置かれている。

　部屋の隅すみには竈かまどがあり、その上には大きな鉄の鍋なべが置かれていた。

「とりあえず、そこに掛けなされ」

　言われるがまま、木でできた椅い子すに腰こしかけた。

　少し脚あしが欠けているのか、体重をかけるとぐらついた。

　老人はその間に薪を下ろすと、奥から何かを抱えて戻ってきた。

「まずは、これに着き替がえを」

「これは？」

　差し出されたのは、布の塊かたまりだった。

　広げてみると、老人と同じ宦官の制服が現れる。

「これに着替えて、外に出なされ。宦官なら外に出るのも咎とがめられん」

「出るって言っても、一体どこに……」

「深潭様は今いま頃ごろ、両りよう儀ぎ殿でんで朝議に出席なさっておるはずじゃ。急げ。それが終われば、太だい極ぎよく殿でんの外にある中書省へお戻りになってしまわれる」

　両儀殿というのは、後宮と政治を行う外がい廷ていを隔へだてる建物のことだ。

　中書省に行くには、両儀殿から更さらにいくつもの門をくぐらなければならない。

　話を聞いて、私はすぐに宦官の衣装に着替えた。

　しかしそれを見ていた老人が、難しい顔で顎あご髭ひげを撫なで擦さすっている。

「ふうむ。詰つめ物で体は隠かくせるが、どうにも顔が浮ういてしまうのお。何か手立てはないものか……」

　確かに、化粧はしていないとはいえ素す顔がおで宦官を名乗るわけにはいかない。

（なにか使えるものはないの!?）

　部屋の中を見回して、私は一目散に竈に近づいた。

「何を……」

　驚おどろく老人に構わず膝ひざを突つき、竈に残っていた燃えかすを掬すくい上げる。

　そして水を張った鍋を覗のぞき込み、即そく席せきの化粧を始めた。

　灰で肌はだをくすませ、シミを作る。

　あとは隈くま、皺しわの影かげ。

　少し荒いが、じっくりと見られなければ分からないだろう。

　私は布を詰めてでっぷりと太った宦官に化け、仕上げに腰を折り曲げた。

　宦官はこうして前まえ屈かがみになり、小こ股またでちょこちょこと歩く。

「大したものじゃ。ではゆくぞ」

　そう言うと、老人はひび割れた壁かべに手を伸のばした。

　何をするのかと見ていると、壁が外れ、ひびから外が見えた。

「ほほ、長年かけて作った緊きん急きゆう用の出口が役に立ったわい。急げ。武運を祈いのっとるぞ」

　体を狭せまい隙すき間まに押し込み、無む理り矢や理り外に這はい出る。

　完全に外に出ると、隙間は向こうからすぐに塞ふさがれてしまった。

　これで、もう後あと戻もどりはできない。

（宴うたげは今夜……早く深潭に皇こう帝ていの危機を知らせなきゃ！）

　瑠る璃り瓦がわらが続く内ない廷ていの道を、小股の早足でひょこひょこと歩く。

　太陽はすっかり地平から顔を出し、ゆるゆると空にのぼっていく。

　最近はぐずついた天気が続いていたのに、今日はまるで皮肉のような快晴だった。

　もし雨が降れば、外で行う舞ぶ台たいは中止になったかもしれないのに。

　苛いら立だちと焦しよう燥そうがないまぜになる。

　時折見回りの兵士とすれ違ちがうが、彼らは宦官姿の私を気にも留めない。

　後宮にほど近い場所なので、珍めずらしくもないと思っているのだろう。

　女によ官かんが出るのには制限の多い後宮も、宦官ならば自由に出入りすることができる。

　しばらく行くと、遠くに両儀殿の建物が見えた。

　両儀殿は後宮と外廷を隔てる壁の、ちょうど真ん中に立っている。

　皇帝が政務を執とる場所なだけあって、荘そう厳ごんで巨きよ大だいな建物だ。

　知らず、駆け足になっていた。

　両儀殿には見張りの兵士がいるだけで、官かん吏りたちの姿はない。

　まだ朝議が続いているのか、それとももう終わってしまったのか。

　祈るような気持ちで、私は走った。

　駆け寄る私を怪あやしんで、兵士たちが身構える。

「止まれ！　何用だ!!」

「畏おそれ多くも陛下のおわす両儀殿で礼れい儀ぎ知らずな！」

　差し向けられた槍やりは恐おそろしかった。

　しかし深潭と入れ違いになったらと思うと、そちらの方がよほど恐こわい。

　私は槍の目の前で立ち止まり、上がった息を思いきり吐はき出した。

「深潭、さまに、急ぎ、知らせ……」

「宰さい相しよう閣下に、だと？」

　深潭の名前を出しても、兵士たちは槍を下ろそうとしない。

（どうしよう、急いで深潭に知らせないといけないのに!!）

　俯うつむきながら、必死にこの場を切り抜ける方法を考える。

　しかし、ただでさえ言葉が上手ではないのに、口で上手うまく切り抜けられるはずもない。

　そうこうしている間に、兵士たちが集まってきた。

　宮きゆう殿でんに勤めるエリートなだけあって、誰だれもが筋骨隆りゆう々りゆうの逞たくましい体つきをしている。

　無理に駆かけ抜ぬけようとしたって、途と中ちゆうで止められてしまうのがオチだ。

「違う！　違うます！　深潭様に急ぎの知らせ！　早く！」

　必死に訴うつたえるが、彼らは警けい戒かいを緩ゆるめようとはしなかった。

「その知らせとはなんだ？　言えば通してやる」

「それは……」

　先頭にいる兵士に尋たずねられ、言い淀よどむ。

　皇太后が皇帝の暗殺を企たくらんでいるなんて、こんな場所で迂う闊かつに口にするわけにはいかない。

　もし計画が知れたと皇太后にばれたら、彼女は別の方法で皇帝を殺そうとするだろう。

　私は皇太后には知られず、この情報を黒曜か、或あるいは深潭に知らせなければならなかった。

　宮殿のほとんどは皇太后派に占しめられている。だから迂闊なことをすれば、今ここで消される可能性だって十分にある。

（ここまでなの？　折せつ角かく後宮から出られたのに）

　目の前にある両儀殿の建物を見上げていると、涙なみだがこみ上げそうになった。

　折角春麗が教えてくれたのに、私にはどうにもできないのか。

　黒曜だって、私を信しん頼らいしてこの役目を任せてくれたというのに。

　悔くやしさを嚙かみ締しめながら、私は一歩下がった。

　このまま兵士たちと睨にらみ合いを続けていても、どうにもならない。

　こうなれば近くに隠れて深潭が出てくるのを待つか、それともどうにか中書省まで行く方法を考えるか。

（諦あきらめるなんて、絶対にしない！）

　初めは、密みつ偵ていなんてやりたくなかった。

　皇帝なんて知らない人のために、どうして命を賭かけられるだろう。

　でも、真しん剣けんに国を変えようとしている黒曜を見て、考えが変わった。

　皇帝のためじゃなくて、黒曜のために密偵になろうと思った。

　彼の歯は痒がゆい気持ちが、痛いほど伝わってきたから。

　自分に、こんな諦めの悪さがあるなんて知らなかった。

　他人のために、こんなに頑がん張ばれる時がくるなんて、思わなかった。

　卑ひ屈くつで気が弱くて、ずっと姉の命令に逆らわずに生きてきた。

　でも今はたとえ槍を向けられても、成し遂とげたいと思うことがある。

「連れて行け」

　隊長格なのか、兵士の一人が低い声で命じた。

　羽は交がい締じめにされ、恐きよう怖ふで喉のどが引きつる。

　どうなってしまうのか。

　どこへ連れて行かれてしまうのか。

（ここにいなくちゃ、深潭に会えないのに！）

　祈るように、目をつむった。

　すると近くで、どさりと重い音がする。

　何事かと目を開けると、兵士の一人が地面に手をついていた。

「何をする！」

　どうやら後ろから押されたらしく、立ち上がった兵士は顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「いや～申し訳ない。荷物で前が見えなくて」

　兵士の向こうから、聞き覚えのある声が聞こえた。

　私は信じられなかった。

　だってその人は、その場にいる筈はずのない人だったから。

「ふざけるな！　牢ろう屋や送りにしてやる！」

　兵士が相手を捕つかまえようと襲おそい掛かかるが、相手はまるで魔ま法ほうのようにそれをいなしてしまう。

　周りを取り囲む兵士たちが啞あ然ぜんとしているのが分かる。

　私も、一体何が起こったのか全く分からなかった。

「将軍様。弱い者いじめはそれぐらいになさったらどうです？」

　冗じよう談だんめいた口調には、底知れない響ひびきがあった。

「お前は……」

　兵士の一人が、掠かすれた声を漏もらす。

　気のせいか、彼らの腰こしは引けていた。

「しがない芸人ですよ。聖せい母ぼ神しん皇のう様のご慈じ悲ひで、臘ろう日じつの祝しゆく宴えんに招かれまして」

　皇太后の名が出ると、兵士たちは目に見えて狼ろう狽ばいした。

　彼らはすぐさま槍を下ろす。

　皇太后の不興を買いたくはないのだろう。

　彼らは私を置いて、そそくさと両りよう儀ぎ殿でんの警備に戻もどっていった。

「余暉……どうして？」

　取り残された私は、その懐なつかしい人に問いかける他ほかなかった。




　兵士たちを刺し激げきしないように、両儀殿から距きよ離りを取る。

　深潭が出て来たら、兵士の隙すきをついて向こうに気付いてもらおう。

　それよりも今は、目の前の余暉だ。

　人目を引かないよう壁かべ際ぎわに寄り、私は彼を見上げた。

「なんで、ここいる？　余暉、髪かみ結ゆいどうした？」

　しかし、返ってきたのは答えではなく抱ほう擁ようだった。

　ぎゅっと抱だきしめられ、驚おどろきと困こん惑わくで言葉が出ない。

　私はじっと体を固くして、息すらもまともにできなかった。

「無事でよかった……」

　余暉の言葉は、噓うそ偽いつわりのない真実の声だ。

　それほどまでに私を心配してくれていたのだと、ありがたいと同時に申し訳なくなる。

　もっと早く、どうにかして無事を知らせておけばよかった。

　深潭に屋や敷しきの外に出るのは禁じられていたけれど、それでも言付けぐらいはできたはずだ。

　腕うでが解ほどかれ、二人の間に距離が生まれた。

　余暉は少し寂さみしそうな、心細いような顔をしていた。

「どうして……って、あ！」

　私は今いま更さらになって、自分が炭だらけの顔をしていることを思い出した。

　服も宦かん官がんのもののままだ。

「なぜ私、分かった？　今、こんなかっこう」

　見上げると、余暉が破顔した。

「俺が、お前をわからないはずがあるか。すぐにわかったよ」

　心底嬉うれしそうな顔で言われ、私は赤面した。

（勘かん違ちがいしちゃだめ！　余暉は私を男だって思ってるんだから）

「それより余暉、どうしてここ、いる？　雑技団って、どういうこと？」

　後宮に今夜、雑技団が招かれていることは知っている。

　だってその中に、凶手ころしやが紛まぎれ込んでいるのだから。

　しかし、どうして色街で髪結いをしていたはずの余暉が、その団員として後宮にくることになったのか。

「お前が連れ去られて、俺は黒邸ていに行ったんだ。そこの使用人から、お前が後宮に入れられたと聞かされた。男の俺が後宮に入るには、自宮する以外ないからな。困っていた所に、街一番の雑技団が後宮に招かれたと聞いて、手伝いに雇やとってもらったんだ」

　自宮というのは、自らの意志で宦官になることを言う。

　つまりは男でなくなるということだ。

「そんな、どうしてそこまで……」

　まさか私のために、後宮にまで忍しのび込んできてくれたというのか。

　私の戸と惑まどいが、余暉にも伝わったようだった。

　彼は困ったように笑って言った。

「似てるんだお前が。死んだ妹に」

「そんな……」

　今度こそ、私は言葉をなくした。

（全然知らなかった……あんなに一いつ緒しよにいたのに）

　妹に似ていたから優やさしくしてもらえたのだという、少しの失望と居た堪たまれなさを覚える。

（だって、こんなによくしてもらって、どうやって恩を返せばいい？）

　余暉は見返りを求めない。けれど私には、それがつらい。

　だって、私は余暉の本当の妹ではないのだから。

　私を見る余暉の目があまりにも優しすぎて、私は何も言えなくなってしまった。

　二人の間に沈ちん黙もくが流れる。どうしようかと悩なやんでいると、余暉は突とつ然ぜん両手で私の手を握にぎりしめた。

「小鈴……いいや鈴音。雑技団に交じって、一緒に外へ出よう。外へ出てからのことは心配するな。俺が面めん倒どう見てやるから」

「え!?」

　まるでプロポーズのような言葉に、驚いてしまう。

　余暉にはそんなつもりがないと分かっているのに、勝手に顔が熱くなった。

「そんな、余暉に迷めい惑わく、かけられない。それに……」

「それに、なんだ？」

　尋たずねられ、戸惑う。

　任務は極ごく秘ひだ。

　しかし、余暉は私を追ってここまで来てくれた。噓うそなんてつけない。

　私は包み隠かくさず、真実を言うと決めた。

「───実は、皇太后が皇こう帝てい、狙ねらってる。雑技団に凶手、潜ひそんでる。私それ、止めなきゃ」

「なんだって!?」

　今度は余暉の方が、驚いたように言葉をなくした。

　冬の寒さの中、余暉につかまれた手が熱い。

　離はなしてほしいとは、言えなかった。

　話に熱中するあまり、私は背後に人がいるのに気付かなかった。

「そこで何をしている」

　突然声を掛けられ、また兵士かと振ふり返る。

　しかし私が見たのは、見知った人物の見慣れない姿だった。

　息を乱した黒曜が、険しい表情で立っている。

　その後ろには、厳しい顔をした深潭と戸惑う両儀殿の兵士たちが見えた。

　会えるとは、思っていなかった相手だ。

　しかし用件を言う前に、私は黒曜の格好を見て言葉を無くした。

　黒曜はその身に、きらきらしい黄色の袞こん服ふくを纏まとっていた。

　その胸には龍りゆうの王を表す、五本爪づめの龍が堂々と縫ぬい付けられている。

　黄色も五本爪の龍も、そのどちらもが皇帝の証あかしだ。

　他の人間がそれを着れば、すぐさま謀む反ほんを企くわだてたとして処しよ刑けいされるだろう。

（まさか、黒曜が皇帝陛下だってこと……？）

　そんなわけはないと思うのに、一方でそう考えると色々なことに納なつ得とくがいった。

　宦官に化けていたとはいえ、あまりにも簡単に後宮に忍び込んできた黒曜。

　それもそのはずだ。なんせ後宮は皇帝の持ち物なのだから。

　それに宰さい相しようである深潭が、黒曜にはいつも敬意を払はらっていた。それも黒曜が皇帝ならば当然のことだ。

　崩くずれ落ちるように、私は地面に膝ひざをついた。

　叩こう頭とうしろ。叩たたき込まれた礼れい儀ぎ作法が、そう囁ささやきかけてくる。

（黒曜にとっては、私は体ていのいい駒こまだったのかな？）

　そう思うと、あまりにも悲しかった。

　見返りを求めていたわけじゃない。

　密みつ偵ていなんて危険な仕事を引き受けたのは、官かん吏りでありながら私の身を案じてくれた黒曜のためだ。

　決して、皇帝に命令されたからじゃない。

　しかし、所しよ詮せんは同じことだったのだろうか。

　黒曜にとって私は、使い捨ての駒に過ぎなかったのだろうか。

（だから、後宮に来なくなったの？）

　感情を殺して、頭を下げる刹せつ那な。見えたのは黒曜の悲しげな顔だった。

「鈴音。顔を上げてくれ」

　黒曜の声には、悲痛な響ひびきが宿っている。

　しかし私の立場では、許しがなければ直接言葉を交かわすこともできない。

「鈴音、頼たのむ」

「……っ」

　黒曜の声は、まるで頼たよりない子供のようだった。

　どうしてそんな風に思ったのだろう。

　黒曜は立派な大人で、この国を統すべる皇帝陛下だというのに。

「陛下。ここは人目につきます。とにかく中へ」

　深潭の押し殺した声が聞こえた。

　伏ふせていた腕を取られ、体が持ち上がる。

　黒曜の手が、しっかりと私の腕を握りしめていた。

　改めて見た黒曜は、神こう々ごうしいばかりの天子様だ。彼が遠くに行ってしまったみたいで、その姿を見るのすら今は辛つらく思える。

「乱暴はよせ！」

　余暉が、黒曜の手を払った。

「余暉！　私平気！　……お許すください。陛下」

　余暉を庇かばうように立ち上がると、何か言いかけた黒曜が苦い顔をして顔を逸そらした。

　重い沈黙が場を支配する。

　結局深潭に促うながされ、私たちは両りよう儀ぎ殿でんの中に移動することになった。

　朝議が終わった後なのか、中は閑かん散さんとしている。

　背中に、兵士たちの視線が突つき刺ささった。

　その視線から逃にげるように、私たちは近くの房ぼう室しつに飛び込んだ。

「これはどういうことだ」

　房室に入った途と端たん、黒曜は私に詰つめ寄ってきた。

（それはこっちのセリフだよ！）

　私は泣きたくなりながら、叩頭のために膝を折ろうとした。

　皇帝の顔を直接見ることなど、私のような者に許されるはずがない。

「やめろ！」

　しかし床ゆかに額ぬかずくよりも早く、黒曜の悲痛な声が落ちてきた。

　私は戸惑い、深潭を見上げる。

　彼は長い溜ため息いきをつき、直答を許した。

　黒曜はとても傷ついた顔をしていた。おそらく私も、同じような顔をしていることだろう。

　騙だまされたのは私の方なのに、まるで彼の方が傷ついているみたいだった。

「鈴音。その服を着ているということは火急の用だな？　一体何があった」

　深潭の冷静さに、おそらくその場の誰だれもが救われていた。

「はい。今夜招かれている雑技団に、凶手ころしやあると聞きました」

「ほう。それは皇太后の手引きで間ま違ちがいないか？」

「雨露内ない侍じ監かんに皇太后命じたと、聞いたです」

「ふむ……」

　深潭が何か考え込むように顎あごを撫なでた。

「なにか仕し掛かけてくるとは思っていたが、よりによって臘ろう日じつを選ぶとは。鈴音、よく知らせてくれた。やはり祝しゆく宴えんは欠席して───」

「いいや、俺はいくぞ」

「陛下！」

　黒曜の一言で、その場の空気が凍こおり付いた。

　驚おどろいたのは深潭だけじゃない。私だって、一体何を言い出すのかと耳を疑ったぐらいだ。

「黒曜！　……危険、です。皇太后は怖こわい人。噓じゃない。やると言ったら本当にやるです」

　縋すがるような思いで、私は黒曜を見上げた。

　しかし、彼は意見を変えたりはしなかった。

　彼が皇帝だろうとそうじゃなかろうと、そんなことは関係なかった。

　私は黒曜という男を、死なせたくなかった。

「鈴音。お前が命を懸かけて知らせてくれた情報を、疑っているわけじゃない。ただ、ここで引けばまたいつまでも、あの女にびくびくと怯おびえ続けなければいけなくなる。そうなるぐらいならいっそ、あの女のしっぽをつかんでやる」

「無む茶ちやです！　もし御おん身みになにかあったら」

「これはまたとない好機だ。深潭、分かってくれ」

　深潭がいくら諫いさめても、黒曜は意見を変えなかった。

　はらはらしながら二人の話し合いを見守っていると、今までずっと話を聞いていた余暉が、突とつ然ぜん口を挟はさんだ。

「大変な事態なのは分かった。でももう鈴音は務めを果たしたんだろう？　なら城の外に連れ出してもいいな？」

「余暉！」

　余暉は畏おそれるでもなく、腕うで組ぐみをして立っていた。

　黒曜や深潭より身長は低いはずなのに、有う無むを言わせない迫はく力りよくが彼からは感じられる。

「お前は、花酔楼の……」

　今気づいたというように、黒曜が余暉と向かい合った。

　私は慌あわてて、二人の間に割り込む。

「この人、私の大事な人！　悪い人違ちがうです！」

　必死に叫さけぶと、黒曜がなぜか悲しそうな顔をした。

「鈴音……」

「あんた、確か芙蓉姐ねえさんのところに通っていた客だろ？　まさか皇こう帝てい陛下だったなんてな」

「ちょ、余暉！」

　刃は向むかうような余暉の言葉に、私は心臓が止まりそうになった。

　どうして余暉は黒曜に、喧けん嘩かを売るようなことばかり言うのだろう。

　二人が静かに睨にらみ合う。

　間に割って入ったのは、呆あきれた顔の深潭だった。

「とにかく、今は今夜どうするかという話でしょう。陛下、考え直してください」

「凶手が雑技団に混じっていると分かれば、やりようはある」

「陛下……」

「そんな、黒曜！」

　二人のやり取りを見守っていた私は、堪たまらず声を上げた。

（命を狙ねらわれると分かっていて、みすみす飛び込むなんて！）

　彼が身分を偽いつわっていたという悲しみや驚きはあっても、だからといって黒曜に危険な目にあってほしいわけじゃない。

「黒曜死ぬ大変です。行くな！　いでください」

　行ってほしくない。死んでほしくない。

　それは、黒曜が皇帝だからではなかった。

（まだ、仲直りだってしてないのに……っ）

　死という言葉が、ひどく身近に感じられた。

　体温のない続きのない、何も生み出さない終わり。

　傍そばにいてほしいとは言わない。彼が皇帝であると知ってしまったら、もう今まで通り気安く言葉を交かわしたりなんてできないだろう。

　それでも私は、黒曜に生きてほしかった。会えなくなっても、どこかで生きていてくれれば十分だと思った。

「鈴音……」

　余暉が、慰なぐさめるように私の肩かたに触ふれた。

　けれどそれで、逆にはっきりと分かった。

　私が今触れたいのは、余暉じゃない。余暉は大好きだけれど、もっと他ほかに抱だきしめてほしい人がいる。

　その人に、死んでほしくなんかない。

「余暉、お願いあるます……」

　私は、その突とつ飛ぴな思い付きを余暉に話した。

　彼は何を言いだすのか分からないという顔で、その話を聞いていた。

「そんなことをして、一体何の意味が───」

「いいから！　お願い、ます。余暉にしか、頼たのめないこと」

　必死に頼み込めば、余暉はしぶしぶ頷うなずいてくれた。

「分かった。ただし、事が済んだら、俺と一いつ緒しよに城から出るんだ。いいな？」

「……分かった」

「ったく。お前は本当に手がかかる」

　苦く笑しようしながら、余暉はがしがしと私の頭を撫でた。

　それはいつもの彼らしい、懐なつかしい撫で方だった。

「二人とも、一体何の話をしている？」

　私たちのやり取りに気づいたのか、深潭との話し合いを続けていた黒曜がこちらを見ている。

「いいや。それよりもそこのお偉えらいさん。ちょっとあんたに融ゆう通ずうしてほしいことがあるんだ」

「なに？」

　余暉が指名したのは、深潭だった。

　彼は眉み間けんの皺しわを、今まで見たことがないほど深くする。

「俺はその雑技団の一員なんだがな、ちょっと忘れ物を取りに戻もどりたいんだ。手配してくれるか？」

「なぜ、私がそんなことをしなければならない？」

「いいのか？　ならその凶手とやらに協力してもいいんだぜ？」

　余暉の強気な物言いを、私ははらはらと見守った。

　深潭が、深い深い溜ため息いきをつく。

「……分かった。すぐ手配する。頼むから勝手な真似まねはしないでくれ」

「ありがとよ」

　そう言って、深潭は余暉を促うながして房ぼう室しつを出た。

　去り際ぎわ、余暉が意味ありげな笑えみを零こぼす。

　それを見て、思わずくすりと笑ってしまった。

　彼の強さが、私には羨うらやましかった。

「あの男と、随ずい分ぶんと仲がいいんだな？」

　黒曜の声は、随分と不ふ機き嫌げんそうだ。

　余暉の態度が気に障さわったのかと、私はびくびくして振ふり返った。

「彼……悪気ないです。お許す、ください」

「お前と、どんな関係なんだ？　大事な人と言っていたが……」

　なぜか、黒曜は硬かたい表情で言った。

　今夜のことで、気が張っているのかもしれない。

「関係、ですか？　余暉はこの国に来たばかりで言葉分からない私を、助けてくれたです。綺き麗れいで、兄のような人。本当は優やさしい人です」

「兄のような人……か。そうか」

　黒曜は張りつめていた表情を少しだけ緩ゆるめた。

　余暉がそんなに気になるのかと、私は首を傾かしげる。

（そうだ、今はこんな話してる場合じゃない！）

「陛下。今夜後宮行く、危険です」

　ダメもとで、私はもう一度黒曜を説得しようとした。

　しかし黒曜は、決して首を縦に振らない。

「俺は後宮へ行く。凶手ころしやをその場で取り押さえることができれば、流石さすがに皇太后も言い逃のがれはできん。これは好機なんだ」

「でも……」

　更さらに言葉を重ねようとすると、黒曜の掌てのひらで制されてしまった。

　そんな何気ない仕草にすら、不思議と気品のようなものが感じられる。

　付け焼やき刃ばの私との違いを見せつけられたようで、辛つらかった。

　私と彼の身分は、あまりにも違う。違いすぎている。

「それより、今まで身分を偽っていて、悪かった。いつか言おうとは、思っていたんだ」

　黒曜が、申し訳なさそうに肩を落とした。

　しかしいくらこの世界の事情に疎うとい私だって、彼が気軽に正体を明かせない理由くらい、想像がつく。

「そんなの！　気にしてない、です。謝ってほしい、違う！　ただ、危ないしないでほしい、だけっ」

　今になって、後こう悔かいが押し寄せてきた。

　もっと上手うまく、皇太后の企たくらみを伝える方法があったんじゃないのか。例えば深潭にだけそれとなく知らせるとか、そんな穏おん便びんな方法が。

　けれど今になってしまえば、もうすべてが遅おそい。

　私には黒曜の行動を制限する権利なんてないし、どころか本当は口答えすることすら不敬なのだから。

「せめて……無事戻る、ください。絶対に、死ぬしないで……」

　涙なみだを堪こらえる私に、黒曜は目を細めた。

　彼はしばらく黙だまり込み、そしてゆっくりと口を開いた。

「ああ、約束する。お前のもとに無事帰ると。だから鈴音も約束をくれ」

「約束……？　何ですか？」

「それは今は言えない。ただ、約束するとだけ言ってくれ」

　黒曜の目は真しん剣けんで、とても断ることなどできなかった。

「無事戻る、してくれるなら……」

　こくりと頷くと、黒曜がふわりと笑った。

　白はく皙せきの美び貌ぼうが綻ほころぶ。黒曜がそんな風に笑うのを、私は初めて見た。

　頰ほおが燃えるように熱くなる。

「だから絶対帰る、ください。危ないこと、しないで……」

　縋すがるように、さらさらとした袞こん服ふくを摑つかんだ。

　気付けば涙が零こぼれている。

　最近の私は、ひどく涙もろい。

　日本にいた頃ころは、どちらかといえば感情が薄うすいと思っていたのに。

　はげしく首を振ると、宦かん官がんの帽ぼう子しがぽとりと落ちた。

　久しぶりの地毛は、首筋がすーすーする。

　最近はすっかり、付け毛を被かぶる生活に慣れていたから。

「ひどい顔だ。次に会う時には、綺麗にしておけよ」

　茶ちや化かすように笑う黒曜の言葉に、私は自分が炭だらけの顔をしていることを思い出した。

　恥はずかしくて何も言えなくなる。

　裾すそでぐしぐしと顔を拭ぬぐった。

　涙と灰が混じりあって、黒い染しみができる。

　その時、ちょうど深潭が戻ってきた。

　怖こわい顔で話し合う二人を見ながら、なにか自分にもできないかと、私はずっと考えていた。
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　黒曜と深潭は、今夜の段取りを入念に話し合っている。

　私は二人に黙って、房室を辞した。

　これからすることを二人に話したら、確実に止められると分かっていたからだ。

　でも、黒曜が危ないのに、じっとしてなんていられない。

　それに、余暉に頼んだことがどんな結末を手た繰ぐり寄せるのか、自分の目で確かめなければいけないと思った。

　衣服を整え、帽子をかぶり直し、再び後宮へと向かう。

　兵士がいないのを見計らい、壁かべにあるひびから後宮の中に入った。

「ありゃ！　お嬢じようさん戻ってきなすったのか!?」

　壁の先には、私を見送った老人の姿があった。

　まさか私が戻るとは思わなかったのか、彼は目を白黒させている。

「老ろう爺や、頼みある、ます。聞いてくれるですか？」

　思い余って胸むな倉ぐらを摑んだのが効いたのか、老人は私の頼みを快く聞き入れてくれた。
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　篝かがり火びが燃えている。

　まるで冬の寒さを蹴け散ちらすかのように、その中にはどんどん薪たきぎが足されていた。

　屋外に特別に設しつらえられた台座の上には、皇太后と黒曜が雛ひな人にん形ぎようのように並んでいる。

　皇太后の方が二十歳近く年上の筈はずなのに、ちっともそうは見えなかった。

　目を引くのは、彼女の禍まが々まがしいまでの美しさだ。

　そのほほ笑えみには、義理の息子むすこの暗殺を企くわだてているなどとはとても思えないような余よ裕ゆうがある。

　そしてそれと対ついを成すように、黒曜の研とぎ澄すまされた美貌もまた、視線を集めていた。

　左右から彼らを取り囲むのが、着き飾かざった妃ひ嬪ひんと宦官たちだ。

　妃きさきたちは久しぶりに姿を見せた皇こう帝ていの歓かん心しんを得ようと、しきりに彼に酌しやくを勧すすめていた。

　彼らは舞ぶ台たいの前に陣じん取どり、雑技団の演目を思い思いに楽しんでいる。

　火を噴ふく男。宙返りなどの軽かる業わざ。戴たい竿かんと呼ばれる演目では、大男が頭に載のせた竿さおの上で身軽な女性が曲芸を繰くり出す。

　何か技わざが決まるたび、観客たちはどよめいた。

　流石に国一番の雑技団だけあって、彼らの演技はどれも完成度の高いものだ。

　しかしその演技に熱中することはできなかった。

　今にも芸人の誰だれかが黒曜に襲おそい掛かかるかもしれないと思うと、緊きん張ちようで手が震ふるえていた。

（大だい丈じよう夫ぶ、きっとうまくいく）

　私が立っているのは、宦官が多く控ひかえている辺りだ。その最前列に、皇太后が黒曜の暗殺を命じた雨露内ない侍じ監かんが座っている。

　私が老人に頼たのみ込んだのは、この祝しゆく宴えんに宦官として潜もぐり込ませてほしいということだった。

　この場にいる人の中で、雑技団の誰が凶手なのか知っているのは雨露だけだ。ならば彼を見張っていれば、自然と凶手も事前に分かるのではないかと、私はそう考えた。

　今のところ、雨露は皇太后の一段下の席次で、愉ゆ快かいそうに笑っている。

　この後に荒あら事ごとが待っているなんて信じられないほど、それは盛大で華はなやかな祝宴だった。

（それにしても……この雑技団、何か足りないような……）

　それは、曲芸が始まってからずっと感じている違い和わ感かんだった。

　衣装は華やかだし、次々繰り出される曲芸は見事なのに、なぜか物足りないと感じてしまう。

　花酔楼で別の雑技団の演技を見たことのある私は、ずっとその違和感の正体を探していた。

　しかしその答えは、思ってもみないところからもたらされた。

　近くにいた三人組の宦官が、楽しそうに雑技団について話し始めたのだ。

「いやあ、実に見事ですな」

「雨露様に感謝だ。城下での公演は立ち見でも入れないほどの盛せい況きようぶりだそうじゃないか」

「ああ。しかしそれだけに、剣つるぎを使った演目が禁止なのは残念だなあ。尊い方々の御おん前まえで、もしもがあっちゃいけないというのは分かるが」

　三人目の宦官の言葉に、私はなるほどと頷うなずく。

（だから、さっきからどの演目にも刃は物ものがでてこないんだ！）

　雑技団の演目には、刃物を使った演目があるのが普ふ通つうだ。例えば跳剣ナイフなげや、剣けん舞ぶ、果てには剣を吞のみ込む男など。

　今にも人が傷つくかもしれないというスリルが、観客を盛り上げる。

　しかしこの雑技団の演技は、それらの演出をことごとく排はい除じよしていた。

　言われてみれば、むしろなぜ気づかなかったのかという気持ちになった。

（それにしても……剣が使えない状態で、一体どうするつもりなの？）

　愉快そうに高笑いをする雨露を、私は息をひそめて見守った。

「続きましての演目は、挙きよ力りきでございます。我らが誇ほこる怪かい力りき男の登場です！」

　団長らしき男が口上を読み上げると、身長二メートルを超こえそうな大男がのっしのっしと現れる。

　彼は両りよう腕うでを掲かかげてその筋肉を誇こ示じした。

　妃たちから、甲かん高だかい悲鳴が響ひびく。しかしそれもどこか楽し気で、盛大な祝宴に賑にぎわいを添そえた。

　挙力というのは、怪力を誇る演目だ。大の大人が数人がかりでも持ち上げられないような大剣を、一人で持ち上げて振ふり回したりする技のことを言う。

　以前に見た雑技団でも、彼のような巨きよ漢かんが大きな刀を振り回して観客を喜ばせていた。

（え、でも待って。大剣だって刃物だよね？）

　頭の片かた隅すみにそんな疑問がかすめたその時、舞台の奥から、男が六人がかりで巨きよ大だいな剣を運んできた。

　青銅でできたそれは、鞘さやの細部にまで緻ち密みつな模様が彫ほり込まれた美しいものだ。

　しかしその大きさが尋じん常じようではなく、六人がかりでも運ぶ男たちは辛つらそうにしている。

　強度で鉄に劣おとる青銅の剣は、儀ぎ式しきにしか使わないため刃はを潰つぶしてあることが多い。

　だから許可が出たのだろうかと思っていると、雨露の様子に変化があった。

　彼はおもむろに立ち上がると、盃さかずきを掲げて言った。

「その大剣は、わしが特別に用意した。見事持ち上げることができれば、特別に褒ほう美びを取らせよう」

　雨露の粋いきな計らいに、その場がわっと盛り上がる。

　しかし私には、これが合図だとしか思えなかった。

　凶手ころしやはあの男だ。

（どうしよう、余暉はまだなの!?）

　悩なやんだのは一いつ瞬しゆんだった。

　宦かん官がんをかき分け、舞台の前に飛び出す。

　突とつ然ぜん飛び出してきた私の存在が、盛り上がりに水を差す。

　他ほかの宦官に取り押さえられる前にと、私は大声を張り上げた。

「雨露様！　褒美をいただけるでしたら、どうか私にもその機会をお与あたえください！」

「なんだと……？」

　杯さかずきをおろした雨露に、鋭するどく睨にらみつけられる。

　ざわざわと、人々のざわめきが波のように広がった。

「そんな貧相なナリで、あの大剣が持ち上がるはずがないだろう！　誰ぞ、あの者をつまみ出せ！」

　雨露の命令に、二人の屈くつ強きような宦官が襲い掛かかってくる。

　私はそうはさせまいと、地面に置かれた大剣にしがみ付いた。

（余暉さえ間に合えばっ。それまで、どうにか時間を稼かせがなくちゃ！）

　すぐそばでは出番を待つ怪力男が、にやにやと薄うすら笑いを浮うかべている。

「こら！　離はなれろ！」

「このぉ！」

　やがて、抵てい抗こうむなしく大剣から引き剝はがされてしまう。

「やめ───」

「待ちや！」

　立ち上がった黒曜の声を、遮さえぎったのはなんと皇太后だった。

　彼女ははらりと優ゆう雅がに扇せん子すを開き、その赤い唇くちびるを隠かくす。

「余興に、なにを騒さわぎ立てることがあるのかしら。やらせてみればいいじゃないの。その手を離しなさい」

　彼女の命令に、私を取り押さえていた宦官たちが離れていく。

　ほっと安あん堵どの溜ため息いきが漏もれた。

　しかし皇太后の言葉は、それだけでは終わらなかった。

「けれど、哀あい家かの宴えん会かいを騒がせた責任は、取ってもらわねばね。もし大口叩たたいて剣が持ち上がらないようなら、今すぐにでも北門に送るのよ」

　皇太后の冷たい声こわ音ねに、背筋がぞっと冷える。

「義母はは上うえ、しかしそれは……」

　黒曜が取り成そうとするが、皇太后はにべもない。

「早くしいや。後の演目がつかえているのだから」

（こうなったら、一か八ばちか！）

　私はもう一度大剣に歩み寄り、その巨大な柄つかに触ふれた。

　青銅のそれはひんやりと冷たく、そして両手でも指が回らないほどに太い。

　それをぎゅっと握にぎりしめ、渾こん身しんの力を籠こめる。

（せめて、少しでも動いてっ！　ほんの少し、ほんのちょっとでいいから！）

　天に祈いのるような気持ちで、歯を食いしばる。

　しかしどんなに力いっぱい踏ふん張ったところで、大剣はぴくりともしなかった。

「いい加減、あきらめろ！」

「そうだそうだあ！」

　酔よった観衆から、野や次じが飛ぶ。

「なによつまらない。連れていきなさい」

　皇太后は、もう興味がないというように顔を逸そらしてしまった。

　先ほどの屈強な宦官が再びやってきて、私を大剣から引き剝はがす。

（そんな……このままじゃ黒曜が！）

　絶望的な気持ちになった。

　自分が死ぬことより、黒曜が死ぬことの方が恐こわく感じられる。

「やめよ！」

　私に駆かけ寄ろうとして、黒曜は妃きさきたちに引き留められていた。

　時間が、やけにゆっくりに感じられる。

　せめて最後に目に焼き付けようと、じっと黒曜を見つめた。

　黒曜の目には、もどかし気な光が宿っている。

　それを見て、黒曜は私に気付いているのだと分かった。

（ごめん黒曜……約束、守れそうにないや）

　誰だれにも気づかれないよう、声に出さず彼に言う。

『ご・め・ん』

　吐と息いきは白い靄もやになり、暗い夜空にかすんで消えた。

「馬ば鹿かを言うな！」

　黒曜の叫さけびが、後宮の花々の隙すき間まに消える。

　悔くやしかった。結局何もできなかった自分が。

　黒曜を守ろうとして、けれどやっぱり何もできなかった自分が。

　力を出し切った後の体は踏ん張りがきかない。

　私はずるずると、宦官たちに運ばれていった。

　騒めき。野次。嘲ちよう笑しよう。

　何もかもが私を打ちのめす。

　太たい鼓この音。流りゆう麗れいな笛の音。

「さあてお歴々、どうぞご覧あれ！　花酔楼の名めい妓ぎがそろい踏ぶみだ！」

　聞き覚えのある声に、思わず顔を上げた。

　遠くから近づいてくるのは、華はなやかな美女の軍団だ。

「姐ねえさん達……」

　そこにいたのは、芙蓉を先頭とした花酔楼の面々だった。

　傍かたわらには余暉がいて、彼が調子よく口上を述べている。

「こちらにおわすは誰あろう、花酔楼の芙蓉都知だよ！　百年に一度の美び貌ぼうだ。どうぞご覧あれ！」

　都知というのは、色街の妓ぎ女じよを束ねる頭かしらのことだ。

　その呼び声に恥はじず、芙蓉は煌きらびやかな装いで、しゃなりしゃなりと歩いてくる。

　まるで空を飛ぶように軽かろやかに、しかし誰の指図も受けないわという強さで。

　その顔を見て、私はごくりと息をのんだ。

（やっぱり、似てる）

　余暉に頼たのんで、芙蓉を後宮に連れてきてもらったのにはわけがあった。

　それは素す顔がおの彼女と皇太后の顔が、あまりにも似通っていたからだ。

　そして、皇太后には娘むすめがいたという事実。

　私はその娘こそが芙蓉なのではないかと思い、一か八か二人を引き合わせようと考えた。

　死んだと思っていた娘と再会すれば、皇太后は皇こう帝ていの暗殺を思い止とどまってくれるかもしれない。

　そんな汚きたない打算があった。

　芙蓉を利用するようで胸は痛んだが、手段を選んではいられない。

　思った通り、皇太后の生き写しのような芙蓉の姿に、人々は驚おどろき、そして見とれた。

　やがて芙蓉は舞ぶ台たいに上り、優雅にお辞じ儀ぎする。

「本日は、盛大な祝しゆく宴えんにお招きいただき、ありがとう存じます。僭せん越えつながら、聖せい母ぼ神しん皇のう様と皇帝陛下に、歌を献けん上じよういたしとうございます」

　芙蓉は王都でも名の知れた歌の名手だ。

　宴えん席せきがわっと盛り上がる。

　やがて、花酔楼の姐さん達も同じように舞台に立ち、楽を奏かなで始める。

　それは都に来た若者が、故郷の母を想おもって詠よんだ有名な古歌だ。

　五絃げん琵び琶わの物悲しい旋せん律りつに、伸のびやかな芙蓉の歌声が重なる。




　老いた母を一人残し、夢を追って都へと出た若者。

　しかし現実は厳しく、荷運びの仕事で糊こ口こうを凌しのいでいる。

　安い酒を飲む窓辺で、若者は故郷の母を思い出す。

　老いた母よ。元気にしているだろうか？

　ぜひ会いにゆきたいが、故郷は遠く、旅費もない。

　そしてこの不ふ甲が斐いない有様では、母に合わせる顔もない。

　母よ。体を壊こわしてはいないか？　生活に困ってはいないか？

　望郷の思いは募つのるばかり。

　母よ。叶かなうのならば、ぜひもう一度会いたい。

　母よ。その腕うでに抱いだかれて、故郷の土で眠ねむりたい。




　古い歌なので、詩の定型に添そってはいないし、その歌人の名も伝わってはいない。

　しかし母親を想う気持ちが共感を呼ぶのか、ずっと古くから歌い継つがれている歌だという。

　それを芙蓉が情感たっぷりに歌うものだから、宴席にはしんみりとした空気が流れた。

　中には、涙なみだしている人までいる。

　歌い終えた芙蓉が腰こしを折ると、その場に割れんばかりの拍はく手しゆが轟とどろいた。

　拍手はいつまでも鳴りやまない。

　雨露だけが、忌いま々いましそうな顔でおざなりに手を叩いている。

「佳佳！」

　拍手を割さくように、悲鳴のような声が聞こえた。そして人ごみの中から、飛び出してきたのは皇太后だ。

「佳佳……っ、まさか、佳佳なの!?」

　彼女は広口袖そでを振ふり乱し、芙蓉に縋すがりついた。

　誰もが啞あ然ぜんとして言葉を失い、芙蓉すらも驚きで何も言えずにいる。

　私は驚いた宦かん官がんたちの隙すきをついて拘こう束そくから抜ぬけ出し、彼女たちの許もとへと駆け寄った。

　透とう明めいな涙を流す皇太后に、私は何て言っていいか分からなかった。

「まさか……[image: ][image: ]おかあさん、なの？」

　戸と惑まどいながら、彼女は立ち尽つくしていた。

　宴席は静まり返り、篝かがり火びの爆ぜる音だけが、ぱちぱちと辺りに響ひびいている。
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　結局、皇帝の暗殺計画は失敗に終わった。

　あの後、芙蓉が皇太后の実の娘だということが発覚して、それどころではなくなってしまったからだ。

　誰もかれも、皆みんな驚いていたっけ。

　数日後、皇太后の北の離り宮きゆうへの蟄ちつ居きよが発表され、後宮は更さらなる混乱の渦うずに突つき落とされた。

　あの日以来後宮に滞たい在ざいしている芙蓉は、離宮への付き添いを希望している。

　周囲の人間は必死に止めているが、彼女が一度言いだしたことを翻ひるがえすはずがない。きっと艶あでやかに笑いながら、自分の意見を貫つらぬき通してしまうはずだ。

　数日前、二人を再会させるべきじゃなかったと悩なやむ私に、芙蓉は言った。

　今までできなかった分、しっかり親孝行ができるなんて幸せだと。

　───それに、王都での暮らしも飽あきてたからね。今から楽しみだよ。

　彼女の強気な笑え顔がおが蘇よみがえる。思わず、私は彼女に抱き着いてしまった。

　皇太后の横暴も、あの日以来すっかり鳴りを潜ひそめている。

　その顔は以前よりめっきり老け込んでしまったが、その年相応の顔には諦あきらめに似た静かな笑みが湛たたえられていた。

　彼女のしてきたことは許されることではないが、彼女もまた時代に翻ほん弄ろうされた一人なのかもしれない。

　首しゆ謀ぼう者しやの一人である雨露はといえば、証しよう拠こが不十分ということでお咎とがめなしになった。

　黒曜も深潭も悔しそうにしていたが、皇太后と雨露を二人をいきなり失えば後宮が立ち行かなくなるということで、仕方なしという判断のようだ。

　私としては納なつ得とくがいかなかったが、二人が決めたことならば仕方ない。




　そんなことを考えつつ、私は意識を手元に戻もどした。

　荷物は思っていたよりも少ない。

　後宮を出るための準備も、予想より早く終わってしまった。

　深潭の許可も出ている。

　後は迎むかえの馬車を待つだけだ。

　余暉との約束通り、私は今日後宮を出ていく。

　黒曜とは、あの日以来会えない日が続いていた。

　でもきっと、会わない方がいいのだ。

　会えば未練になる。離はなれたくないと思ってしまうかもしれない。それが恐こわかった。

（だって、いくらなんでも身分が違ちがいすぎる）

　尚紅に続く廊ろう下かを、誰だれかが足早に歩いてくる。

　迎えがきたのだろう。

　私は立ち上がり、最後に忘れ物がないか見み渡わたした。

　自分で整えた尚紅を離れると思うと、少し寂さみしい。

「鈴音！」

「は、はい!?」

　女によ官かんの誰かだろうと思っていたら、やってきたのは黒曜だった。

　私は飛び上がり、慌あわてて膝ひざを折ろうとする。

　しかし黒曜に腕を摑つかまれ、結局跪ひざまずくことはできなかった。

「ここを、出ていくというのは本当か？」

「え、ええ……」

　その勢いに押されて、こくりと頷うなずく。

　すると彼はとんでもなく険しい顔になって、私を睨にらみつけた。

「あの男の許に行くつもりか？」

「あの、男？」

「例の、兄のような人と言っていた男だ」

「あ……最初はお世話になる、するですけど、落ち着いたら、独り立ちしようと思うです」

「独り立ち？」

「そう。城下で化粧けわい師しなろう、思うです。まだ、分からないことだらけだけど……」

「それなら、後宮で化粧師になればいい！　後宮に留とどまり、尚紅を立て直してくれ」

　それは、思いもよらない誘さそいだった。

　引き留められて嬉うれしい気持ちが、じんわりと溢あふれてくる。

　でも、心は揺ゆらいだ。

[image: ]

　このまま後宮に居続ければ、私はきっといつまでも黒曜を諦めることができない。いつまでも未練たらしく、遠いその背中を追いかけ続けなければいけなくなる。

　私はその顔を見ていられなくて、俯うつむいてしまった。

「とてもありがたい、お話アル。私勿もつ体たいない」

「そんなことはない！　後宮の妃きさきたちもそれを望んでいる」

「でも……」

　いつまでも煮にえ切らない私を、黒曜は抱だきしめた。

　あまりにも近い体温に、鼓こ動どうが高鳴る。息が止まりそうだ。

「鈴音。俺が無事戻ったら、約束すると言っただろう？」

「え？」

　耳元に囁ささやかれ、私は思わず黒曜を見上げた。

「約束だ。これからも俺の傍そばにいてくれ」

　顔から火が出るかと思った。

　きっと私の顔は、真っ赤に染まっているに違いない。

「そ、そんな……ずるい！」

「ずるくても構わん。方法なんて構ってられるか。で、約束を守るのか？　守らないのか？」

　問いかける黒曜の目は真しん剣けんだった。

　そのまなざしに、私は何も言えなくなってしまった。

　追い打ちをかけるように、黒曜は語り出す。

「鈴音。俺はずっと、なにか大切なものを作るのが恐かった。また皇太后に奪うばわれ、壊されるのではないかと、怯おびえてばかりいた。けれど、鈴音が北門へ連れて行かれそうになった時、気付いたんだ。そうやって恐おそれるばかりでは、何も守れはしないのだと」

　黒曜が言っているのは、私が暗殺を遅おくらせようと舞ぶ台たいに上がった時のことだ。青銅の大たい剣けんを持ち上げて、それが儀ぎ式しき用の物ではなく真剣であることを、証明しようとした。

（結局はできなくて、北門送りにされかけたんだけどね）

　その時のことを考えると、今でも少し震ふるえが来る。

　よくもまあ、あんな思い切ったことができたものだ。

　その時だ。

　今度こそ迎えの到とう着ちやくを知らせる女官が、房ぼう室しつの前までやってきた。

「化粧師様！　お迎えが参りました」

「あ、今───」

　答えようとすると、黒曜がそれを遮さえぎってしまった。

「追い返せ！　化粧師は城下には戻らん！」

「へ、陛下!?　は、はい！　かしこまりました」

　戸の向こうで、女官が慌てて去っていくのが分かった。

「黒曜！」

　なんてことをするのだと、彼を睨みつける。

　しかし黒曜の顔はとても切なげで、それを見ていたら抗こう議ぎの言葉が引っ込んでしまった。

　より一層力を込めて、ぎゅっと抱きしめられる。

　私の心臓はばくばくして、今にも破は裂れつしそうだ。

「お前を守らせてはくれないか？　もう何も、失いたくはないんだ」

「黒曜……」

　なんて答えていいか、分からなかった。

　嬉しいのかもしれないし、悲しいのかもしれなかった。

　でも断るなんて、できるはずもない。

　だって私たちはあの時、約束したのだから。

「分かった」

「鈴音……」

「なら黒曜が安全な国、つくるまで、後宮います。すぐ近くで、黒曜が頑がん張ばってるの応おう援えんする、します」

　きっとその時、私は日本に帰るのを諦めた。

　そして死ぬまでこの国で、黒曜の作る国を見ていよう。そう思った。

　たとえ黒曜に誰か愛する人ができて、いつか苦しむと分かっていても。

　それまでは彼の傍で、自分にできることをしよう、と。

（ごめんね余暉。約束、守れないや……）

　涙なみだを見られないように、黒曜の袞こん服ふくに顔を押し付ける。黄色い絹が、涙を吸って橙だいだいに変わった。

　強い力で、頭を抱きしめられる。

　私が泣いているのに、黒曜は気付いていたのだろうか？
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　新しい年を迎むかえた榮国は、それから空前の繁はん栄えいを遂とげることとなる。

　しかしその繁栄の陰かげに一人の化粧けわい師しがいたことを、知る者は少ない。

　自らは表に出ず、裏方に徹てつして女性を美しくすることに努めた化粧師。

　遠い異国から訪おとずれたという彼女が、どこから来てどこに行ったのか。その顚てん末まつを綴つづった歴史書は、未いまだ見つかっていない。

　ただ彼女の残した美容法は、今でも世界中の女性に愛され、親しまれている。







　あとがき




　はじめましての方もそうじゃない方も、『皇太后のお化粧係』をお手に取っていただきありがとうございます。柏かしわてんです。

　この本は『小説家になろう』で連れん載さいしていた同作を、大おお幅はばに手直しして書しよ籍せき化したものです。なろう版とはラストも違ちがっているので、そちらで既き読どくの方にも楽しんでいただける出来になったと思います。より面おも白しろいものをお届けするために、修正しまくり加筆しまくりました。

　ほんとにね、ほんとに頑がん張ばった。

　さて、説明はそれくらいにして、まずは関係各位に謝辞を。

　この本の出版にご尽じん力りよくいただきました、元担当Ｋさま。

　本当に本当に、お世話になりました。一本の電話から始まったご縁えんですが、これからより太く長いものになっていけたらと、心ひそかに願っております。

　いつの日か、また一いつ緒しよにお仕事できることを願って。

　そして新担当のＳさま。

　新しい担当さまはどんな方かとドキドキしておりましたが、当たりの柔やわらかい優やさしそうな方でほっとしました。すぐ話が横道に逸それる柏ですが、これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。

（注：決して、Ｋさんが当たりが強いというわけではありません。決して）

　次に、挿さし絵えを描えがいてくださった由ゆ羅らカイリさま。

　大好きです。まさか私のような木こっ端ぱ小説家モドキが挿絵を描いていただける日がくるなんて───と、未いまだに半信半疑でおります。もしかしたら壮そう大だいなドッキリなんじゃないかな。あの素す敵てきラフは、夢だったんじゃないかな。

　とりあえず、元祖アンジェリークをスーパーファミコンでプレイしていた頃ころの私に教えてあげたいです。

　読者様の中にも、きっと私と同じ由羅さまフリークがいらっしゃることでしょう。この本は、あなたの期待を裏切りませんよ！（宣伝）

　他ほかにも、支えてくれた家族や友人達。この本に関かかわってくださった多くの方々。前作のカフェを買ってくださった読者の皆みなさま。そしてなろうに連載している最中から、励はげまし感想や声せい援えんを寄せてくださった方々。

　本当にありがとうございます。おかげでまた本が出せます。

　いくら言っても足りません。本当に感謝感謝です。

　じゃあ、残りは誰だれも聞いてないでしょうけど近きん況きようをば。

　最近はアマゾンのファイアＴＶスティックを買ったので、映画やドラマを観みまくってます。Huluまで登録しちゃって、もう後には引けない感じです。

　Huluでまさかあんなにアニメが配信されているとは。

　おかげでひきこもりが加速してしまいました。肩かたこりと腰よう痛つうがひどいです。

　それから、前作に続いて歯医者話（なぜ？）。

　昔から通っている歯医者で全すべての歯を治ち療りようしたはずなのに、新居近くの別の歯医者にかかったら、虫歯がいっぱいありますよ！　と言われてしまいました。

　しかもその歯医者では歯は磨みがきの指導に四十五分、五千四百円かかると言われ、払はらえるか！　とばかりに別の歯医者に浮うわ気きしました。

　現在毎週歯医者に通っています。

　私の歯が完全に健康になる日は一体いつなのか。少なくともこの本が出る頃には、治ってるといいなと思います。

　歯医者の治療って受けてる方も地味にしんどいですよね。口を開ける以外やることもないし。あんまり先生の顔見てても気まずいし。

　ということで、最近は退たい屈くつすぎて寝ねてしまいます。でもそうすると口を閉じちゃって危ないので、なんか丸いのを口の中に入れて固定されてます（寝てたのでうろ覚え）。

　おっとそろそろスペースが足りなくなってきたぞ。

　それでは皆さま。またお会いできることを願って。


柏　てん　拝　　
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